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このドキュ メン トについて

このドキュ メ ン ト では、 Zen ADO.NET データ  プロバイダー、 Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイ

ダー、 および Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーについて説明します。 



xii

Zen データ  プロバイダーとは

Zen ADO.NET データ  プロバイダーは、マネージ コードのみで構築されている管理データ  プロバイダーです。デー

タ  プロバイダーは、 ネイティブなワイヤ プロ ト コル プロバイダーです。 つま り、 プロバイダーは、 データベー

ス  ク ライアン トの形式のアンマネージ コード （.NET Framework 外のコード） を呼び出す必要はあ り ません。 た

だし、 アプ リ ケーシ ョ ンが Microsoft Distributed Transaction Coordinator （MS DTC） でコーディネイ ト された ト ラ

ンザクシ ョ ンに参加している場合を除きます。

Zen ADO.NET データ  プロバイダーは、 Zen データベース  エンジンに接続できるよ うにします。 32 ビッ トおよび

64 ビッ トの両方の .NET で機能し、Zen がサポートするすべての Windows プラ ッ ト フォームでサポート されます。

「Zen でインス ト ールされる  ADO.NET データ  プロバイダー」 および 「SDK ダウンロードで入手でき る  Zen
ADO.NET データ  プロバイダー」 も参照して ください。



xiii

このガイドの使用法

このガイ ドは、 お使いのオペレーティ ング システム とその各種コマンド、 ディ レク ト リの定義、 およびエンド

ユーザーアプリ ケーシ ョ ンからデータベースへのアクセス方法に関して精通しているユーザーを対象と していま

す。

このガイ ドには以下の情報が記載されています。

 「ク イ ッ ク  スタート 」では、.NET データ  プロバイダーを使用したデータベースへの接続について説明します。

 「データ  プロバイダーの使用」 では、Zen データ  プロバイダーと一緒に .NET アプリ ケーシ ョ ンを使用する方

法、 また .NET 環境で .NET アプリ ケーシ ョ ンを開発する方法について説明します。

 「高度な機能」 では、 接続プール、 ステート メン ト  キャ ッシュ、 セキュ リ ティの設定、 および Zen Bulk Load

の使用を含む、 データ  プロバイダーの高度な機能について説明します。

 「ADO.NET データ  プロバイダー」 では、Zen Entity Framework データ  プロバイダーの接続文字列オプシ ョ ン、

データ型などの情報について説明します。

 「Zen ADO.NET Core データ  プロバイダー」 では、 Visual Studio で Zen ADO.NET Core DLL を使用してアプリ

ケーシ ョ ンおよび UWP アプリ ケーシ ョ ンを作成する方法について説明します。

 「Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダー」 では、 Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバ

イダーの機能について説明します。Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーのエンティティ  デー

タ  モデルの作成方法を説明します。

 「Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダー」では、Actian Zen ADO.NET Entity Framework Core

データ  プロバイダーについて説明し、 それを構成および使用する手順を提供します。

 「Visual Studio での Zen データ  プロバイダーの使用」 では、 Zen データ  プロバイダーおよび Visual Studio

Performance Wizard を使用する方法について説明します。

 「Microsoft Enterprise Library の使用」 では、 Data Access Application Block および Logging Application Block を

構成する方法と、 これらをアプリ ケーシ ョ ン コードで使用する方法について説明します。

 「サポート される  .NET オブジェク ト 」 では、 Zen データ  プロバイダーでサポート される  .NET パブリ ッ ク  オ

ブジェク ト、 プロパティ、 メ ソ ッ ドについて説明します。

 「スキーマ情報の入手」 では、 Zen データ  プロバイダーでサポート されるスキーマ コレクシ ョ ンについて説

明します。

 「.NET の SQL エスケープ シーケンス」 では、 Zen データ  プロバイダーでサポート されるスカラー関数につ

いて説明します。 ご使用のデータ  ス ト アが、 こ こで説明しているすべての関数をサポート していないこ とが

あ り ます。

 「ロ ッ ク  レベルと分離レベル」 では、 ロ ッ ク  レベルと分離レベルについて、 およびこれらの設定が取得する

データにどのよ うに影響するかについて説明します。

 「パフォーマンスの最適化を図る  .NET アプリ ケーシ ョ ンの設計」 では、 アプリ ケーシ ョ ンのコードを最適化

して、 パフォーマンスを向上させる方法を説明します。

 「.edmx ファ イルの使用」 では、 EDM レイヤーに Extended Entity Framework の機能を提供するために、 .edmx

ファ イルに加える必要のある変更について説明します。

 「バルク  ロード構成ファイル」 には、 バルク  ロード操作中に作成されるファイルのサンプルがあ り ます。

 「IANA コード  ページ マッピング」 には、 最も広範に使用されている  IBM コード  ページの、 IANA コード

ページ名へのマッピングが示されています。

 「用語集」 には、 このガイ ドで使用される用語が定義されています。

メモ ： このガイ ドでは、参考情報が掲載されているオンライン リ ンクを記載しています。 Web コンテンツは頻繁

に変わるものであるため、 こ こに記載されている リ ンクは、 このガイ ドの発行後に変わる可能性もあ り ます。
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表記上の規則

このドキュ メン トでは、 次の表記規則を使用しています。

表記上の規則 説明

太字 太字は、 通常、 メニュー名、 ダイアログ ボッ クス名、 コマンド、 オプシ ョ ン、 ボタンなど

のグラフ ィカル ユーザー インターフェイス要素を示します。太字は、標準的な印刷上の強

調にも使用されます。

斜体 斜体は、適切な値に置き換える必要のある変数を示します。 たとえば、 user_name は実際の

ユーザー名に置き換えます。 斜体は、 マニュアル名など、 標準的な印刷上の強調にも使用

されます。

大文字 大文字のテキス トは、通常、SQL 構文やコード例などを読みやすくするために使用します。

オペレーティング システムによっては、 大文字と小文字の区別には意味があ り ます。 その

よ うな場合には、 その説明でリテラル テキス トが大文字または小文字である必要があるか

ど うかを記載します。 

固定スペース

フォン ト

固定幅のテキス トは、通常、構文例およびコード例を読みやすくするために使用します。ま

た、 コードの実行によ り返された結果やコマンド  ラインに表示されるテキス トにも使用し

ます。 テキス トは、 前後関係によって大文字または小文字で表示されます。 

'、"、および “ ” まっすぐな引用符は、 一重引用符も二重引用符も、 コードおよび構文の例に使用され、 一

重引用符または二重引用符が必要であるこ とを示します。カールしている二重引用符は、標

準的な印刷上の引用符に使用されます。

| 縦棒は OR 区切り記号を表し、 いずれか 1 つを選ぶ必要のある項目を示します。 下記の山

かっこの説明を参照してください。

[ ] 角かっこはオプシ ョ ン項目を示します。 かっこで囲まれていないコード構文は、 必須の構

文です。

< > 山かっこは、かっこ内の 1 項目を選択する必要があるこ とを示します。たとえば、<yes | no>
と表記される場合は、 "yes" または "no" のいずれかを指定する必要があ り ます。

. . . 省略記号は、 前の項目を何度でも繰り返せるこ とを示します。 たとえば、 [parameter...] は、

parameter を繰り返せるこ とを示します。 省略記号に続くかっこは、 かっこで囲まれた内容

全部を繰り返せるこ とを示します。

::= 記号 ::= は、 ある項目が別の項目用語で定義されているこ とを意味します。たとえば、 a::=b
は、 項目 "a" が "b" で定義されているこ とを意味します。

%string% Windows オペレーティング システムによって定義される変数です。 string 部分は可変テキ

ス ト を表します。 パーセン ト記号はリテラル テキス トです。 

$string Linux オペレーティング システムによって定義される環境変数です。 string 部分は可変テキ

ス ト を表します。 ドル記号はリテラル テキス トです。
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1クイック  スタート

こ こでは、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーをインス トールした後で、 データベースに接続する基本的な操作

について説明します。

 「Zen でインス トールされる  ADO.NET データ  プロバイダー」

 「SDK ダウンロードで入手できる  Zen ADO.NET データ  プロバイダー」

 「基本的な接続文字列の定義」

 「データベースへの接続」

 「Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーの使用」

Zen ADO.NET データ  プロバイダーの機能を最大限利用するには、当ドキュ メン ト内のほかの Zen ADO.NET 関連

ト ピッ ク もお読みください。
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Zen でインストールされる ADO.NET データ  プロバイダー

このセクシ ョ ンでは、Zen v15 と一緒にインス トールされる  Zen ADO.NET データ  プロバイダーでサポート される

.NET Framework バージ ョ ンについて説明します。 SDK をダウンロードするこ とで提供される  .NET Core および

Entity Framework Core 用の Zen ADO.NET データ  プロバイダーの説明については、「SDK ダウンロードで入手でき

る  Zen ADO.NET データ  プロバイダー」 を参照してください。

Zen v15 は、 ADO.NET データ  プロバイダー 4.4 および 4.5 の 2 つのバージ ョ ンを提供します。 デフォルトで、 す

べてのバージ ョ ンがデータベース  エンジンと一緒にインス トールされます。

ADO.NET をカスタマイズしないで使用しているのであれば、以前のバージ ョ ンの .NET Framework と  Zen データ

プロバイダー用に作成されたコードは、 Zen データ  プロバイダー 4.4 および 4.5 と互換性があ り ます。

サポート される .NET Framework のバージ ョ ン

次の表に示すよ う に、 Zen ADO.NET データ  プロバイダー 4.4 および 4.5 では、 Microsoft .NET Framework や
Microsoft Entity Framework との組み合わせもサポート されるよ うになり ました。 表の各行で、 これら  3 製品のサ

ポート されるバージ ョ ンの互換性のある組み合わせを表しています。 

アプリ ケーシ ョ ンで Zen ADO.NET Entity Framework プロバイダー 4.4 または 4.5 を使用するには、.NET Framework
4.5 以上を使用しなければなり ません。

一覧に示したバージ ョ ンはすべて、.NET Framework の 32 ビッ ト と  64 ビッ トのどちらのバージ ョ ンにも適用され

ます。

Zen ADO.NET Entity Framework プロバイダー 4.4 および 4.5 では、 Microsoft Entity Framework 6.1 がサポート され

ています。

Zen ADO.NET データ  プロバイダーの詳細については、 各プロバイダーの ト ピッ クを参照してください。

Zen データ  プロ

バイダー

バージ ョ ン 名前空間 アセンブリ  ファイル名

（Zen でインストール）

Microsoft .NET 
Framework

Microsoft Entity 
Framework

ADO.NET 4.4 Pervasive.Data.
SqlClient

Pervasive.Data.SqlClient.dll 2.0、3.0、3.5、3.5 SP1、
4.5、4.5.1、4.5.2、4.6、
4.6.1、4.6.2、4.7、4.7.1、
4.7.2、 4.8

—

ADO.NET 4.5 Pervasive.Data.
SqlClient

Pervasive.Data.SqlClient.dll 2.0、3.0、3.5、3.5 SP1、
4.5、4.5.1、4.5.2、4.6、
4.6.1、4.6.2、4.7、4.7.1、
4.7.2、 4.8

—

ADO.NET Entity 
Framework

4.4 Pervasive.Data.
SqlClient.Entity

Pervasive.Data.SqlClient.
Entity.dll

4.5、4.5.1、4.5.2、4.6、
4.6.1、4.6.2、4.7、4.7.1、
4.7.2、 4.8

6.1、 6.1.1、 6.1.2

ADO.NET Entity 
Framework

4.5 Pervasive.Data.
SqlClient.Entity

Pervasive.Data.SqlClient.
Entity.dll

4.5、4.5.1、4.5.2、4.6、
4.6.1、4.6.2、4.7、4.7.1、
4.7.2、 4.8

6.1、 6.1.1、 6.1.2
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SDK ダウンロードで入手できる Zen ADO.NET データ  プロバイダー

Zen v15 でインス トールされる  ADO.NET データ  プロバイダーのほかに、.NET Standard 2.0 準拠のアプリ ケーシ ョ

ンをサポートするために追加のプロバイダーを入手するこ とができます。 次の表にこれらのプロバイダーを示し

ます。 プロバイダーは、 Web サイ トでダウンロード可能な SDK に含まれる  NuGet パッケージと して入手できま

す。 Zen でインス トールされるプロバイダーのバージ ョ ンと同様に、 準拠アプリ ケーシ ョ ンの 2 つのバージ ョ ン

を示します。 

メモ  関連する  NuGet パッケージは、 表に記載されているダウンロード可能な SDK でのみ入手できます。

Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーには、同じバージ ョ ンの Zen ADO.NET Core データ  プロ

バイダーをアプリ ケーシ ョ ン プロジェク トに追加する必要があ り ます。

Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーの詳細については、 各プロバイダーの ト ピッ クを参照してください。 

Zen データ  
プロバイ

ダー

バー

ジ ョ ン

名前空間 アセンブリ  
ファイル名

.NET 
Core

EF 
Core

NuGet パッケージ （「メモ」

を参照）

SDK ダウンロード

ADO.NET 
Core

4.4 Pervasive.Data.S
qlClient

Pervasive.Data.
SqlClientStd.dll

2.0 — Pervasive.Data.SqlClientStd.
4.4.0.<build>.nupkg

Zen-SDK-
AdoNetDataProvid
er4.4-NetStandard-
Windows-noarch-
<version>.zip

ADO.NET 
Core

4.5 Pervasive.Data.S
qlClient

Pervasive.Data.
SqlClientStd.dll

2.1 — Pervasive.Data.SqlClientStd.
4.5.0.<build>.nupkg

Zen-SDK-
AdoNetDataProvid
er4.5-NetStandard-
Windows-noarch-
<version>.zip

ADO.NET 
Entity 
Framework 
Core

4.4 Actian.EntityFra
meworkCore.Zen

Actian.Entity
Framework
Core.Zen.dll

2.0 3.1 Actian.EntityFrameworkCore
.Zen.4.4.0.<build>.nupkg

Zen-SDK-
AdoNetDataProvid
er4.4-NetStandard-
Windows-noarch-
<version>.zip

ADO.NET 
Entity 
Framework 
Core

4.5 Actian.EntityFra
meworkCore.Zen

Actian.Entity
Framework
Core.Zen.dll

2.1 3.1 Actian.EntityFrameworkCore
.Zen.4.5.0.<build>.nupkg

Zen-SDK-
AdoNetDataProvid
er4.5-NetStandard-
Windows-noarch-
<version>.zip

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/


4

基本的な接続文字列の定義 

データ  プロバイダーでは、 特定のデータベース  サーバーへの接続に必要な情報の指定に接続文字列を使用しま

す。 この接続情報は接続文字列オプシ ョ ンで定義されます。

Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーは、Entity Framework ウ ィザードで既存の接続を指定するか、

または新しい接続を定義するこ とができます。 Zen ADO.NET Entity Framework は接続文字列に含まれている情報

を使用して、Entity Framework をサポートする基となる  Zen ADO.NET データ  プロバイダーに接続します。接続文

字列には、必要なモデルおよびマッピング ファ イルに関する情報も含まれています。データ  プロバイダーは、モ

デルにアクセスした り、 メ タデータをマップした り、データ  ソースに接続したりする場合に接続文字列を使用し

ます。 

接続文字列オプシ ョ ンは次のよ うな形式です。

" オプシ ョ ン名 =値 "

接続文字列オプシ ョ ン値の各ペアはセミ コロンで区切り ます。 たとえば、 次のよ うになり ます。

"Server DSN=DEMODATA;UID=test;PWD=test;Host=localhost"

サポート されるすべての接続文字列オプシ ョ ンの詳細については、 表 35 を参照してください。 

注記 

 接続文字列オプシ ョ ン名内のスペースは任意です。

 接続文字列オプシ ョ ンでは大文字と小文字が区別されません。 たとえば、 User ID と  user id は同じです。 た

だし、 User ID や Password などいくつかのオプシ ョ ンの値の中には大文字と小文字が区別されるものもあ り

ます。

 接続文字列にポート番号が指定されていない場合、データ  プロバイダーは 1583 を使用します。これはデフォ

ルトのポート番号です。

表 1 は、 Zen サーバーへの接続に必要な最低限のオプシ ョ ンの名前とその説明です。 

表 1 最低限必要な接続文字列オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

Server DSN 接続するサーバーのデータ  ソース名を、 DEMODATA のよ うに指定します。 

Host 接続する  Zen サーバーの名前または IP アドレスを指定します。たとえば、Accountingserver などのサー

バー名や、 199.226.22.34 （IPv4） または 1234:5678:0000:0000:0000:0000:9abc:def0 （IPv6） な

どの IP アドレスを指定できます。

デフォルトの初期値は localhost です。
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データベースへの接続

データ  プロバイダーをインス トールする と、接続文字列を使ってアプリ ケーシ ョ ンからデータベースに接続でき

るよ うにな り ます。 接続文字列オプシ ョ ンの一覧については、 表 35 を参照してください。

メモ：アプリ ケーシ ョ ンで Zen ADO.NET Entity Framework を使用する場合は、Entity Data Model ウ ィザードを使っ

て新しい接続を作成したり、既存の接続を使用したりするこ とができます。詳細については、 「モデルの作成」 を

参照して ください。 

例 ： プロバイダー固有のオブジェク トの使用

次の例はプロバイダー固有のオブジェク ト を使用した例です。 C# を使って Visual Studio で開発したアプ リ ケー

シ ョ ンから  Zen ADO.NET データ  プロバイダーを使用してデータベースに接続しています。 

1 ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラーで ［参照］ を右ク リ ッ ク し、 ［参照の追加］ を選択します。

2 ［参照マネージャー］ ウ ィザードで ［参照］ ボタンをク リ ッ ク し、 Zen データ  プロバイダー アセンブリが含

まれるフォルダーに移動します。

3 "Pervasive.Data.SqlClient.dll" を選択して ［追加］ をク リ ッ ク します。［参照マネージャー］ ウ ィザードの ［参

照］ タブで、 ［最近使用したファイル］ 項目に Zen データ  プロバイダー アセンブリが表示されます。
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4 それを選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。 これで、 ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラーに Zen データ  プロバイ

ダーが含まれるよ うにな り ます。

5 次の C# コード例のよ うに、 Zen データ  プロバイダーの名前空間をアプリ ケーシ ョ ンの先頭に追加します。

// Zen へアクセスします

using System.Data;

using System.Data.Common;

using Pervasive.Data.SqlClient;

6 サーバーの接続情報と例外処理のコードを追加します。

PsqlConnection DBConn = new PsqlConnection("Server DSN=DEMODATA;Host=localhost");

try

{

 // 接続を開きます

 DBConn.Open();

 Console.WriteLine("接続成功 !");

}

catch (PsqlException ex)

{

 // 接続に失敗しました

 writer.WriteLine(ex.Message);

}

7 接続を閉じます。

// 接続を閉じます

DBConn.Close();

例 ：共通プログラ ミング モデルの使用

次の例は、 C# と共通プログラ ミ ング モデルを使用して Visual Studio で開発したアプリ ケーシ ョ ンから  Zen デー

タベースに接続する方法を示します。 

1 アプリ ケーシ ョ ンの先頭部分を調べます。 ADO.NET 名前空間が記述されているこ とを確認します。

// ファ ク ト リ を使用して Zen にアクセスします

using System.Data;

using System.Data.Common;
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2 サーバーの接続情報および例外処理のコードを追加し、 接続を閉じます。

DbProviderFactory

factory=DbProviderFactories("Pervasive.Data.SqlClient");

DbConnection Conn = factory.createConnection();

Conn.CommandText = "Server DSN=DEMODATA;Host=localhost;";

try

{

 Conn.Open();

 Console.WriteLine("接続成功 !");

}

catch (Exception ex)

{

 // 接続に失敗しました

 Console.WriteLine(ex.Message);

}

// 接続を閉じます

Conn.Close();

例 ： Zen Common Assembly の使用

共通プログラ ミ ング モデルに適合するアプ リ ケーシ ョ ンで Zen Bulk Load などの機能を使用したい場合は、 Zen
Common Assembly を含めるこ とを選択できます。 アプリ ケーシ ョ ンで Zen Bulk Load ユーザーを使用する方法に

ついては、 「Zen Bulk Load の使用」 を参照してください。

次の例は、C# と共通プログラ ミ ング モデルを使用して Visual Studio で開発したアプリ ケーシ ョ ンで Zen Common
Assembly を使用する方法を示します。

1 アプリ ケーシ ョ ンの先頭部分を調べます。 .NET Framework および Zen データ  プロバイダーの名前空間が記

述されているこ とを確認します。

// ファ ク ト リ を使用して Zen にアクセスします

using System.Data;

using System.Data.Common;

using Pervasive.Data.Common;

2 サーバーの接続情報および例外処理のコードを追加し、 接続を閉じます。

// このコードは、 バルク コピー操作を 
// あるデータベースから別のデータベースに対して行います
DbProviderFactory Factory = 

DbProviderFactories.GetFactory("Pervasive.Data.SqlClient");
DbConnection sourceConnection = Factory.CreateConnection();
sourceConnection.ConnectionString = "Host=localhost;Server DSN=DEMODATA;";

sourceConnection.Open();

DbCommand command = sourceConnection.CreateCommand();
command.CommandText = "SELECT * FROM test";
DbDataReader reader = command.ExecuteReader();

DbConnection destinationConnection = Factory.CreateConnection();
destinationConnection.ConnectionString = 

 "Host= ntsl2003b;Server DSN=DEMODATA";
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destinationConnection.Open();

DbBulkCopy bulkCopy = new DbBulkCopy(destinationConnection);
 bulkCopy.DestinationTableName = "test";
 try
 {

 bulkCopy.WriteToServer(reader);
 }// 試行終了

 catch (DbException ex)
 {

 Console.WriteLine( ex.Message );
 }//catch の終了
 finally
 {

 reader.Close();
 MessageBox.Show("終了 ");

 }//完了 
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Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーの使用

Entity Data Model ウ ィザードは、エンティティ  データ  モデル （EDM） でコンポーネン ト を定義するための質問を

します。 その後、 ウ ィザードは Visual Studio でデータのモデルを作成し、 そのモデルでコンポーネン トの値を自

動的に設定します。ウ ィザードによる  EDM の作成方法については、「.edmx ファ イルの使用」を参照してください。

別の方法と しては、 Visual Studio でほかのツールを使って、 値と接続文字列を手動で定義するこ と もできます。 

Provider は、 EDM のス ト レージ モデル ファ イルに含まれる  Schema 要素の属性です。 ス ト レージ モデル ファ イ

ルは、 ス ト ア スキーマ定義言語 （SSDL） で書かれています。 

Entity Data Model ウ ィザードは、 Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーが選択されている と き、 値

の割り当てを行います。 エンティティ  データ  モデルを手動で定義するこ とを選ぶ場合は、 次の例で示すよ うに、

文字列 Pervasive.Data.SqlClient を Schema 要素の Provider 属性に代入します。

<Schema Namespace="AdventureWorksModel.Store" Alias="Self" 
Provider="Pervasive.Data.SqlClient" ProviderManifestToken="Zen" xmlns:store="http:/
/schemas.microsoft.com/ado/2007/12/edm/EntityStoreSchemaGenerator" xmlns="http://
schemas.microsoft.com/ado/2006/04/edm/ssdl">
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2データ  プロバイダーの使用

Zen データ  プロバイダーを使用すれば、 .NET 対応アプリ ケーシ ョ ンやアプリ ケーシ ョ ン サーバーへのデータ  ア
クセスが可能になり ます。データ  プロバイダーはインターネッ ト またはイン ト ラネッ ト経由で、主要なデータ  ス
ト アへの高パフォーマンスなポイン ト  ツー ポイン ト  アクセスおよび n 層アクセスを提供します。 データ  プロバ

イダーは .NET 環境向けに最適化されているため、現在使用しているシステムに .NET 技術を組み込み、その機能

を拡張してパフォーマンスを向上させるこ とができます。

接続プール、 ステート メン ト  キャ ッシュ、 セキュ リ ティの設定、 Zen Bulk Load、 および診断サポート などの高度

な機能については、 「高度な機能」 を参照してください。

標準 Zen ADO.NET 環境における  Zen ADO.NET データ  プロバイダーの使用法については、 「ADO.NET データ  プ
ロバイダー」 を参照してください。

Zen ADO.NET Entity Framework でのデータ  プロバイダーの使用法については、 「Zen ADO.NET Entity Framework
データ  プロバイダー」 を参照して ください。
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データ  プロバイダーについて

Zen データ  プロバイダーはマネージ コードのみで構築されています。つま り、完全に共通言語ランタイム （CLR）
の内部で、 実行およびデータベースへの接続が行えます。 

ク ラ イアン ト  ライブラ リや COM コンポーネン ト などネイティブ オペレーティング システムで実行するコード

はアンマネージ コード と言います。 マネージ コード とアンマネージ コードは 1 つのアプリ ケーシ ョ ン内に混在

させるこ とができます。 ただし、 アンマネージ コードは共通言語ランタイムの外部にまで影響が及ぶため、現実

的には複雑になり、パフォーマンスも低下します。また、セキュ リ ティの危険にさらすこ とにもな りかねません。 
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接続文字列の使用

接続の動作は、 接続文字列や PsqlConnection オブジェク トのプロパティを使って定義するこ とができます。

しかし、 接続文字列内の値の設定を接続プロパティによって変更するこ とはできません。

接続文字列の基本形式は、 セ ミ コロンで区切られた一連の 「キーワード / 値」 のペアを含んでいます。 次に、 Zen
データ  プロバイダー用の単純な接続文字列のキーワード と値の例を示します。

"Server DSN=SERVERDEMO;Host=localhost"

ガイド ライン

接続文字列を指定する際には、 次のガイ ド ラインを用います。

 接続文字列オプシ ョ ン名内のスペースは必須です。 

 接続文字列オプシ ョ ンでは大文字と小文字が区別されません。 たとえば、 Password と  password は同じです。

ただし、 User ID や Password などのオプシ ョ ンの値には大小文字が区別されるものもあ り ます。

 セミ コロン、 一重引用符、 または二重引用符の入った値を含めるには、 その値を二重引用符で囲みます。 値

にセミ コロンと二重引用符の両方が入っている場合は、 一重引用符を使って値を囲みます。

 値が二重引用符で始まる場合も一重引用符を使用できます。 逆に、 値が一重引用符で始まる場合は二重引用

符を使用します。 値に一重引用符と二重引用符のどちらも入っている場合は、 値を囲むのに使用する文字が

値の中に現れるたびに、 その文字を 2 つ重ねる必要があ り ます。

 先頭または末尾のスペースを文字列値に含めるには、 その値を一重引用符または二重引用符で囲む必要があ

り ます。 整数値や、 ブール値、 列挙値を一重引用符または二重引用符で囲んでも、 値の前後のスペースは無

視されます。 ただし、 文字列リテラルのキーワード内あるいは値内のスペースは維持されます。 接続文字列

内で一重引用符または二重引用符を使用する場合、 それが値内の先頭または末尾の文字でなければ、 区切り

文字なしで使用できます （たとえば、 Data Source= my'Server または Data Source= my"Server）。

 接続文字列オプシ ョ ンの値で特殊文字を使用するこ とができます。 特殊文字をエスケープするには、 その値

を一重引用符または二重引用符で囲みます。 

 また、等号文字 （=） の繰り返しを接続文字列で使用するこ と もできます。たとえば、次のよ うに指定します。

Initialization String=update mytable set col1 == 'foo'"

 接続文字列に無効な接続文字列オプシ ョ ンが含まれている場合には、 接続はエラーを返そう と します。 たと

えば、 Alternate Servers を定義していないのに Load Balancing の値を指定する と、 エラーが返されます。

 接続文字列に接続文字列オプシ ョ ンが重複して含まれている場合には、データ  プロバイダーは接続文字列内

で最後に現れる接続文字列オプシ ョ ンを使用します。たとえば、次に示す接続文字列では、Connection Timeout

が異なる値で 2 回現れます。データ  プロバイダーは 2 番目の値を使用するので、試行した接続を終了するま

でに 35 秒待ちます。

"Server DSN=SERVERDEMO;Host=localhost;Connection Timeout=15;Min Pool 
Size=50;Connection Timeout=35"

サポート される接続文字列オプシ ョ ンの一覧については、 表 35 を参照してください。

Zen Performance Tuning Wizard の使用

Performance Wizard を使用して、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーと  Zen ADO.NET Entity Framework データ  プ
ロバイダーに最適な接続文字列オプシ ョ ンを選択するこ とができます。 

詳細については、 「Zen Performance Tuning Wizard の使用」 を参照してください。
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ストアド  プロシージャ

アプリ ケーシ ョ ンでス ト アド  プロシージャを使用できるよ うにするには、 次の手順に従ってください。

 PsqlCommand オブジェク トの CommandText プロパティにス ト アド  プロシージャ名を設定します。 

MyCommand.CommandText = "GetEmpSalary";

 PsqlCommand オブジェク トの CommandType プロパティに StoredProcedure を設定します。

MyCommand.CommandType = CommandType.StoredProcedure;

 必要に応じてパラ メーター引数を指定します。アプリ ケーシ ョ ンでは PsqlCommand オブジェク トのパラ メー

ター コレクシ ョ ンに、ス ト アド  プロシージャの引数の順序どおりにパラ メーターを追加してください。ただ

し、 アプ リ ケーシ ョ ンでは PsqlCommand オブジェク トの CommandText プロパティでパラ メーター マーカー

を指定する必要はあ り ません。 

ス ト アド  プロシージャから戻り値を取得するには、 アプ リ ケーシ ョ ンで PsqlCommand オブジェク トのパラ メー

ター コレクシ ョ ンにパラ メーターを余分に追加する必要があ り ます。 このパラ メーターの ParameterDirection プ
ロパティを ParameterDirection.ReturnValue に設定します。 戻り値の取得用のパラ メーターは、 パラ メーター コレ

クシ ョ ンのどこにあってもかまいません。 これは、 このパラ メーターが、 PsqlCommand オブジェク トの Text プロ

パティにある特定のパラ メーター マーカーに対応していないためです。

ス ト アド  プロシージャからの戻り値がない場合は、 ParameterDirection プロパティに ReturnValue と してバインド

されているパラ メーターは無視されます。

ス ト アド  プロシージャがデータベースから  ReturnValue を返しても、 アプリ ケーシ ョ ンでそのパラ メーターをバ

インド していない場合は、 データ  プロバイダーによってその値が破棄されます。

Zen ADO.NET Entity Framework ユーザーへの注記 ：PsqlConnection オブジェク トには、拡張された統計情報機能

を提供するためのプロパテ ィおよびメ ソ ッ ドが含まれています。 これらのメ ソ ッ ドおよびプロパテ ィは、 Zen
ADO.NET データ  プロバイダーでは標準ですが、 Zen ADO.NET Entity Framework レイヤーでは利用できません。

代わりに、Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーは 「擬似」 ス ト アド  プロシージャを介して同様の

機能を公開します。 詳細については、 「ADO.NET Entity Framework でのス ト アド  プロシージャの使用」 を参照し

て ください。
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IP アドレスの使用

データ  プロバイダーは、 IPv4 形式および IPv6 形式のインターネッ ト  プロ ト コル （IP） アド レスをサポート しま

す。お使いのネッ ト ワークが名前付きサーバーをサポート している場合は、データ  ソースに指定されたサーバー

名を IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスに解決するこ とができます。 

EnableIPV6 接続文字列オプシ ョ ンを True に設定する と、 IPv6 プロ ト コルがインス トールされたク ライアン ト を、

IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスのいずれかを使用するサーバーに接続できるよ うにな り ます。 IPv6 形式の詳

細については、 『Getting Started with Zen』 の 「IPv6」 を参照してください。
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ト ランザクシ ョ ンのサポート

Zen データ  プロバイダーは、 .NET Framework 内で完全に実装される ト ランザクシ ョ ンのサポートにはマネージ

コードのみを使用します。 

ローカル ト ランザクシ ョ ンの使用

ローカル ト ランザクシ ョ ンは、 基盤となるデータベースの内部的な ト ランザクシ ョ ン マネージャーを使用しま

す。 

アプリ ケーシ ョ ンでは、 PsqlConnection オブジェク トで BeginTransaction を呼び出すこ とによって PsqlTransaction
オブジェク ト を作成します。 ト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ トや中止などその後の操作は PsqlTransaction オブジェク

トで実行されます。
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スレッ ドのサポート

PsqlConnection オブジェク トはスレッ ドセーフです。 それぞれ別のスレッ ドでアクセスする複数の PsqlCommand
オブジェク トが、 同時に 1 つの接続を使用できます。 

別々のスレッ ドでほかのパブ リ ッ ク  オブジェク トやデータ  プロバイダー固有のオブジェク トに同時にアクセス

するのはスレッ ド  セーフではあ り ません。 
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Unicode のサポート

データ  プロバイダーは、 .NET Framework SDK の規定に従って Unicode をサポート します。 これは、 データ  プロ

バイダーでは Unicode UTF-16 エンコーディングで文字を表わすこ とを意味します。 

データ  プロバイダーは UTF-16 文字をデータベースで使用されている形式に変換し、 .NET Framework 文字列をア

プリ ケーシ ョ ンに返します。 たとえば、 Zen データベース  コード  ページが拡張 ASCII 形式である場合、 データ

プロバイダーは拡張 ASCII を使用してデータベースに送られた文字を表します。その後、データ  プロバイダーは

アプリ ケーシ ョ ンに送り戻される前に、 返された拡張 ASCII 文字を変換します。 

Unicode と国際的な文字の .NET Framework 実装に関する詳細については、 .NET Framework SDK のドキュ メン ト

を参照して ください。
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分離レベル

Zen は ReadCommitted と  Serializable 分離レベルをサポート します。 レコード  レベルのロ ッ クをサポート します。

詳細については、 「ロ ッ ク  レベルと分離レベル」 を参照してください。
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SQL エスケープ シーケンス

Zen データ  プロバイダーでサポートする  SQL エスケープ シーケンスの説明については、 「.NET の SQL エスケー

プ シーケンス」 を参照してください。
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イベン ト処理

イベン ト  ハンド ラーは PsqlInfoMessageEventArgs 型の引数を受け取り ます。 これにはイベン トに関するデータが

含まれています。 詳細については、 「PsqlInfoMessageEventArgs オブジェク ト 」 を参照してください。

このイベン トは次のよ うに定義されます。

public event PsqlInfoMessageEventHandler InfoMessage;

データベース  サーバーから送られる警告や情報メ ッセージを処理したいク ライアン トは、このイベン ト を受け取

るために PsqlInfoMessageEventHandler デリゲート を作成してください。

これらのイベン ト を使用して、 パッケージ、 ス ト アド  プロシージャ、 またはス ト アド関数 （これらはすべてコマ

ンドを作成します） の作成時に発生するエラーを取得するこ とができます。パッケージ、ス ト アド  プロシージャ、

またはス ト アド関数で作成されたコマンドをコンパイルする と きに Zen でエラーが検出される と、 有効ではあ り

ませんがオブジェク トが作成されます。 イベン トが送られ、 エラー発生したこ とを示します。 

次のコードでは、PsqlConnection オブジェク トの InfoMessage イベン ト を処理する メ ソ ッ ドを表わすデリゲート を

定義しています。

[Serializable]
public delegate void PsqlInfoMessageEventHandler(
 object sender
 PsqlInfoMessageEventArgs e 
);

こ こで、 sender はイベン ト を生成したオブジェク ト、 e は警告を説明する  PsqlInfoMessageEventArgs オブジェク ト

です。 イベン ト とデリゲートの詳細については、 Microsoft .NET Framework SDK のドキュ メン ト を参照して くだ

さい。
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エラー処理

PsqlError オブジェク トは、Zen サーバーで生成されたエラーや警告に関する情報を収集します。詳細については、

「PsqlError オブジェク ト 」 を参照してください。

PsqlException オブジェク トは、 Zen サーバーがエラーを返したと きに作成されスローされます。 データ  プロバイ

ダーによって生成された例外は標準のランタイム例外と して返されます。 詳細については、 「PsqlException オブ

ジェク ト 」 を参照して ください。
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.NET オブジェク トの使用

データ  プロバイダーでは .NET パブリ ッ ク  オブジェク ト をサポート し、それらをシールド  オブジェク ト （封印さ

れたオブジェク ト ） と して公開します。

詳細については、 「サポート される  .NET オブジェク ト 」 を参照してください。 
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.NET 用アプリケーシ ョ ンの開発

データ  コンシューマー アプリ ケーシ ョ ンの開発者は、 Microsoft .NET の仕様やオブジェク ト指向のプログラ ミ ン

グ技術に精通している必要があ り ます。 

Microsoft では以下のよ うな ADO.NET に関する豊富な情報 （主に英語） をオンラインで提供しています。

 Microsoft .NET へのアップグレード ： ADO プログラマのための ADO.NET
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa302323.aspx 

 .NET Framework データ  プロバイダーによるデータのアクセス  
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa735598(VS.71).aspx 

 ADO.NET 2.0 基本ク ラスおよびファ ク ト リによる汎用的なコーディング

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd278213.aspx 

 セキュ リティ  ポ リシーの実施

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/vstudio/sa4se9bc(v=vs.100).aspx 

 サービス  コンポーネン トの作成

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/3x7357ez.aspx 

 DataSets、 DataTables、 および DataViews
https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ss7fbaez(v=vs.110).aspx 

 DataSet での XML の使用

https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/84sxtbxh(v=vs.110).aspx 

https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/84sxtbxh(v=vs.110).aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa302323.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/dd278213.aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/vstudio/sa4se9bc(v=vs.100).aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/3x7357ez.aspx
https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ss7fbaez(v=vs.110).aspx
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/aa735598(VS.71).aspx
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3高度な機能

以下のト ピッ クでは、 データ  プロバイダーの高度な機能について説明します。

 「接続プールの使用」

 「ステート メン ト  キャ ッシングの使用」

 「接続フェールオーバーの使用」

 「ク ラ イアン ト  ロード  バランスの使用」

 「接続の再試行機能の使用」

 「セキュ リ ティの設定」

 「Zen Bulk Load の使用」

 「診断機能の使用」



26

接続プールの使用

接続プールを使用すれば、作成済みの接続を再利用できるので、データ  プロバイダーはデータベースに接続する

たびに新しい接続を作成する必要がなくな り ます。データ  プロバイダーでは .NET ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ

ンで自動的に接続プールを使用できるよ うにな り ました。

接続プールの動作は、 接続文字列オプシ ョ ンによって制御するこ とができます。 たとえば、 接続プール数、 プー

ル内の接続数、 接続が破棄されるまでの時間 （秒数） を定義するこ とができます。

ADO.NET の接続プールは .NET Framework によって提供されません。 ADO.NET データ  プロバイダー自体に実装

する必要があ り ます。

接続プールの作成

各接続プールは、 それぞれ特有の接続文字列と関連付けられます。 デフォルトでは、 接続プールは一意な接続文

字列を使って最初にデータベースに接続したと きに作成されます。 プールには、 プールの最小限のサイズまで接

続が格納されます。 プールが最大限のサイズに達するまで、 接続がプールに追加されていきます。

プールは、 その中で接続が開いている限り、 あるいは、 Connection オブジェク トへの参照を持つアプリ ケーシ ョ

ンによって使用されており、 そのオブジェク トに開いている接続がある限り、 アクティブであ り続けます。

新しい接続を開いたと き、 その接続文字列が既存のプールと一致しない場合は、 新しいプールを作成する必要が

あ り ます。 同じ接続文字列を使用するこ とで、 アプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンスやスケーラビ リ ティを向上さ

せるこ とができます。 

以下の C# コード例では、 3 つの新しい PsqlConnection オブジェク トが作成されます。 ただし、 これらのオブジェ

ク ト を管理するために必要な接続プールは 2 つのみです。 1 番目と  2 番目の接続文字列では、ユーザー ID とパス

ワードに割り当てられる値と  Min Pool Size オプシ ョ ンの値だけが異なるこ とに注意してください。

DbProviderFactory Factory = 
DbProviderFactories.GetFactory("Pervasive.Data.SqlClient");

DbConnection conn1 = Factory.CreateConnection();

conn1.ConnectionString = "Server DSN=DEMODATA;User ID=test;
Password = test; Host = localhost;MinPoolSize=5 ";

conn1.Open();
// プール A が作成されます 

DbConnection conn2 = Factory.CreateConnection();
conn2.ConnectionString = "Server DSN=DEMODATA2;User ID=lucy;

Password = quake; Host = localhost;MinPoolSize=10 ";

conn2.Open();
// 接続文字列が異なるため、 プール B が作成されます
DbConnection conn3 = Factory.CreateConnection();
conn3.ConnectionString = "Server DSN=DEMODATA;User ID=test;

Password = test; Host = localhost;MinPoolSize=5 ";
conn3.Open();
// conn3 は conn1 と一緒にプール A に入り ます

プールへの接続の追加

接続プールは、アプリ ケーシ ョ ンが使用するそれぞれの一意な接続文字列を作成するプロセス内で生成されます。

プールが作成される と、 Min Pool Size 接続文字列オプシ ョ ンによって設定される、 プールの必要最小限のサイズ

条件を満たすだけの接続がプールに格納されます。アプリ ケーシ ョ ンが Min Pool Size を超える接続を使用する場

合、 データ  プロバイダーは Max Pool Size 接続文字列オプシ ョ ン （プール内の最大接続数を設定します） の値に

なるまで、 プールに接続を追加割り当てします。

Connection.Open(...) メ ソ ッ ドを呼び出すアプリ ケーシ ョ ンで Connection オブジェク トが要求されたと き、 プール

から使用可能な接続が入手できる場合には、 接続はプールから取得されます。 使用可能な接続とは、 現在ほかの
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有効な Connection オブジェク トによって使用されておらず、合致する分散ト ランザクシ ョ ン コンテキス ト を持ち

（妥当な場合）、 サーバーへの有効な リ ンクを持っている接続と定義付けられます。

プールの最大サイズに達し、 かつ入手できる使用可能な接続がない場合には、 要求はデータ  プロバイダーの

キューに入れられます。 データ  プロバイダーは使用可能な接続をアプ リ ケーシ ョ ンへ返すために、 Connection
Timeout 接続文字列オプシ ョ ンの値が示す時間だけ待ちます。 この時間が経過しても接続が入手可能にならな

かった場合は、 データ  プロバイダーはアプリ ケーシ ョ ンにエラーを返します。

データ  プロバイダーに対し、プールされている接続数に影響を与えないで、指定したプールの最大サイズを超え

る接続を作成できるよ うにするこ とができます。 これはたとえば、 時折発生する接続要求の急増を処理する場合

などに有用です。 Max Pool Size Behavior 接続文字列オプシ ョ ンを SoftCap に設定するこ とによ り、 作成される接

続数は Max Pool Size に設定された値を超えるこ とが可能になり ますが、プールされる接続数は設定値を超えませ

ん。 プールの最大接続数が使用されている場合、 データ  プロバイダーは新しい接続を作成します。接続がプール

に返されたと き、 そのプールにアイ ドル状態の接続が入っている場合には、 プール メ カニズムは接続プールが

Max Pool Size を決して超えないよ う、破棄する接続を選択します。 Max Pool Size Behavior を HardCap に設定した

場合、 作成される接続数は Max Pool Size に設定された値を超えません。 

重要 ： PsqlConnection オブジェク トの Close() または Dispose() メ ソ ッ ドを使用して接続を閉じる と、 その接続は

プールに追加されるか戻されます。 アプ リ ケーシ ョ ンで Close() メ ソ ッ ドを使用した場合、 接続文字列の設定は

Open() メ ソ ッ ドを呼び出す前の状態にとどま り ます。 Dispose メ ソ ッ ドを使用して接続を閉じた場合には、 接続

文字列の設定は消去され、 デフォルトの設定に戻されます。

プールからの接続の削除

接続プールから接続が削除されるのは、Load Balance Timeout 接続文字列オプシ ョ ンで決められた存続時間が過ぎ

た場合や、 接続文字列の一致する新しい接続がアプリ ケーシ ョ ンによって開始された （PsqlConnection.Open() が
呼び出された） 場合です。 

接続プールの接続をアプリ ケーシ ョ ンに返す前に、プール マネージャーはその接続がサーバー側で閉じられてい

るかど うかを確認します。 接続が有効でなくなっていれば、 プール マネージャーはその接続を破棄し、 プールか

ら別の入手可能で有効な接続を返します。

再使用するための接続プールから接続をどのよ うな順序で削除するかを、 Connection Pool Behavior 接続文字列オ

プシ ョ ンを用いて、 接続の使用頻度または使用時期を基に制御するこ とができます。 接続をバランスよ く使用す

るには、 LeastFrequentlyUsed 値または LeastRecentlyUsed 値を使用します。 あるいは、 毎回同じ接続を使用した方

がパフォーマンスが良くなるアプリ ケーシ ョ ンの場合は、 MostFrequentlyUsed 値または MostRecentlyUsed 値を使

用できます。 

Connection オブジェク トの ClearPool メ ソ ッ ドおよび ClearAllPools メ ソ ッ ドは、 接続プールからすべての接続を

削除します。 ClearPool は特定の接続に関連付けられている接続プールを空にします。対照的に、 ClearAllPools は
データ  プロバイダーによって使用されるすべての接続プールを空にします。 メ ソ ッ ド を呼び出すと きに使用中

だった接続は、 閉じる と きに破棄されます。

メモ ：デフォルトで、 無効な接続を破棄するこ とによって、 接続数が Min Pool Size 属性で指定した数よ り少なく

なった場合、 新しい接続はアプリ ケーシ ョ ンで必要になるまで作成されません。

プール内の停止接続の処理

アイ ドル状態の接続が、そのデータベースへの物理的接続を失った場合には何が起こるのでし ょ うか。たとえば、

データベース  サーバーが再起動された り、 ネッ ト ワークが一時的に中断される と します。 プール内の既存の

Connection オブジェク ト を使って接続しよ う とするアプリ ケーシ ョ ンは、 データベースへの物理的接続が失われ

ているため、 エラーを受け取る可能性があ り ます。

Control Center はこの状況をユーザーに意識させないで処理します。Connection.Open() では、データ  プロバイダー

は単に接続プールから接続を返すだけなので、 アプ リ ケーシ ョ ンはこのと き何のエラーも受け取り ません。 SQL
ステート メ ン ト を実行するために Connection オブジェク トが初めて使用されたと き （たとえば、 Command オブ

ジェク トの Execute メ ソ ッ ドを介して）、データ  プロバイダーはサーバーへの物理的接続が失われているこ とを検

出し、SQL ステート メン ト を実行する前にサーバーへの再接続を試みます。データ  プロバイダーがサーバーへ再

接続できた場合、 アプ リ ケーシ ョ ンには SQL の実行結果が返され、 エラーは何も返されません。 データ  プロバ

イダーはこのシームレスな再接続を試みる際、接続フェールオーバー オプシ ョ ンが有効になっていればそれを利
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用します。 プラ イマ リ  サーバーが使用できないと きはバッ クアップ サーバーへ接続するよ うデータ  プロバイ

ダーを構成する方法については、 「接続フェールオーバーの使用」 を参照して ください。

メモ ： データ  プロバイダーは、 SQL ステート メ ン トの実行時にデータベース  サーバーへの再接続を試みるこ と

ができるため、 ステート メン トが実行される と きに接続エラーをアプリ ケーシ ョ ンへ返すこ とができます。 デー

タ  プロバイダーがサーバーに再接続できない （たとえば、 サーバーがまだダウンしている） 場合、 実行メ ソ ッ ド

は再接続の試行が失敗したこ と と、 その接続が失敗した理由の詳細を知らせるエラーをスローします。

この接続プール内の停止接続を処理する技術には、接続プール メカニズムを超越して最高のパフォーマンスを得

られる という効果があ り ます。 一部のデータ  プロバイダーは、 接続がアイ ドル状態である間、 ダ ミーの SQL ス
テート メン ト を使って定期的にサーバーに ping を実行します。その他のデータ  プロバイダーは、アプ リ ケーシ ョ

ンから接続プール内の接続の使用を要求されたと きにサーバーに ping を実行します。 これらの手法はいずれも

データベース  サーバーへの往復を追加するため、結局のと ころ、 アプリ ケーシ ョ ンの通常の操作が発生している

間ずっと、 アプリ ケーシ ョ ンの速度が落ちます。

接続プールのパフォーマンスの追跡

データ  プロバイダーは、 このデータ  プロバイダーを使用するアプリ ケーシ ョ ンの調整およびデバッグが行える

PerfMon カウンターのセッ ト をインス トールします。 PerfMon カウンターの詳細については、 「PerfMon のサポー

ト 」 を参照して ください。
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ステート メン ト  キャッシングの使用

ステート メン ト  キャ ッシュは、プ リペアド  ステート メン トのグループまたは Command オブジェク トのインスタ

ンスで、 アプ リ ケーシ ョ ンによって再使用が可能です。 ステート メン ト  キャ ッシュを使用する とアプ リ ケーシ ョ

ンのパフォーマンスを向上させるこ とができます。 これは、 プリペアド  ステート メン トの動作が、 そのステート

メン トがアプリ ケーシ ョ ンの存続期間中に何度再使用されたと しても、1 度だけ実行されるためです。キャ ッシュ

内のステート メン トの有効性を分析するこ とができます （「接続統計情報によるパフォーマンスの分析」 を参照し

て ください）。

ステート メン ト  キャ ッシュは物理接続に属します。実行された後、プリペアド  ステート メン トはステート メン ト

キャ ッシュに置かれ、 接続が閉じられるまで保持されます。 

ステート メ ン ト  キャ ッシングは複数のデータ  ソース間で使用できるほか、 Data Access Application Block を含む

Microsoft Enterprise Library などの抽象化技術の下で使用できます。 

ステート メン ト  キャッシングの有効化

デフォルトで、 ステート メン ト  キャ ッシングは無効になっています。既存のアプリ ケーシ ョ ンのステート メン ト

キャ ッシングを有効にするには、Statement Cache Mode 接続文字列オプシ ョ ンを Auto に設定します。この場合は、

すべてのステート メン ト をステート メン ト  キャ ッシュに置く こ とができます。

キャ ッシュする と明示的にマークしたステート メン トのみをステート メン ト  キャ ッシュに置く よ うに、ステート

メン ト  キャ ッシングを設定するこ と もできます。 これを行うには、 そのステート メン トの Command オブジェク

ト の StatementCacheBehavior プロパテ ィ に Cache を設定し、 Statement Cache Mode 接続文字列オプシ ョ ンに

ExplicitOnly を設定します。 

表 2 はステート メン ト  キャ ッシング設定とその影響を要約したものです。 

ステート メン ト  キャッシング手法の選択

ステート メン ト  キャ ッシングを使用する と、アプリ ケーシ ョ ンの存続期間中にプリペアド  ステート メン ト を複数

回再使用するアプ リ ケーシ ョ ンはパフォーマンスが向上します。 ステー ト メ ン ト  キャ ッシュのサイズは Max
Statement Cache Size 接続文字列オプシ ョ ンに設定します。ステート メン ト  キャ ッシュのスペースが限られている

場合は、 1 度しか使用されないプリペアド  ステート メン ト をキャ ッシュしないでください。 

アプリ ケーシ ョ ンが使用する全プリペアド  ステート メン ト をキャ ッシュすれば、最高のパフォーマンスを提供で

きるよ うに思われます。 しかし、 この手法では、 接続プールを使ってステート メン ト  キャ ッシングを実装した場

合、 データベースのメモ リに負担をかける結果になり ます。 この場合、 プールされた接続はそれぞれステート メ

ン ト  キャ ッシュを持ち、アプリ ケーシ ョ ンが使用する全プリペアド  ステート メン ト を含むこ とにな り ます。これ

らのプールされたプリペアド  ステート メン トは、 すべてデータベースのメモ リにも保持されます。

表 2 ステート メン ト  キャッシュ動作の要約

動作 StatementCacheBehavior Statement Cache Mode

ステート メン ト を明示的にステート メン ト  キャ ッシュに追加

します。

Cache ExplicitOnly （デフォルト ）

ステー ト メ ン ト をステート メ ン ト  キャ ッシュに追加します。

必要に応じ、ステート メン トは、Cache とマーク されたステー

ト メン ト用の場所を空けるために削除されます。 

Implicit （デフォル ト ） Auto

ステート メン ト をステート メン ト  キャ ッシュから明確に除外

します。

DoNotCache Auto または ExplicitOnly
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接続フェールオーバーの使用

接続フェールオーバーによって、ハード ウェア障害やト ラフ ィ ッ クの過負荷などが原因でプライマ リ  データベー

ス  サーバーが利用できな く なった場合でも、 アプ リ ケーシ ョ ンは代替またはバッ クアップ データベース  サー

バーに接続するこ とができます。 接続フェールオーバーは、 重要な .NET アプリ ケーシ ョ ンが依存するデータを

常に使用可能な状態にします。

プライマ リ  サーバーが接続を受け入れない場合に接続を試行する代替データベースの リ ス ト を設定するこ とで、

データ  プロバイダーにおける接続フェールオーバー機能をカスタマイズするこ とができます。接続が成功するま

で、 あるいはすべての代替データベースへの接続を指定した回数試行するまで、 接続の試行が続けられます。

たとえば、 図 1 は複数のデータベース  サーバーを持つ環境を示しています。 データベース  サーバー A はプライ

マ リ  データベース  サーバー、 データベース  サーバー B は 1 番目の代替サーバー、 そしてデータベース  サーバー

C は 2 番目の代替サーバーと して設計されています。

図 1  接続フェールオーバー

まず、 アプリ ケーシ ョ ンはプライマ リ  データベースであるデータベース  サーバー A （1） に接続を試みます。 接

続フェールオーバー機能を有効にする と、アプリ ケーシ ョ ンがデータベース  サーバー A に接続できなかった場合

はデータベース  サーバー B （2） に接続を試みます。 その接続の試行も失敗した場合、 アプ リ ケーシ ョ ンはデー

タベース  サーバー C （3） に接続を試みます。

このシナリオで、 最低でもどれか 1 つのサーバーへは接続できる と思われますが、 接続にすべて失敗した場合、

データ  プロバイダーはプライマ リ  サーバーと各代替データベースに対し指定の回数分だけ接続を再試行させる

こ とができます。 接続の再試行 （Connection Retry Count） 機能を使用すれば、 試行回数を指定するこ とができま

す。 接続の試行間隔 （Connection Retry Delay） 機能を使用すれば、 接続の試行間隔を秒数で指定するこ と もでき

ます。 接続の再試行の詳細については、 「接続の再試行機能の使用」 を参照してください。

データ  プロバイダーは、 現在対象と している代替サーバーとの通信が確立できなかった場合にのみ、 次の代替

サーバーへフェールオーバーします。データ  プロバイダーがデータベースとの通信に成功したが、 ログイン情報

が正し くないなどの原因でそのデータベースが接続要求を拒否した場合、 データ  プロバイダーは例外を生成し、

代替サーバー リ ス ト内の次のデータベースへは接続を試行しません。これは、各代替サーバーがプライマ リ  サー

バーのミ ラーであ り、 認証パラ メーターや関連情報がすべて同じであるこ とが前提です。

接続フェールオーバーでは新しい接続のみを保護し、 ト ランザクシ ョ ンやクエリの状態は保持しません。 ご使用

のデータ  プロバイダーにおける接続フェールオーバーの設定の詳細については、「接続フェールオーバーの設定」

を参照して ください。
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クライアン ト  ロード  バランスの使用 

クライアン ト  ロード  バランスは接続フェールオーバーと共に動作してユーザーの環境で新しい接続を分散する

こ とで、接続要求に対応できないサーバーがないよ うにします。接続フェールオーバーと ク ライアン ト  ロード  バ
ランスがどちらも有効な場合、プライマ リ  データベースおよび代替データベースへ接続が試行される順序はラン

ダムです。 

たとえば、 図 2 で示すよ うにク ラ イアン ト  ロード  バランスが有効になっている と します。

図 2  クライアン ト  ロード  バランスの例

まず、 データベース  サーバー B への接続が試行されます （1）。 それからデータベース  サーバー C への接続が試

行され （2）、 続いてデータベース  サーバー A への接続が試行されます （3）。 その後、 これと同じ順序で接続が

試行されます。対照的に、 このシナリオでク ライアン ト  ロード  バランスが無効だった場合、各データベースへの

接続の試行はシーケンシャルな順序で行われます。 つま り、最初にプライマ リ  サーバーに試行したら、 その後は

代替サーバー リ ス ト内のエン ト リ順に基づいて代替サーバーに試行します。

ご使用のデータ  プロバイダーにおけるク ライアン ト と ロード  バランスの設定の詳細については、 「接続フェール

オーバーの設定」 を参照して ください。
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接続の再試行機能の使用

接続の再試行では、データ  プロバイダーが最初の接続の試行に失敗した後に、プライマ リ  サーバーおよび （設定

している場合） 代替サーバーへ接続を試行する回数を定義します。 接続の再試行は、 システム復旧の有力な方策

とな り ます。 たとえば、 停電などの電力障害によ り ク ライアン ト とサーバーの両方が動作しなくなってしま うシ

ナリオを考えてみまし ょ う。電力が復旧してすべてのコンピューターが再起動される際、サーバーが自身のスター

ト アップ ルーチンを完了する前にクライアン トがそのサーバーに接続しよ う とするかもしれません。接続の再試

行が有効な場合、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、サーバー側で接続が正し く受け入れられるよ うになるまで

接続を何度も試行し続けるこ とができます。

接続の再試行は、サーバーが 1 つしかない環境でも使用できますが、複数サーバーを持つ環境における接続フェー

ルオーバー シナリオの補完機能と しても使用できます。 

接続文字列オプシ ョ ンを使用する と、データ  プロバイダーが接続を試行する回数や接続の試行間隔を秒単位で指

定できます。接続の再試行に対する設定の詳細については、「接続フェールオーバーの設定」を参照してください。
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接続フェールオーバーの設定

接続フェールオーバーによって、ハード ウェア障害やト ラフ ィ ッ クの過負荷などが原因でプライマ リ  データベー

ス  サーバーが利用できな く なった場合でも、 アプ リ ケーシ ョ ンは代替またはバッ クアップ データベース  サー

バーに接続するこ とができます。 

接続フェールオーバーに関する詳細については、 「接続フェールオーバーの使用」 を参照してください。

接続フェールオーバーを別のサーバーに構成するには、プライマ リ  サーバーが接続を受け入れない場合に接続を

試行する代替データベース  サーバーのリ ス ト を指定する必要があ り ます。 これを行うには Alternate Servers 接続

文字列オプシ ョ ンを使用します。接続の確立に成功するまで、あるいはリ ス トにエン ト リ されるすべての代替デー

タベースへの接続を 1 回ずつ試行 （デフォルト ） するまで、 接続の試行が続けられます。 

任意で、 以下の接続フェールオーバー機能も指定するこ とができます。

 データ  プロバイダーが最初に接続を試行した後に、プライマ リ  サーバーおよび代替サーバーへ接続を試行す

る回数。デフォルトでは、データ  プロバイダーは接続を再試行しません。この機能を設定するには Connection

Retry Count 接続文字列オプシ ョ ンを使用します。

 プライマ リ  サーバーと代替サーバーへの接続の試行間隔 （秒数）。 デフォルトの間隔は 3 秒です。 この機能

を設定するには Connection Retry Delay 接続文字列オプシ ョ ンを使用します。

 データ  プロバイダーがプライマ リ  サーバーおよび代替サーバーへの接続を試行する際、 ロード  バランスを

使用するかど うか。ロード  バランスが有効な場合、データ  プロバイダーは接続の試行順序のパターンをシー

ケンシャルではなく ランダムにします。 デフォルトでは、 ロード  バランスは使用されません。 この機能を設

定するには Load Balancing 接続文字列オプシ ョ ンを使用します。

接続文字列を使用して、 データ  プロバイダーに対し接続フェールオーバーを使用するよ う指示します。 「接続文

字列の使用」 を参照してください。

次の C# コードには、データ  プロバイダーで接続フェールオーバー機能と、 その接続オプシ ョ ンであるロード  バ
ランス、 接続の再試行、 および接続の再試行の間隔をすべて使用するよ うに設定する接続文字列が含まれていま

す。

Conn = new PsqlConnection Conn = new PsqlConnection();
Conn = new PsqlConnection("Host=myServer;User ID=test;Password=secret;

Server DSN=SERVERDEMO;Alternate Servers="Host=AcctServer, Host=AcctServer2";
Connection Retry Count=4;Connection Retry Delay=5;Load Balancing=true;
Connection Timeout=60")

具体的に説明する と、 この接続文字列の設定は、データ  プロバイダーで 2 つの代替サーバーを接続フェールオー

バー サーバーと して使用するこ と、最初の接続の試行に失敗した場合はさ らに 4 回接続を再試行するこ と、試行

間隔は 5 秒間と し、プライマ リ  サーバーと代替サーバーへの接続の試行順序はランダムとするこ とを示していま

す。接続の試行は 1 回当り  60 秒間持続し、試行する順序は最初に行ったランダム順序がそのまま最後まで使用さ

れます。
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セキュリテ ィの設定

データ  プロバイダーは、 接続での暗号化されたネッ ト ワーク通信 （ワイヤ暗号化と も呼ばれます） をサポート し

ます。 デフォルトでは、 データ  プロバイダーはサーバーの設定を反映します。 暗号化設定の詳細については、 表

35 を参照してください。

データ  プロバイダーで許可される暗号化のレベルは、使用される暗号化モジュールによって異なり ます。デフォ

ルトの暗号化モジュールでは、 データ  プロバイダーは 40 ビッ ト 、 56 ビッ ト 、 および 128 ビッ ト暗号化をサポー

ト しています。

データ暗号化は、データの暗号化と復号で必要となる追加オーバーヘッ ド （主に CPU 使用） のため、パフォーマ

ンスに悪影響を与えるこ とがあ り ます。

暗号化に加え、 Control Center は .NET Framework で定義されるセキュ リティ権限を通してセキュ リ ティを実装し

ます。

コードへのアクセス権限

データ  プロバイダーを ロード して実行するためには、 FullTrust 権限を設定する必要があ り ます。 これは、

System.Data のク ラスが FullTrust 権限を継承しなければならないためです。これらのク ラスは、すべての ADO.NET
データ  プロバイダーで DataAdapter を実装するために必要です。

セキュリテ ィの属性

データ  プロバイダーには AllowPartiallyTrustedCallers 属性がマーク されています。
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Zen Bulk Load の使用 

Zen Bulk Load は、 すべてのバルク  ロードの要求に対して 1 か所ですべてを行えるワンス ト ップ手法を提供しま

す。 これは、 Zen およびこのバルク  ロード機能をサポートするすべての DataDirect Connect 製品にバルク  ロード

操作を行う上で単純かつ一貫性があ り ます。つま り、標準ベースの API バルク  インターフェイスを使用してバル

ク  ロード  アプリ ケーシ ョ ンを記述し、 それから、 その仕事を実行するためにすぐにデータベースのデータ  プロ

バイダーまたはド ライバーをプラグインするこ とができます。 

データを Zen、 Oracle、 DB2、 および Sybase にロードする必要がある と します。 これまでは、 バルク  ロード操作

のためにデータベース  ベンダー製のツールを使用するか、 独自のツールを作成する必要があ り ました。 今では、

Zen Bulk Load に組み込まれた相互運用性によ り、 作業は非常に簡単になり ました。 も う  1 つの利点は、 Zen Bulk
Load は 100% マネージ コードを使用するため、ほかのベンダー製の基盤となるユーティ リ ティやライブラ リ を必

要と しないこ とです。 

異なるデータ  ス ト ア間でのバルク  ロード操作は、 クエ リの結果をカンマ区切り値 （CSV） 形式ファイルであるバ

ルク  ロード  データ  ファ イルに残すこ とによって完成されます。 このファイルは、 Control Center と、 バルク  ロー

ドをサポートする  DataDirect Connect for Zen ADO.NET データ  プロバイダー間で使用できます。 さ らに、 バルク

ロード  データ  ファ イルは、DataDirect Connect 製品やバルク  ロード機能をサポートするデータ  プロバイダーで使

用できます。 たとえば、 Zen データ  プロバイダーで生成された CSV ファ イルは、バルク  ロード対応の DataDirect
Connect for ODBC ド ラ イバーで使用できます。

Zen Bulk Load で使用するシナリオ

Control Center で Zen Bulk Load を使用する方法は 2 つあり ます。

 新しい Zen バージ ョ ンにアップグレード し、 図 3 に示すよ うに、 古い Zen データ  ソースから新しいデータ

ソースへデータをコピーします。

図 3  2 つのデータ  ソース間での Zen Bulk Load の使用

 データベースからデータをエクスポート し、 その結果を Zen データベースに移行します。 図 4 は、 データを

Zen ADO.NET データベース  サーバーにコピーする  ODBC 環境を示しています。

図 4  ODBC から  ADO.NET へのデータのコピー
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この図で、 ODBC アプリ ケーシ ョ ンは CSV ファ イルへデータをエクスポートするコードを含み、 ADO.NET アプ

リ ケーシ ョ ンは CSV ファ イルを指定して開く コードを含みます。 Control Center および DataDirect ODBC ド ラ イ

バーは一貫した形式を使用するため、 これらの標準インターフェイスを介して相互運用性がサポート されます。

Zen Common Assembly

ADO.NET 用の Zen BulkLoad の実装は、 事実上の業界標準である  Microsoft SqlBulkCopy ク ラスの定義を使用し、

強力な組み込み機能を追加してバルク操作の信頼性をよ り高めるため、 柔軟性に加えて相互運用性も高めます。 

データ  プロバイダーには、 Zen Bulk Load をサポートするためのプロバイダー固有のク ラスが含まれます。 詳細

については、 「データ  プロバイダー固有のクラス」 を参照してください。 共通プログラ ミ ング モデルを使用する

場合は、 Zen Common Assembly のク ラスを使用できます （「Zen Common Assembly」 を参照してください）。

Pervasive.Data.Common アセンブ リ には、 バルク  データ形式間の機能を提供する  CsvDataReader および

CsvDataWriter などの Zen Bulk Load に対応したク ラスが含まれています。

共通アセンブリは、共通プログラ ミ ング モデルを使用するバルク  ロード  ク ラスのサポート機能も拡張します。つ

ま り、 SqlBulkCopy パターンが新しい DbBulkCopy 階層で使用できるよ うになり ました。 

データ  プロバイダーの将来のバージ ョ ンには、共通プログラ ミ ング モデル技術を拡張するほかの機能が含められ

ます。 Pervasive.Data.Common アセンブリが対応しているク ラスの詳細については、 「Zen Common Assembly」 を参

照して ください。

バルク  ロード  データ  ファイル

異なるデータ  ス ト ア間でのクエ リの結果は、 カンマ区切り値 （CSV） 形式ファイルであるバルク  ロード  データ

ファイルに保存されます。 BulkFile プロパティで定義されるファ イル名は、 バルク  データの読み書きに使用され

ます。 ファ イル名に拡張子が含まれない場合は、 ".CSV" と見なされます。

例

Zen ソース  テーブルの GBMAXTABLE には 4 つの列が含まれています。 次の C# コード例は、 CsvDataWriter に
よ って作成される  GBMAXTABLE.csv および GBMAXTABLE.xml への書き出し を行います。 この例では、

DbDataReader ク ラスを使用しているこ とに注目してください。 

cmd.CommandText = "SELECT * FROM GBMAXTABLE ORDER BY INTEGERCOL";
DbDataReader reader = cmd.ExecuteReader();
CsvDataWriter csvWriter = new CsvDataWriter();
csvWriter.WriteToFile("\\NC1\net\Zen\GBMAXTABLE\GBMAXTABLE.csv", reader);

バルク  ロード  データ  ファ イルの GBMAXTABLE.csv には、 次のよ うなクエ リの結果が含まれます。

1,0x6263,"bc","bc"
2,0x636465,"cde","cde"
3,0x64656667,"defg","defg"
4,0x6566676869,"efghi","efghi"
5,0x666768696a6b,"fghijk","fghijk"
6,0x6768696a6b6c6d,"ghijklm","ghijklm"
7,0x68696a6b6c6d6e6f,"hijklmno","hijklmno"
8,0x696a6b6c6d6e6f7071,"ijklmnopq","ijklmnopq"
9,0x6a6b6c6d6e6f70717273,"jklmnopqrs","jklmnopqrs"
10,0x6b,"k","k"

GBMAXTABLE.xml ファ イルは、 このバルク  ロード  データ  ファ イルの形式を指定するバルク  ロードの設定ファ

イルです。 これについて次のセクシ ョ ンで説明します。

バルク  ロード構成ファイル

バルク  ロード構成ファ イルは、 CsvDataWriter.WriteToFile メ ソ ッ ドが呼び出されたと きに作成されます （詳細に

ついては 「CsvDataWriter」 を参照してください）。 
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バルク  ロード構成ファイルは、 バルク  ロード  データ  ファ イル内の列の名前とデータ型を定義します。 これらの

名前とデータ型は、 データのエクスポート元のテーブルや結果セッ ト と同様に定義します。 

バルク  データ  ファ イルが作成できなかったり  XML 構成ファイルに記述されているスキーマに準拠していない場

合は、 例外がスローされます。 XML スキーマ定義の使用法については、 「バルク  データ構成ファ イル用の XML
スキーマ定義」 を参照して ください。

構成ファ イルを持たないバルク  ロード  データ  ファ イルが読み込まれた場合は、 以下のデフォルトが想定されま

す。

 すべてのデータは文字データ と して読み取られます。 カンマの間にある値は、 それぞれ文字データ と して読

み取られます。

 デフォルトの文字セッ トは、 バルク  ロード  CSV ファ イルが現在読み取られているプラ ッ ト フォームの文字

セッ トです。 詳細については、 「文字セッ トの変換」 を参照して ください。 

バルク  ロード設定ファイルは、バルク  データ  ファ イルについて記述されており、基となる  XML スキーマによっ

てサポート されます。

例

前のセクシ ョ ンで示したバルク  ロード  データ  ファ イルは、バルク  ロード構成ファイルの GBMAXTABLE.xml で
定義されています。 このファイルには、 テーブル内の 4 つの列のそれぞれについてデータ型とその他の情報が記

述されています。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<table codepage="UTF-16LE" xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://

www.datadirect.com/ns/bulk/BulkData.xsd" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/
XMLSchema-instance">

 <row>
 <column datatype="DECIMAL" precision="38" scale="0" nullable=

 "false">INTEGERCOL</column>
 <column datatype="VARBINARY" length="10" nullable=

 "true">VARBINCOL</column>
 <column datatype="VARCHAR" length="10" sourcecodepage="Windows-1252"

 externalfilecodepage="Windows-1252" nullable="true">VCHARCOL</column>
 <column datatype="VARCHAR" length="10" sourcecodepage="Windows-1252"

 externalfilecodepage="Windows-1252" nullable="true">UNIVCHARCOL</column>
 </row>

</table>

バルク  ロード  プロ ト コルの決定

バルク操作は、専用のバルク  プロ ト コルを使用して実行できます。つま り、データ  プロバイダーは基となるデー

タベースのプロ ト コルを使用します。場合によっては、専用のバルク  プロ ト コルが使用できない場合があ り ます。

たとえば、 ロード しよ う とするデータが、 専用のバルク  プロ ト コルが対応していないデータ型の場合です。 その

場合、データ  プロバイダーは配列バインドなどの非バルク手法を自動的に使用してバルク操作を実行し、最適な

アプリ ケーシ ョ ン稼働時間を継続します。

文字セッ トの変換

時には、 異なる文字セッ ト を使用するデータベース間でデータをバルク  ロードする必要があ り ます。 

Control Center では、 デフォルトのソース文字データ、 つま り  CsvDataReader からの出力および CsvDataWriter へ
の入力は Unicode （UTF-16） 形式です。 ソース文字データは、 常に CSV ファ イルのコード  ページに変換されま

す。 しきい値を超えてデータが外部のオーバーフロー ファ イルに書き出された場合、 ソース文字データはバルク

構成 XML スキーマで定義されている  externalfilecodepage 属性で指定されたコード  ページに変換されます（「バル

ク  データ構成ファイル用の XML スキーマ定義」 を参照してください）。構成ファイルで externalfilecodepage の値

が定義されていない場合は CSV ファ イルのコード  ページが使用されます。
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不要な変換処理を行わないためには、 CSV および外部ファイルの文字データを Unicode （UTF-16） にするのが最

良の方法です。以下のいずれかの状況では、 アプリ ケーシ ョ ンにデータを別のコード  ページで保存させたい場合

があ り ます。 

 データが ADO.NET で書き出され ODBC で読み取られる。 この場合、 読み取り （および関連する文字変換）

は ODBC によって行われます。 文字データが既に正しいコード  ページである場合、 文字変換は不要です。 

 空白が考慮の対象となる。文字データがよ り コンパク トに表されるかど うかは、 コード  ページによって異な

り ます。 たとえば、 ASCII データは 1 文字が 1 バイ トで、 UTF-16 は 1 文字が 2 バイ トです。

構成ファ イルでは、 任意で文字型の列ごとに 2 番目のコード  ページを定義するこ とができます。 文字データが

CharacterThreshold プロパティで定義した値を超え、別個のファイルに格納される場合（「外部オーバーフロー ファ

イル」 を参照して ください）、 この値はそのファイルのコード  ページを定義します。 

この値を省略した り ソース列で定義されたコード  ページが不明の場合は、 CSV ファ イルに定義されたコード

ページが使用されます。 

外部オーバーフロー ファイル

CsvDataWriter オブジェ ク ト の BinaryThreshold または CharacterThreshold プロパテ ィの値がしきい値を超えた場

合、 別のファイルが生成されてバイナリ または文字データを格納します。 これらのオーバーフロー ファ イルは、

バルク  データ  ファ イルと同じディ レク ト リにあ り ます。

オーバーフロー ファ イルに文字データが含まれる場合、 ファ イルの文字セッ トは CSV バルク構成ファ イルで指

定された文字セッ トが決定します。

ファ イル名には CSV ファ イル名と拡張子 ".lob" が含まれます （たとえば、 CSV_filename_nnnnnn.lob）。 これらの

ファイルは CSV ファ イルと同じ場所に存在します。 _000001.lob から開始して 1 ずつ大き くな り ます。

バルク  コピー操作と ト ランザクシ ョ ン

デフォルトで、バルク  コピー操作はト ランザクシ ョ ンの一部ではなく分離した操作と して実行されます。つま り、

エラーが発生しても操作をロール バッ クするチャンスはないという こ とです。 

Zen では、 既存のト ランザクシ ョ ン内でバルク  コピー操作を行う こ とができます。 複数の手順で存在する ト ラン

ザクシ ョ ンの一部と してバルク  コピー操作を定義するこ とができます。この手法を使う と、複数のバルク  コピー

操作を同じ ト ランザクシ ョ ン内で実行し、 ト ランザクシ ョ ン全体をコ ミ ッ ト またはロール バッ クするこ とができ

ます。

エラー発生時にバルク  コピー操作のすべてまたは一部をロール バッ クする方法については、 Microsoft のオンラ

イン ヘルプで " ト ランザクシ ョ ンとバルク  コピー操作 （ADO.NET） " を参照してください。
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診断機能の使用

.NET Framework では、 プログラムを再コンパイルする こ とな くエン ド  ユーザーが問題を特定するのに役立つ

Trace ク ラスを提供します。

Control Center はさ らに以下の診断機能を実現します。

 メ ソ ッ ド呼び出しの ト レース機能 

 アプリ ケーシ ョ ンの接続情報の監視を可能にする、 パフォーマンス  モニターのフッ ク

メ ソ ッ ド呼び出しのト レース

ト レース機能は、 環境変数または PsqlTrace ク ラスを使って有効にできます。 データ  プロバイダーは、 パブリ ッ

ク  メ ソ ッ ドの全呼び出しの入力引数と、 そのメ ソ ッ ドの出力および戻り値 （ユーザーが呼び出したものすべて）

を ト レースします。 各呼び出しには、 メ ソ ッ ドの開始 （ENTER） と終了 （EXIT） のエン ト リがあ り ます。 

デバッグ中、 機密事項のデータがプライベート変数または内部変数と して格納され、 アクセスが同じアセンブリ

に制限されたと しても、 そのデータを読み取るこ とができます。 セキュ リ ティを維持するために、 ト レース  ログ

はパスワードを 5 つのアスタ リ スク （*****） で示します。 

環境変数の使用

環境変数を使用して ト レースを有効にする という こ とは、 アプリ ケーシ ョ ンを変更しなくてもよいという こ とで

す。 ただし、 環境変数の値を変更したら、 その新しい値を有効にするにはアプリ ケーシ ョ ンの再起動が必要にな

り ます。 

表 3 では、 ト レースを有効にしたり制御したりするための環境変数について説明します。 

注記 

 PVSW_NET_Enable_Trace = 1 に設定する と、 ト レース処理が開始されます。 そのため、 ト レースを有効にす

る前に、 ト レース  ファ イルのプロパティ値を定義しておく必要があ り ます。いったん ト レース処理が開始さ

れたら、 ほかの環境変数の値を変更するこ とはできません。 

 接続文字列オプシ ョ ンでも環境変数でも ト レース  ファ イルが指定されていないのに ト レースを有効にする

と、 データ  プロバイダーは PVSW_NETTrace.txt とい う名前のファイルに結果を保存します。

静的メソッ ドの使用

ユーザーによっては、 ト レースを有効にするのに、 データ  プロバイダーの Trace ク ラスの静的メ ソ ッ ドを使用す

る方が便利だと思われるかもしれません。 以下の C# コードでは、 .NET Trace オブジェク トの静的メ ソ ッ ドを使

用して、 ト レース  ファ イルの名前を MyTrace.txt とする  PsqlTrace ク ラスを作成します。 この値は環境変数で設定

した値よ り も優先されます。 これ以降、 データ  プロバイダーへの呼び出しはすべて MyTrace.txt へト レースされ

ます。

PsqlTrace.TraceFile="C:\\MyTrace.txt";

表 3 環境変数

環境変数 説明

PVSW_NET_Enable_Trace 1 以上に設定する と、 ト レースが有効になり ます。 0 （デフォル ト ） に設定する と、 ト レー

スは無効になり ます。

PVSW_NET_Recreate_Trace 1 に設定する と、アプ リ ケーシ ョ ンを開始するたびに ト レース  ファ イルが再作成されます。

0 （デフォルト値） に設定する と、 ト レース  ファ イルに追加されます。 

PVSW_NET_Trace_File ト レース  ファ イルのパス と名前を指定します。 
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PsqlTrace.RecreateTrace = 1;
PsqlTrace.EnableTrace = 1;

ト レースは次のよ うな形式で出力されます。

<Correlation#> <Timestamp> <CurrentThreadName>  
 <Object Address> <ObjectName.MethodName> ENTER ( または EXIT)

 Argument #1 : <Argument#1 Value>
 Argument #2 : <Argument#2 Value>
 ...
 RETURN:  <Method ReturnValue> // EXIT の場合のみ

各項目の説明は次のとおりです。

Correlation# は重複のない番号で、 これによって、 アプリ ケーシ ョ ン内の同じ メ ソ ッ ド呼び出しの ENTER エン ト

リ と  EXIT エン ト リ を符合させます。

Value は、 個々の関数呼び出しに固有のオブジェク トのハッシュ  コードです。

デバッグ中、 機密事項のデータがプライベート変数または内部変数と して格納され、 アクセスが同じアセンブリ

に制限されたと しても、 そのデータを読み取るこ とができます。 セキュ リ ティを維持するために、 ト レース  ログ

はパスワードを 5 つのアスタ リ スク （*****） で示します。 

PerfMon のサポート

パフォーマンス  モニター （PerfMon） や VS パフォーマンス  モニター （VSPerfMon） ユーティ リ ティ を使用する

と、アプリ ケーシ ョ ンのパラ メーターを記録し、その結果をレポートやグラフにして見るこ とができます。 また、

パフォーマンス  モニターではアプリ ケーシ ョ ンの CLR （共通言語ランタイム） 例外の回数や頻度を確認するこ と

もできます。加えて、使用中の接続数や接続プール数を分析して、ネッ ト ワークの負荷を調整するこ とができます。

データ  プロバイダーは、 このデータ  プロバイダーを使用するアプリ ケーシ ョ ンの調整およびデバッグが行える

PerfMon カウンターのセッ ト をインス トールします。 カウンターは、 パフォーマンス  モニターの ［Zen ADO.NET
Data Provider］ とい う カテゴ リ名の下に置かれます。 

表 4 では、 アプリ ケーシ ョ ンの接続を調整するために使用できる各種 PerfMon カウンターについて説明します。

PerfMon とパフォーマンス  カウンターの使用法の詳細については、Microsoft ドキュ メン ト  ライブラ リ を参照して

ください。

表 4 PerfMon カウンター

カウンター 説明

Current # of Connection Pools プロセスに関連付けられている現在のプール数。

Current # of Pooled and Non-Pooled Connections プールされている接続とプールされていない接続の現在の数。

Current # of Pooled Connections プロセスに関連付けられているすべてのプールにある現在の接続数。

Peak # of Pooled Connections プロセスの開始後、 すべての接続プールにおいてカウン ト された最大の

接続数。

Total # of Failed Commands プロセスの開始後、 何らかの理由でエラーになったコマン ドの実行総

数。

Total # of Failed Connects プロセスの開始後、 何らかの理由でエラーになった接続を開くために試

行した合計回数。
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接続統計情報によるパフォーマンスの分析

.NET Framework 2.0 以上では実行時の統計をサポー ト しており、 統計情報は接続単位で収集されます。 Control
Center は、幅広い種類の実行時の統計情報項目をサポート しています。 これらの統計情報項目が提供する情報は、

以下に役立ちます。

 アプリ ケーシ ョ ン パフォーマンスの自動分析 

 アプリ ケーシ ョ ン パフォーマンスの傾向の特定

 接続での問題の検出および通知の送信 

 データ接続での問題修正の優先順位決定

統計情報項目の計測がパフォーマンスに与える影響はわずかです。 最良の結果を得るためには、 ネッ ト ワーク分

析またはアプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンス作用分析時にのみ統計情報の収集を有効にするこ とを考慮してくだ

さい。

統計情報収集は、すべての Connection オブジェク トで、それらが使用可能である限り有効にできます。たとえば、

アプリ ケーシ ョ ンで、 ビジネス分析の実行に関連する複雑な ト ランザクシ ョ ンのセッ ト を開始する前に統計情報

を有効にし、 タスクの完了時に統計情報を無効にするよ うに定義できます。データ  プロバイダーがサーバーに対

して待機させられた時間および返された行数をタスクの完了直後に取得できますし、 後から取得するこ と もでき

ます。 アプリ ケーシ ョ ンはタスクの最後で統計情報を無効にするため、 統計情報項目は関心のある期間だけ計測

されます。 

統計情報項目は、 機能上 4 つのカテゴ リに分類されます。

 ネッ ト ワーク  レイヤ項目は、送受信されるバイ ト数およびパケッ ト数、データ  プロバイダーがサーバーの応

答を待った時間などのネッ ト ワーク動作に関連する値を取得します。

 集計項目は、 サーバーとのやり と り ごとに送受信されたバイ ト数などの計算値を返します。

 行処理の統計情報項目は、 アプリ ケーシ ョ ンが読み取らなかった行の処理に必要な時間と リ ソースに関する

情報を提供します。 

 ステート メン ト  キャ ッシュの統計情報項目は、ステート メン ト  キャ ッシュ内でのステート メン トの動作を説

明する値を返します （ステート メン ト  キャ ッシュの使用法については、 「ステート メン ト  キャ ッシングの使

用」 を参照して ください）。

統計情報項目の有効化と取得

Connection オブジェク ト を作成する と、 StatisticsEnabled プロパティを使用して統計情報の収集を有効にするこ と

ができます。データ  プロバイダーは、接続が開かれる と統計情報項目のカウン ト を開始し、 ResetStatistics が呼び

出されるまで継続します。接続を閉じた後 ResetStatistics を呼び出さずに再度開く と、統計情報項目のカウン トは

接続が閉じられた時点から継続されます。

RetrieveStatistics メ ソ ッ ドを呼び出すと、1 つまたは複数の統計情報項目のカウン ト を取得します。返される値は、

RetrieveStatistics メ ソ ッ ドが呼び出された時点での " 適切な時期のスナップシ ョ ッ ト " とな り ます。

統計情報収集および取得の範囲を定義できます。 次の C# コード例では、 統計情報項目はタスク  A 作業のみを測

定し、 タスク  B 作業の処理後に回収されます。

connection.StatisticsEnabled = true;
 // タスク A 作業を行います

connection.StatisticsEnabled = false;
 // タスク B 作業を行います

IDictionary currentStatistics = connection.RetrieveStatistics();

すべての統計情報項目を表示するには、 次の C# コード例のよ うなコードを使用するこ とができます。

foreach (DictionaryEntry entry in currentStatistics) {
 Console.WriteLine(entry.Key.ToString() + ": " + entry.Value.ToString());

}
Console.WriteLine();
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SocketReads および SocketWrites 統計情報項目のみを表示するには、 次の C# コード例のよ うなコードを使用でき

ます。

foreach (DictionaryEntry entry in currentStatistics) {
 Console.WriteLine("SocketReads = {0}",

 currentStatistics["SocketReads"]);
 Console.WriteLine("SocketWrites = {0}",

 currentStatistics["SocketWrites"]);
}

Console.WriteLine();

Zen ADO.NET Entity Framework ユーザーへの注記 ： PsqlConnection の統計情報用のメ ソ ッ ドおよびプロパティ

は、 Zen ADO.NET Entity Framework レイヤーでは利用できません。 代わりに、 データ  プロバイダーは 「擬似」 ス

ト アド  プロシージャを介して同様の機能を公開します。 詳細については、 「ADO.NET Entity Framework でのス ト

アド  プロシージャの使用」 を参照してください。
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4ADO.NET データ  プロバイダー

Zen ADO.NET データ  プロバイダーは、 .NET 対応アプリ ケーシ ョ ンやアプリ ケーシ ョ ン サーバーにデータ  アク

セスを提供します。Zen ADO.NET データ  プロバイダーによ り、インターネッ ト またはイン ト ラネッ ト経由でデー

タ  ス ト アにポイン ト  ツー ポイン ト  アクセスおよび n 層アクセスするこ とが可能になり ます。Zen ADO.NET デー

タ  プロバイダーは .NET 環境向けに最適化されているため、 これを使用するこ とによ り、 .NET 技術が組み込ま

れ、 既存のシステムの機能とパフォーマンスを向上させるこ とができます。

以下の ト ピッ クでは、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーに関連する機能について説明します。

 「Zen ADO.NET データ  プロバイダーについて」

 「Zen ADO.NET データ  プロバイダーでの接続文字列の使用」

 「パフォーマンスに関する考慮点」

 「データ型」

 「パラ メーター配列」

メ モ ： Zen ADO.NET Entity Framework でのデータ  プロバイ ダーの使用法については、 「Zen ADO.NET Entity
Framework データ  プロバイダー」 を参照して ください。
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Zen ADO.NET データ  プロバイダーについて

Zen ADO.NET データ  プロバイダーはマネージ コードのみで構築されています。 つま り、 完全に共通言語ランタ

イム （CLR） の内部で、 実行およびデータベースへの接続が行えます。 

ク ラ イアン ト  ライブラ リや COM コンポーネン ト などネイティブ オペレーティング システムで実行するコード

はアンマネージ コード と言います。 マネージ コード とアンマネージ コードは 1 つのアプリ ケーシ ョ ン内に混在

させるこ とができます。 ただし、 アンマネージ コードは共通言語ランタイムの外部にまで影響が及ぶため、現実

的には複雑になり、パフォーマンスも低下します。また、セキュ リ ティの危険にさらすこ とにもな りかねません。 

名前空間

Zen ADO.NET データ  プロバイダーの名前空間は、 Pervasive.Data.SqlClient です。 Zen データベースに接続する と

きに、 Pervasive.Data.SqlClient 名前空間で PsqlConnection オブジェク ト と  PsqlCommand オブジェク ト を使用しま

す。

次のコードは、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーの名前空間をアプリ ケーシ ョ ンに組み込む方法を示していま

す。

C#

// Zen へアクセスします
using System.Data;
using System.Data.Common;
using Pervasive.Data.SqlClient;

Visual Basic

' Zen へアクセスします
Imports System.Data
Imports System.Data.Common
Imports Pervasive.Data.SqlClient

アセンブリ名

Zen ADO.NET データ  プロバイダー用の厳密な名前のアセンブ リは、 インス トール時にグローバル アセンブ リ

キャ ッシュ （GAC） に配置されます。 アセンブ リ名は Pervasive.Data.SqlClient.dll です。   

Pervasive.Data.Common アセンブリには、 バルク  ロードのサポート などの機能が含まれます。
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Zen ADO.NET データ  プロバイダーでの接続文字列の使用

接続の動作は、 接続文字列や PsqlConnection オブジェク トのプロパティを使って定義するこ とができます。 しか

し、 接続文字列内の値の設定を接続プロパティによって変更するこ とはできません。

接続文字列の基本形式は、セ ミ コロンで区切られた一連の 「キーワード / 値」 のペアを含んでいます。次に、デー

タ  プロバイダー用の単純な接続文字列のキーワード と値の例を示します。

"Server DSN=SERVERDEMO;Host=localhost"

接続文字列を指定する際のガイ ド ラインは、 「接続文字列の使用」 を参照して ください。

サポート される接続文字列オプシ ョ ンの説明については、 表 35 を参照してください。

接続文字列の構築

PsqlConnectionStringBuilder プロパティの名前は、 接続文字列オプシ ョ ンの名前と同じです。 ただし、 接続文字列

オプシ ョ ンの名前は、 語と語の間に必要なスペースを入れて、 複数の語で構成するこ とができます。 たとえば、

Min Pool Size 接続文字列オプシ ョ ンは MinPoolSize プロパティに相当します。表 35 では、接続文字列オプシ ョ ン

を挙げ、 各プロパティについて説明します。 

接続文字列オプシ ョ ンは次のよ うな形式です。

オプシ ョ ン名 =値

接続文字列オプシ ョ ン値の各ペアはセ ミ コロンで区切り ます。 次に、 Zen ADO.NET データ  プロバイダー用の単

純な接続文字列のキーワード と値の例を示します。

"Server DSN=SERVERDEMO;Host=localhost"
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パフォーマンスに関する考慮点

アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスは、 接続文字列オプシ ョ ン、 および、 いくつかのデータ  プロバイダー オブ

ジェク トのプロパティに設定された値の影響を受けます。 

パフォーマンスに影響を与える接続文字列オプシ ョ ン

Encrypt ： データ暗号化は、 データの暗号化と復号で必要となる追加オーバーヘッ ド （主に CPU 使用） のため、

パフォーマンスに悪影響を与えるこ とがあ り ます。

Max Statement Cache Size ： アプ リ ケーシ ョ ンが使用する全プリペアド  ステート メン ト をキャ ッシュすれば、最

高のパフォーマンスを提供できるよ うに思われます。 しかし、 この手法では、 接続プールを使ってステート メン

ト  キャ ッシングを実装した場合、 データベース  サーバーのメモ リに負担をかける結果にな り ます。 この場合、

プールされた接続はそれぞれステート メン ト  キャ ッシュを持ち、 アプ リ ケーシ ョ ンが使用する全プ リペアド  ス
テート メン ト を含むこ とにな り ます。キャ ッシュされたプリペアド  ステート メン トは、すべてデータベース  サー

バーのメモ リにも保持されます。

Pooling ： データ  プロバイダーが接続プールを使用できるよ うにしている場合、 パフォーマンスに影響する以下

の追加オプシ ョ ンを定義できます。

 Load Balance Timeout ：接続をプールに保持する時間を定義できます。 プール マネージャーは、 接続がプー

ルに返されたと きに接続の作成時間をチェッ ク します。作成時間を現在の時間と比較し、時間の間隔が Load

Balance Timeout オプシ ョ ンの値を超えていたら、 接続を破棄します。 Min Pool Size オプシ ョ ンの指定によっ

て、 一部の接続でこの値を無視させるこ とができます。

 Connection Reset ： 再利用される接続を初期設定に戻すと、 その接続はサーバーに対して余分なコマンドを

発行する必要が生じるため、 パフォーマンスに悪影響を与えます。

 Max Pool Size：プールに格納できる接続数の最大値の設定が低すぎる と、接続が使用可能になるまでの時間

が延期されます。 最大値の設定が高すぎる と、 リ ソースを無駄に消費します。

 Min Pool Size ： 接続プールは、 一意な接続文字列を使って最初にデータベースへ接続したと きに作成されま

す。 Min Pool Size が指定されている場合、 プールには最小数の接続が格納されます。 接続プール内の一部の

接続が Load Balance Timeout 値を超えたと しても、 接続プールにはこの最小数の接続が保持されます。

Schema Options ： ある種のデータベース  メ タデータを返すこ とは、 パフォーマンスに影響を与えます。 アプ リ

ケーシ ョ ンのパフォーマンスを最適化するため、データ  プロバイダーは、パフォーマンスに悪影響を与えるプロ

シージャ定義やビュー定義などのデータベース  メ タデータを返さないよ うにします。アプリ ケーシ ョ ンがこれら

のデータベース  メ タデータを必要とする場合は、 明確にそれを返すよ う要求する必要があ り ます。

複数の種類の除外されたメ タデータを返すには、名前をカンマ区切り リ ス トで指定するか、返したい列コレクシ ョ

ンの 16 進値の合計を指定します。たとえば、プロシージャ定義とビュー定義を返すには以下のいずれかを指定し

ます。

 Schema Option=ShowProcedureDefinitions, ShowViewDefinitions

 Schema Options=0x60

Statement Cache Mode ： ほとんどの場合、 ステート メン ト  キャ ッシングを有効にする とパフォーマンスが向上

します。プ リペアド  ステート メン ト （コマンド  インスタンス） のキャ ッシングを有効にするには、 このオプシ ョ

ンを Auto に設定します。 アプ リ ケーシ ョ ンが、 暗黙的にステート メン ト  キャ ッシュに含める とマーク されたプ

リペアド  ステート メン ト を持つ場合は、 この設定を使用します。 または、暗黙的に含めるステート メン トがいく

つかあ り、 その他は明示的に含める場合、 この設定を使用します。 ステート メン ト  キャ ッシュに Cache とマーク

されたプリペアド  ステート メ ン トのみを含めたい場合は、 1） Command オブジェク トの StatementCacheBehavior
プロパティに Cache を設定し、 2） このオプシ ョ ンに ExplicitOnly を設定します。

パフォーマンスに影響を与えるプロパティ

StatementCacheBehavior ： アプ リ ケーシ ョ ンがその存続期間中にプリペアド  ステート メ ン ト を複数回再使用す

る場合、 ステート メン ト  キャ ッシュを使用するこ とによってパフォーマンスに影響を及ぼすこ とができます。 こ
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のプロパティは、プ リペアド  ステート メン ト （Command オブジェク トのインスタンス）がステート メン ト  キャ ッ

シング中にどのよ うに処理されるかを決定します。

Cache に設定する と、 プ リペアド  ステート メン トはステート メン ト  キャ ッシュに含められます。

Implicit に設定して Statement Cache Mode 接続文字列オプシ ョ ンに Auto を設定する と、 プ リペアド  ステート メン

トはステート メン ト  キャ ッシュに含められます。

DoNotCache に設定する と、 プ リペアド  ステート メン トはステート メン ト  キャ ッシュから除外されます。

特定のステート メン ト をキャ ッシングするこ とによるパフォーマンスへの影響を判断するには、 接続統計情報を

使用できます （「接続統計情報によるパフォーマンスの分析」 を参照して ください）。
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データ型 

表 5 から表 8 は、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーでサポート されるデータ型を示しています。

 表 5 は、 Zen データ型と  .NET Framework 型の対応表です。 

 表 6 は、 System.Data.DbType のみが指定されている場合にデータ  プロバイダーが使用するデータ型の対応表

です。

 表 7 は、 プロバイダー固有のデータ型も  System.Data.DbType も指定されていない場合に、 データ  プロバイ

ダーがデータ型を推定するために使用するデータ型の対応表です。

 表 8 は、長いデータ  パラ メーターへの入力と してス ト リームが使用される場合にデ―タ  プロバイダーが使用

するデータ型の対応表です。

Zen データ型から  .NET Framework データ型へのマッピング

表 5 では、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーでサポート されるデータ型と、対応する  .NET Framework 型を示し

ます。 この表で、 DataAdapter を使って DataSet を埋める と きに使用するデータ型を確認して ください。 

また、 この表では DataReader オブジェク トが直接使用される場合のデータの適切なアクセサーも示します。 

 ［Zen データ型］ 列は、 ネイティブな型名を示しています。 

 ［PsqlDbType］ 列は、 ADO.NET データ  プロバイダーのデータ型の列挙を示します。 基本的には、 ネイティブ

データ型と  PsqlDbType とは 1 対 1 で対応しています。 ただし、 Zen データ型 NUMBER は、 Decimal または

Double のどちらにも対応しているので、 この限りではあ り ません。 

 ［.NET Framework 型］ 列は .NET Framework で使用可能な基本データ型を示します。 

 ［.NET Framework 型指定されたアクセサー］ 列は、 DataReader を使用する場合に、 この型の列へのアクセス

に使用する必要がある メ ソ ッ ドを示します。

表 5 Zen データ型のマッピング 

Zen データ型 PsqlDbType .NET Framework 型 .NET Framework 型指定されたアク

セサー

AUTOTIMESTAMP Timestamp DateTime GetDateTime()

BFLOAT4 BFloat4 Single GetSingle()

BFLOAT8 BFloat8 Double GetDouble()

BIGIDENTITY BigInt Int64 GetInt64()

BIGINT BigInt Int64 GetDecimal()

BINARY Binary Byte[] GetBytes()

BIT Bit Byte[] GetBytes()

CHAR Char String
Char[]

GetString()
GetChars()

CURRENCY Currency Decimal GetDecimal()

DATE Date DateTime GetDateTime()

DATETIME DateTime11 DateTime GetDateTime()

DECIMAL Decimal Decimal GetDecimal()
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DOUBLE Double Double GetDouble()

FLOAT Float Double GetDouble()

IDENTITY Identity Int32 GetInt32( )

INTEGER Integer Int32 GetInt32( )

LONGVARBINARY LongVarBinary Byte[] GetBytes()

LONGVARCHAR LongVarChar Byte[] GetBytes()

MONEY Money Decimal GetDecimal()

NCHAR NChar String
Char[]

GetString()
GetChars()

NLONGVARCHAR NLongVarChar String
Char[]

GetString()
GetChars()

NUMERIC Decimal Decimal GetDecimal()

NUMERICSA DecimalSA Decimal GetDecimal()

NUMERICSTS DecimalSTS Decimal GetDecimal()

NVARCHAR NVarChar String
Char[]

GetString()
GetChars()

REAL Real Single GetSingle()

SMALLIDENTITY SmallIdentity Int16 GetInt16()

SMALLINT SmallInt Int16 GetInt16()

TIME Time Timespan2 GetValue()

TIMESTAMP、 TIMESTAMP2 Timestamp DateTime GetDateTime()

TINYINT TinyInt SByte GetByte()

UBIGINT UBigInt UInt64 GetUInt64()

UNIQUE_IDENTIFIER UniqueIdentifier1 String GetString()

UINTEGER UInteger UInt32 GetUInt32()

USMALLINT USmallInt UInt16 GetUInt16()

UTINYINT UTinyInt Byte GetByte()

VARCHAR VarChar String
Char[]

GetString()
GetChars()

1 Zen 9.5 以上でサポート されます。

2 timetype 接続オプシ ョ ンの設定によって異なり ます。

表 5 Zen データ型のマッピング 

Zen データ型 PsqlDbType .NET Framework 型 .NET Framework 型指定されたアク

セサー
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パラメーター データ型のマッピング

パラ メーターのデータ型は、 データ  プロバイダーごとに固有のものを使用します。 Zen ADO.NET データ  プロバ

イダーは、サーバーへ送信する前に、パラ メーター値をネイティブの形式に変換する必要があ り ます。アプ リ ケー

シ ョ ンでパラ メーターを記述する最もよい方法は、 データ  プロバイダー固有の型の列挙を使用するこ とです。 

汎用プログラ ミ ングでは、 データ  プロバイダー固有の型を使用できない場合があ り ます。 プロバイダー固有の

DB 型が指定されていない場合は、パラ メーター値の System.Data.DbType または .NET Framework 型からデータ型

が推定されます。 

Zen ADO.NET データ  プロバイダーは、 次の順序を用いてパラ メーターのデータ型を推定します。 

 データ  プロバイダー固有のデータ型が指定されている場合は、 それを使用します。 

 System.Data.DbType は指定されているけれども、 データ  プロバイダー固有のデータ型が指定されていない場

合は、 System.Data.DbType からデータ型を推定します。 

 データ  プロバイダー固有のデータ型も  System.Data.DbType も指定されていない場合は、 .NET Framework 型

からデータ型を推定します。 

表 6 は、 System.Data.DbType のみが指定された場合に、 データ  プロバイダーがどのよ うにデータ型を推定するか

を示します。

表 6 System.Data.DbTypes から  PsqlDbTypes へのマッピング

System.Data.DbType PsqlDbType

AnsiString VarChar 

AnsiStringFixedLength Char

Binary Binary

Boolean Integer

Byte Integer

Currency Currency

Date Date

DateTime DateTime1

Decimal Decimal または Money

Double Double

Float Float

GUID UniqueIdentifier*

Int16 SmallInt

Int32 Integer

Int64 BigInt

Int64 BigIdentity

Sbyte Integer

Single BFloat4

String NVarChar



51

表 7 では、 プロバイダー固有のデータ型も  System.Data.DbType も指定されない場合に、 データ  プロバイダーが

データ型を推定するために使用する対応表を示します。

スト リーム オブジェク トでサポート されるデータ型

Zen ADO.NET プロバイダーは、 表 8 に挙げられているデータ型に対し、 長いデータ  パラ メーターへの入力と し

てス ト リームを使用するこ とをサポート しています。

StringFixedLength NChar 

Time Time

Uint16 USmallInt

Uint32 UInteger

Uint64 UBigInt

VarNumeric Decimal

1 PSQL 9.5 以上でサポート されます。

表 7 .NET Framework 型から  PsqlDbType へのマッピング

.NET Framework 型 PsqlDbType

Boolean Integer

Byte Integer

Byte[] Binary

DateTime Timestamp

Decimal Decimal

Double Double

Int16 SmallInt

Int32 Integer

Int64 BigInt

Single BFloat4

String NVarChar

VarChar （PvTranslate=Nothing の場合）

Uint16 USmallInt

Uint32 UInteger

Uint64 UBigInt

表 6 System.Data.DbTypes から  PsqlDbTypes へのマッピング

System.Data.DbType PsqlDbType
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ス ト リームの説明については、 「長いデータ  パラ メーターへの入力と してス ト リームを使用する」 を参照して く

ださい。

表 8 サポート されるスト リーム オブジェク ト

プロバイダー データ型 サポート されるスト リーム型

LONGVARBINARY Stream

LONGVARCHAR TextReader
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長いデータ  パラメーターへの入力としてスト リームを使用する

ビデオ ク リ ップや大量のドキュ メン ト など非常に大きなバイナリ値やテキス ト値を表すために、不連続なメモ リ

の使用を許可するこ とによって、 パフォーマンス、 機能性、 スケーラビ リティが向上します。

バイナリ  データの読み取りに使用されるス ト リーム オブジェク トは System.IO.Stream オブジェク トから派生し、

Framework データ型の byte[] を使用します。 

 System.IO.BufferedStream

 System.IO.FileStream

 System.IO.MemoryStream

 System.Net.Sockets.NetworkStream

 System.Security.Cryptography.CryptoStream

テキス ト  データを読み込むために使用するス ト リーム オブジェク トは System.IO.TextReader オブジェク トから派

生し、 Framework データ型の string を使用します。

 System.IO.StreamReader

 System.IO.StringReader

ス ト リームを使用できるよ うにするには、 PsqlParameter オブジェク トの Value プロパティにス ト リームの特定の

インスタンスを設定します （「PsqlParameter オブジェク ト 」 を参照してください）。コマンドが実行される と、デー

タ  プロバイダーはス ト リームから読み込んで値を抽出します。 

データ  プロバイダーに付属する用例には、 ラ ンダムに生成されるデータを使用して LONGVARCHAR 列と

LONGVARBINARY 列にデータを挿入するコード例が含まれています。 また、 用例では、 ス ト リーム オブジェク

ト を LONGVARCHAR 列および LONGVARBINARY 列への入力と して使用する方法も示しています。
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パラメーター マーカー

パラ メーター マーカー （ス ト アド  プロシージャで使用するものも含む） は、 Zen ADO.NET データ  プロバイダー

では SQL ステート メン トで ? 記号を使用するこ とによって指定されます。 

UPDATE emp SET job = ?, sal = ? WHERE empno = ?

パラ メーターには名前が付いていないため、 SQL ステート メン トにあるパラ メーターの順番どおりにバインド さ

れなければなり ません。つま り、 PsqlParameterCollection オブジェク トの Add() メ ソ ッ ド （Parameter オブジェク ト

をコレクシ ョ ンに追加する） の呼び出しは、 コマンド  テキス トに現れる  "?" の順番どおりに発生する必要がある

という こ とです。
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パラメーター配列

パラ メーター配列のバインドは通常 INSERT ステート メン トで使用され、 テーブルを埋めるために必要な時間を

短縮します。 アプ リ ケーシ ョ ンは 1 回のコマンド実行で複数のパラ メーター値の行を指定するこ とができます。

それらの値を 1 回の往復 （バッ クエンド  データベース本来の能力によって異なる） でデータベース  サーバーに送

るこ とができます。 

Zen ADO.NET データ  プロバイダーでは、 INSERT および UPDATE ステート メン トに対して入力パラ メーター配

列をサポート します。 
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5Zen ADO.NET Core データ  プロバ
イダー

Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーは、 .NET 対応アプリ ケーシ ョ ンやアプリ ケーシ ョ ン サーバーにデータ

アクセスを提供します。 インターネッ ト またはイン ト ラネッ ト経由で、主要なデータ  ス ト アへの高パフォーマン

スなポイン ト  ツー ポイン ト  アクセスおよび n 層アクセスを提供します。Zen ADO.NET Core データ  プロバイダー

は .NET 環境向けに最適化されているため、 これを使用するこ とによ り、 .NET Core 技術が組み込まれ、既存のシ

ステムの機能とパフォーマンスを向上させるこ とができます。

以下の ト ピッ クでは、 Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーの機能について説明します。

 「Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーについて」

 「Visual Studio での Zen ADO.Net Core DLL を使用したアプリ ケーシ ョ ンの作成」

 「Visual Studio での Zen ADO.Net Core データ  プロバイダーを使用した UWP アプリ ケーシ ョ ンの作成」

 「Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーにない ADO.NET データ  プロバイダーの機能」

メ モ ： ADO.NET Entity Framework Core でのデータ  プロバイダーの使用法については、 「Zen ADO.NET Entity
Framework Core データ  プロバイダー」 を参照してください。
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Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーについて

Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーでは以下がサポート されています。

 Visual Studio 2017 および 2019

 Visual Studio Code

 Net Core 2.0 + をサポートする、 .NET Standard 2.0

.NET Standard 2.0 のフル サポート  マ ト リ ッ クスについては、http://immo.landwerth.net/netstandard-versions/# を

参照して ください。

 UWP アプリ ケーシ ョ ン
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Visual Studio での Zen ADO.Net Core DLL を使用したアプリケーシ ョ ン
の作成

以下の手順を使用する前に、 まず、 「SDK ダウンロードで入手できる  Zen ADO.NET データ  プロバイダー」 に示

されているお使いのバージ ョ ンの最新 SDK の .zip アーカ イブをダウ ン ロー ド し て、 NuGet パッ ケージ

Pervasive.Data.SqlClientStd を展開します。

 Visual Studio で Zen ADO.Net Core DLL を使用してアプリケーシ ョ ンを作成するには

1 Visual Studio で、 ［ファイル］ メニューの ［新規作成］ をポイン ト して ［プロジェク ト ］ をク リ ッ ク します。

［新しいプロジェク ト ］ ウ ィ ンド ウが表示されます。

2 左ペインの ［インストール済み］ リ ス トで、 Visual C# の .Net Core テンプレート を選択します。 

3 中央のペインで、 必要なプロジェク トの種類を選択します。

4 プロジェク トの名前と場所を適切なフ ィールドに入力して ［OK］ をク リ ッ ク します。

5 プロジェク ト を右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。

6 ［ビルド］ ペインで、 ［プラッ ト フォーム ターゲッ ト ］ リ ス トから必要なプラ ッ ト フォームを選択します。 

7 ダウンロード した NuGet パッケージをプロジェク トに追加します。 

NuGet パッケージをローカルに追加する方法については、 次を参照して ください。

https://stackoverflow.com/questions/10240029/how-do-i-install-a-nuget-package-nupkg-file-locally/

38663739#38663739 
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Visual Studio での Zen ADO.Net Core データ  プロバイダーを使用した 
UWP アプリケーシ ョ ンの作成

以下の手順を使用する前に、 まず、 「SDK ダウンロードで入手できる  Zen ADO.NET データ  プロバイダー」 に示

されているお使いのバージ ョ ンの最新 SDK の .zip アーカ イブをダウ ン ロー ド し て、 NuGet パッ ケージ

Pervasive.Data.SqlClientStd を展開します。

メモ ： Zen ADO.Net Core DLL を使用する  UWP アプリ ケーシ ョ ンの場合、 Windows 10 オペレーティング システ

ムのバージ ョ ンは 1709 （OS Build 16299） 以降が必要です。

 Visual Studio で Zen ADO.Net Core データ  プロバイダーを使用して UWP アプリケーシ ョ ンを作成するには

1 Visual Studio で、 ［ファイル］ メニューの ［新規作成］ をポイン ト して ［プロジェク ト ］ をク リ ッ ク します。

［新しいプロジェク ト ］ ウ ィ ンド ウが表示されます。

2 左ペインの ［インス トール済み］ リ ス トで Visual C# の "Windows ユニバーサル " を選択し、次に中央のペイ

ンで " 空白のアプリ （ユニバーサル Windows） " を選択します。 

3 プロジェク トの名前と場所を適切なフ ィールドに入力して ［OK］ をク リ ッ ク します。

4 ［最小バージ ョ ン］ リ ス トで Windows 10 Fall Creators Update （10.0; ビルド  16299） を選択します。 
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5 MainPage.xaml ファ イルでボタンを追加し、 そのボタンの名前を Connect to Actian Zen に変更します。 

6 ボタンをダブルク リ ッ ク して実装を開きます。

7 ボタンの実装コードに以下を追加します。 

8 ダウンロード した NuGet パッケージをプロジェク トに追加します。

NuGet パッケージをローカルに追加する方法については、 次を参照して ください。

https://stackoverflow.com/questions/10240029/how-do-i-install-a-nuget-package-nupkg-file-locally/

38663739#38663739 
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9 データベースがリモート  コンピューターで利用できる場合は、 package.appxmanifest ファ イルの ［機能］ タブ

で ［プライベート  ネッ トワーク （クライアン ト とサーバー）］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンにします。 

10 アプリ ケーシ ョ ンをビルド して実行します。
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Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーにない ADO.NET データ  プロ
バイダーの機能

以下の ADO.NET データ  プロバイダーの機能は、 Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーにはあ り ません。

 パフォーマンス  カウンター ： パフォーマンス  カウンターは ADO.NET Core でサポート されていないので、

Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーでもサポート されません。

 エンコード ： Zen ADO.NET データ  プロバイダーは Windows ベースのアプリ ケーシ ョ ン専用に作成されたた

め、デフォルトのエンコード と して Windows-1252 エンコード （コード  ページ 1252 で識別される） を使用し

ます。

Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーはクロス  プラ ッ ト フォームであるため、デフォルトのエンコード と

して現在のオペレーティング システムのデフォルトのエンコードを使用します。

 PervasiveFactory の CreatePermission ： CreatePermission(PermissionState) メ ソ ッ ドは ADO.NET Core でサポート

されていないので、 Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーでもサポート されません。

 ファ イル スキーマ ： Zen ADO.NET データ  プロバイダーは、 ユーザーにデータをプッシュする際、 Char、

VarChar、 および LongVarChar 列の Encoding.BodyName を使用します。 Encoding.BodyName は ADO.NET Core

でサポート されていないので、 Zen ADO.NET Core データ  プロバイダーは Encoding.WebName を使用します。
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6Zen ADO.NET Entity Framework 
データ  プロバイダー 

Zen ADO.NET Entity Framework は、 .NET Framework 用のオブジェ ク ト  リ レーシ ョナル マッピング （ORM） フ

レームワークです。このフレームワークを使用する と、開発者はリ レーシ ョナル ス ト レージ スキーマに対して直

接プログラ ミ ングするのではなく、 概念アプリ ケーシ ョ ン モデルに対して行う こ とで、 データ  アクセス  アプリ

ケーシ ョ ンを作成できます。 このモデルによ り、 データ中心のアプリ ケーシ ョ ンで書かれ、 保守されるコードの

量を減らすこ とができます。 

Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダー （以前の Pervasive ADO.NET Entity Framework データ  プロバ

イダー） は、 ADO.NET Entity Framework を使用するアプリ ケーシ ョ ンで使用できます。

Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーは、 Microsoft ADO.NET Entity Framework のバージ ョ ン 6.1、
6.1.1、 および 6.1.2 と互換性があ り ます。 以下のプログラ ミ ング機能をサポート します。

 「SDK ダウンロードで入手できる  Zen ADO.NET データ  プロバイダー」 に記載されている、 .NET Framework

4.0 を対象とするアプ リ ケーシ ョ ン

 Database First、 Code First、 および Model First のワークフロー

 すべてのワークフローでの列挙型のサポート

 Code First Migrations

 POCO （"Plain-old" CLR object） エンティティ

 DbContext ク ラス

 複数の DBContext ク ラス

 挿入、 更新、 および削除ス ト アド  プロシージャへの Code First のマッピング

 構成可能な移行履歴

 接続の復元性

 Code First Migrations のインデッ クス属性

 関数インポートの ト ランザクシ ョ ンを無効にする

 Enum.HasFlag のサポート

 Migrations コマンドで、 プロジェク トではなく参照からコンテキス ト を使用できるよ うにする

 web/app.config および DatabaseLogger のインターセプター

 '_' で始まる識別子のサポート

 文字列と数値が連結されたプロパティの選択

Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーは、ADO.NET データ  プロバイダーを使用して ADO.NET デー

タベース  サーバーと通信します。 つま り、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーによって定義された機能は、 こ こ

で特に断りがない限り、 Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーに適用される という こ とです。同様

に、Zen ADO.NET データ  プロバイダーに合わせて作られたすべてのパフォーマンス構成が、Zen ADO.NET Entity
Framework データ  プロバイダーで実現されます。 

Zen ADO.NET Entity Framework のアプリ ケーシ ョ ンを開発する場合は、Visual Studio 2017 以降が必要です。Visual
Studio 2017 を使用するよ うに Microsoft ADO.NET Entity Framework 6.1 （EF 6.1） を構成している場合は、 Visual
Studio 2017 用の Entity Framework Tools 6.1.3 をインス トールする必要があ り ます。 ただし、 これをインス トール

する と、 以前に Microsoft ADO.NET Entity Framework 5.0 （EF5） を使用していたすべての Visual Studio 2017 アプ

リ ケーシ ョ ンは、EF 6.1 へのアップグレードが必要になり ます。アップグレード後、EF5 に戻すこ とはできません。
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Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーについて

Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーはマネージ コードのみで構築されています。つま り、完全に

共通言語ランタイム （CLR） の内部で、 実行およびデータベースへの接続が行えます。 

ク ラ イアン ト  ライブラ リや COM コンポーネン ト などネイティブ オペレーティング システムで実行するコード

はアンマネージ コード と言います。 マネージ コード とアンマネージ コードは 1 つのアプリ ケーシ ョ ン内に混在

させるこ とができます。 ただし、 アンマネージ コードは共通言語ランタイムの外部にまで影響が及ぶため、現実

的には複雑になり、パフォーマンスも低下します。また、セキュ リ ティの危険にさらすこ とにもな りかねません。 

名前空間

Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーの名前空間は、 Pervasive.Data.SqlClient.Entity です。 

メモ ： Pervasive.Data.SqlClient.Entity 名前空間は、 Microsoft ADO.NET Entity Framework バージ ョ ン 5.0 （EF 5） と

6.1 （EF 6.1） に共通です。

アセンブリ名

Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーは、Pervasive.Data.SqlClient.Entity.dll という名前のアセンブリ

を使用します。

4.4 バージ ョ ンのプロバイダーを使用する  EF 6.1 を参照するには、 次を選択します。

%windir%\Microsoft.NET\assembly\GAC_MSIL\Pervasive.Data.SqlClient.Entity\

v4.0_4.4.0.6__c84cd5c63851e072 

4.5 バージ ョ ンのプロバイダーを使用する  EF 6.1 を参照するには、 次を選択します。

%windir%\Microsoft.NET\assembly\GAC_MSIL\Pervasive.Data.SqlClient.Entity\

v4.0_4.5.0.6__c84cd5c63851e072 
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Entity Framework 6.1 の構成

Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーは、Microsoft ADO.NET Entity Framework バージ ョ ン 5.0（EF5）
および 6.1 （EF 6.1） をサポート します。

EF 6.1 を使用するには、 まず、 次のいずれかの方法を使用して登録する必要があ り ます。

 「構成ファイル登録」

 「コード  ベース登録」

メモ ： EF 6.1 を登録する場合、 アプリ ケーシ ョ ンをローカルでテス トする限りは、 開発時にコード  ベース登録を

実行できます。 しかし、 プロジェク ト を配置する場合は、 構成ファイル登録の実行が必要になり ます。

構成ファイル登録

構成ファイルを更新して EF 6.1 を構成するには

1 EntityFramework 6.1.2 NuGet パッケージをインス トールします。

app.config ファ イルが作成されます。

2 app.config ファ イルから  defaultConnectionFactory 登録セクシ ョ ンを削除し、 使用するプロバイダーのバー

ジ ョ ンに応じて次のコードに置き換えます。

 4.4 バージ ョ ンの場合 ：

<providers>

<provider invariantName="Pervasive.Data.SqlClient"

type="Pervasive.Data.SqlClient.Entity.PsqlProviderServices, 

Pervasive.Data.SqlClient.Entity, Version=4.4.0.6, Culture=neutral, 

PublicKeyToken=c84cd5c63851e072" />

</providers> 

 4.5 バージ ョ ンの場合 ：

<providers>

<provider invariantName="Pervasive.Data.SqlClient"

type="Pervasive.Data.SqlClient.Entity.PsqlProviderServices, 

Pervasive.Data.SqlClient.Entity, Version=4.5.0.6, Culture=neutral, 

PublicKeyToken=c84cd5c63851e072" />

</providers> 

EF 6.1 プロバイダー登録が、 app.config ファ イルの Entity Framework セクシ ョ ンに追加されます。

コード  ベース登録

 コード  ベース登録を使用して EF 6.1 を構成するには

1 次の新しい DbConfiguration ク ラスをテス ト  アプリ ケーシ ョ ンに追加します。

public class MyConfiguration : DbConfiguration

{

public MyConfiguration()

{

SetProviderServices("PsqlProviderServices.ProviderInvariantName, new 
PsqlProviderServices());
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}

}

2 次のアノテーシ ョ ンを DBContext ク ラスの上に追加します。

[DbConfigurationType(typeof(MyConfiguration))]

同じデータベースでの複数 Entity Framework バージ ョ ンの使用

1 つのデータベースで複数のバージ ョ ンの Microsoft ADO.NET Entity Framework、 5.0 （EF5） および 6.1 （EF 6.1）
を使用するこ とができます。ただし、同じデータベースに対して EF5 アプリ ケーシ ョ ンと  EF6 アプリ ケーシ ョ ン

を切り替えた場合、 データベースに保存する と きにエラーを受け取り ます。

エラーが発生するのは、 EF5 と  EF6 で使用される  "__MigrationHistory" テーブルの構造に違いがあるためです。

エラーを発生せずに、同じデータベースに対して EF5 と  EF 6.1 のアプリ ケーシ ョ ンを使用するには、データベー

スで次のコマンドを実行します。

drop table "__MigrationHistory"
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Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーでの接続文字列の
使用

Zen ADO.NET Entity Framework は接続文字列に含まれている情報を使用して、基となる  Entity Framework をサポー

トする  ADO.NET データ  プロバイダーに接続します。接続文字列には、必要なモデルおよびマッピング ファ イル

に関する情報も含まれています。

データ  プロバイダーは、モデルにアクセスしたり、 メ タデータをマップした り、データ  ソースに接続したりする

場合に接続文字列を使用します。 

Entity Framework ウ ィザードで既存の接続を指定するか、 または新しい接続を定義するこ とができます。 接続文

字列オプシ ョ ンは、 接続文字列で直接定義できますが、 Visual Studio の ［詳細プロパティ］ ダイアログ ボッ クス

でも設定できます （「サーバー エクスプローラーでの接続の追加」 を参照してください）。

サーバー エクスプローラーでの接続文字列の定義

Visual Studio を使って接続を追加、変更する方法については、「サーバー エクスプローラーでの接続の追加」 を参

照して ください。

サポート される接続文字列オプシ ョ ンの説明については、 表 35 を参照してください。

接続文字列オプシ ョ ンのデフォルト値の変更

ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーで使用される接続文字列オプシ ョ ンのデフォル ト値の多くは、

Zen ADO.NET データ  プロバイダーで使用されるデフォルト値と同じです （詳細については、 表 35 を参照してく

ださい）。表 9 は、ADO.NET Entity Framework アプリ ケーシ ョ ンで接続文字列オプシ ョ ンを使用する場合には、違

うデフォルト値になるオプシ ョ ンを示しています。

表 9 アプリケーシ ョ ンで使用される接続文字列オプシ ョ ンのデフォルト値

接続文字列オプシ ョ ン ADO.NET Entity Framework アプリケーシ ョ ンでのデフォルト値

Parameter Mode サポート されません。

Statement Cache Mode ExplicitOnly 値のみサポート されます。
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Code First および Model First のサポート

Entity Framework 4.1 以降のプロバイダーは、 Model First および Code First の機能をサポート しています。 これら

の機能のサポート を実装する と、 たとえば、 長い識別子名の処理方法など、 データ  プロバイダーへの変更が必要

と されます。 ただし、 これらの変更はアプリ ケーシ ョ ンの変更を必要と しません。

Code First および Model First の実装は、 型マッピングの変更を必要と します。 詳細については、 「データ型および

関数のマッピング」 を参照して ください。

長い識別子名の処理

ほとんどの Zen 識別子の最大長は 20 バイ トです。 サーバー上で作成するオブジェク トの名前はク ラス名とプロ

パティ名から取られるため、 識別子名がこのサイズを超える場合があ り ます。 また、 制約名は多くの場合、 いく

つかのオブジェク ト名を連結して作成されます。 このよ うな場合には、 識別子の最大長を超える可能性がさらに

大き くな り ます。

データ  プロバイダーは、識別子の末尾を整数のハッシュ  コードに置き換えるこ とによ り、識別子をデータベース

で許容される識別子の最大長に短縮し ます。 た と えば、 文字列 ColumnMoreThanTwentyCharacters は
ColumnMor_2873286151 に短縮されます。 DB ツールを使用して DB オブジェク トのアクセスや表示を行った

場合、 作成されたテーブルの名前が、 POCO （Plain Old CLR Object） のク ラス名とプロパティ名 （Code First）、 ま

たはエンティティ名とエンティティのプロパティ名 （Model First） に基づいて予想される名前とは異なる場合が

あ り ます。 

同じ先頭文字を持つ 2 つの識別子が短縮される と、 識別子間の違いが目で見てわかりづら くなるこ とに注意して

ください。 たとえば、 テーブルに 2 つのサポートするシーケンス、 ColumnMoreThanTwentyCharacters と
ColumnMoreThanTwenty1Characters がある と し ます。 これらのシーケンスが短縮された場合、 それぞれ

ColumnMor_2873286151 と  ColumnMor_672399971 に名前が変更されます。
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ADO.NET Entity Framework での Code First Migrations の使用

Entity Framework 4.3 以降では Code First Migrations をサポート しています。 これは、 POCO ク ラスを削除して再作

成しな くても、 このク ラスを反映するよ うにデータベース  スキーマを更新するこ とを可能にします。 

移行は、 モデルの変更に従って、 データベース  スキーマを増分で更新できるよ うにします。データベースの変更

の各セッ トは、 移行と して知られるコード  ファ イルで表されます。 移行は、 通常、 タイムスタンプを使用して管

理され、 データベース内のテーブルは、 どの移行が適用されたかを追跡します。

Code First Migrations の実装は型マッピングの変更を必要と します。詳細については、「データ型および関数のマッ

ピング」 を参照して ください。 

Progress DataDirect Connect for Zen ADO.NET データ  プロバイダーを使用して Code First Migrations を実装するに

は、 以下の追加設定を実行する必要があ り ます。 

1 プロジェク ト内の Pervasive.Data.SQLClient.Entity アセンブリに参照を追加します。

2 Configuration Class の変更を継承し、 Configuration Class のコンス ト ラ ク ターで SQL Generator を登録します。

次のこ とを行います。

 PervasiveDbMigrationsConfiguration <TContext> から  Configuration Class を継承します。 たとえば、 次のよ

うに指定します。
internal sealed class Configuration: 
PervasiveDbMigrationsConfiguration<%Context Name%>

 Class Generator を登録します。 

パッケージ マネージャー コンソールを使用して移行を有効にした後、configuration.cs ファ イルの追加設定に加え

て、 app.config または configuration.cs フ ァ イルのいずれかで接続文字列を指定します。 ただし、 接続文字列を

app.config ファ イルに指定する場合は、 接続文字列と コンテキス トの名前が同じであるよ うにして ください。

接続文字列を app.config ファ イルに指定する場合は、 使用するプロバイダーのバージ ョ ンに応じて、 次の構文を

使用して app.config ファ イルで SQL Generator を登録します。

 4.4 バージ ョ ンの場合 ：

<providers>

<provider invariantName="Pervasive.Data.SqlClient"

type="Pervasive.Data.SqlClient.Entity.PsqlProviderServices, 

Pervasive.Data.SqlClient.Entity, Version=4.4.0.6, Culture=neutral, 

PublicKeyToken=c84cd5c63851e072" />

</providers> 

 4.5 バージ ョ ンの場合 ：

<providers>

<provider invariantName="Pervasive.Data.SqlClient"

type="Pervasive.Data.SqlClient.Entity.PsqlProviderServices, 

Pervasive.Data.SqlClient.Entity, Version=4.5.0.6, Culture=neutral, 

PublicKeyToken=c84cd5c63851e072" />

</providers> 

configuration.cs で SQL Generator を登録するには、 次の構文を使用します。

SetSqlGenerator(PervasiveConnectionInfo.InvariantName, new 
PervasiveEntityMigrationSqlGenerator());
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ADO.NET Entity Framework での列挙型の使用

enum キーワードは、列挙型を宣言するために使用されます。列挙型は、列挙子リ ス ト と呼ばれる名前付き定数の

集ま りで構成される固有の型です。 すべての列挙型には基になる型があ り ます。 デフォルトでは、 列挙要素の基

になるすべての型は int32 にマップされます。デフォルトでは、最初の列挙子の値は 0 で、後続の列挙子の値は 1
ずつ増加していきます。 たとえば、 曜日の列挙型は次のよ うに指定します。

enum Days {MON, TUE, WED, THU, FRI, SAT, SUN};

この列挙型では、 MON は 0、 TUE は 1、 WED は 2 などとな り ます。 列挙子は、 デフォルト値をオーバーライ ドす

る初期化子を持つこ とができます。 たとえば、 次のよ うに指定します。

enum Days {MON=1, TUE, WED, THU, FRI, SAT, SUN};

この列挙型では、 要素の並びは 0 ではなく  1 から開始します。 列挙型のフ ィールドの名前は大文字です。 これら

は定数であるため、 慣例によ り大文字にします。

Microsoft ADO.NET Entity Framework 5.0 以降は列挙型をサポート しています。列挙型の機能を使用するには、.NET
Framework 4.5 以降を対象とする必要があ り ます。 列挙型は 3 つのワークフロー、 すなわち、 Model First、 Code
First、 および Database First でサポート されています。

Entity Framework では、 列挙型の基になる型は次のとおりです。 

 Byte

 Int16

 Int32

 Int64

 SByte

デフォルトでは、 列挙型は Int32 型です。 他の整数型はコロンを使用して指定します。

enum Days : byte{MON=1, TUE, WED, THU, FRI, SAT, SUN};

基になる型は、列挙子ごとに割り当てるス ト レージの大きさを指定します。ただし、 enum 型を整数型に変更する

には、 明示的なキャス トが必要です。 enum の実装は型マッピングの変更もサポート しています。 詳細について

は、 「データ型および関数のマッピング」 を参照して ください。

Entity Framework の一部と して、 Entity Developer が ［モデル エクスプローラー］ ウ ィンド ウで新しい Enum ノー

ドを提供するこ とによ り、 enum 型を完全にサポート しています。 Enum プロパティは、他のスカラー プロパティ

と同じよ うに、 LINQ クエ リや更新などで使用できます。
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データ型および関数のマッピング

ADO.NET Entity Framework を使用する と、 開発者はリ レーシ ョナル ス ト レージ スキーマに対して直接プログラ

ミ ングする代わりに、 概念アプリ ケーシ ョ ン モデルに対してプログラ ミ ングするこ とで、 データ  アクセス  アプ

リ ケーシ ョ ンを作成できます。  

Database First の型マッピング 

Database First モデルでは、データ  プロバイダーはス ト ア中心の型マッピング方式を使用します。 このマッピング

では、 Zen （ス ト ア） 型は、 モデルの生成時に使用される  EDM 型に影響を与えます。

「Zen 型から  EDM 型へのマッピング」は、Zen 型から、Database First モデルで使用されるプリ ミ ティブ型へのマッ

ピングを示しています。 一部の Zen データ型はいくつかの異なる  EDM 型にマップするこ とができます。 デフォ

ルト値は斜体で示されています。 

列は次のよ うに定義されています。

 ［Zen 型］ 列は、 ネイティブな型名を示しています。 

 ［ス ト ア （SSDL） 型］ 列は、 ス ト ア スキーマ定義言語 （SSDL） ファ イルで使用されるデータ型を示してい

ます。 ス ト レージ メ タデータ  スキーマは、 EDM で構築されたアプリ ケーシ ョ ンのデータを保持する、 デー

タベースの形式的記述です。 

 ［PrimitiveTypeKind］ 列は、 EDM アプリ ケーシ ョ ンを定義するのに使用されるエンティティのプロパティの、

有効な内容を指定するために使用される共通のデータ  プリ ミ ティブを示しています。

表 10 Zen 型から  EDM 型へのマッピング

Zen 型 ストア （SSDL） 型 PrimitiveTypeKind 

AUTOTIMESTAMP DateTime DateTime

BFLOAT4 BFloat4 Single

BFLOAT8 BFloat8 Double

BIGIDENTITY Bigint Int64

BIGINT Bigint Int64

BINARY binary Byte[]

BIT Bit Boolean

CHAR Char String

CURRENCY Currency Decimal

DATE Date DateTime

DATETIME DateTime DateTime

DECIMAL Decimal Decimal

DOUBLE Double Double

FLOAT Float Float

IDENTITY Identity Int32

INTEGER Integer Int32
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Model First の型マッピング 

「EDM 型から  Zen 型へのマッピング」は、モデル中心の型マッピングを示しています。このマッピングでは、EDM
単純型は、 データベースの作成に使用される  Zen （ス ト ア） 型に影響を与えます。 列は次のよ うに定義されてい

ます。

 ［PrimitiveTypeKind］ 列は、 EDM アプリ ケーシ ョ ンを定義するのに使用されるエンティティのプロパティの、

有効な内容を指定するために使用される共通のデータ  プリ ミ ティブを示しています。

 ［型マッピングに影響を与えるプロパティ値］ 列は、型マッピングに影響を及ぼす可能性のある、あらゆるプ

ロパティ値を示しています。

 ［ス ト ア （SSDL） 型］ 列は、 ス ト ア スキーマ定義言語 （SSDL） ファ イルで使用されるデータ型を示してい

ます。 ス ト レージ メ タデータ  スキーマは、 EDM で構築されたアプリ ケーシ ョ ンのデータを保持する、 デー

タベースの形式的記述です。 

LONGVARBINARY LongVarBinary Byte[]

LONGVARCHAR LongVarChar String

MONEY Money Decimal

NCHAR NChar String

NLONGVARCHAR NLongVarChar String

NUMERIC Decimal Decimal

NUMERICSA DecimalSA Decimal

NUMERICSTS DecimalSTS Decimal

NVARCHAR NVarChar String

REAL Real Single

ROWID Rowid Binary

SMALLIDENTITY SmallIdentity Int16

SMALLINT Smallint Int16

TIME Time Time

TIMESTAMP、 TIMESTAMP2 DateTime DateTime

TINYINT TinyInt SByte

UBIGINT UBigInt UInt64

UNIQUE_IDENTIFIER Guid Guid

UINTEGER UInteger UInt32

USMALLINT USmallInt UInt16

UTINYINT UTinyInt Byte

VARCHAR Varchar String

表 10 Zen 型から  EDM 型へのマッピング

Zen 型 ストア （SSDL） 型 PrimitiveTypeKind 
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 ［Zen 型］ 列は、 ネイティブな型名を示しています。 

表 11 EDM 型から  Zen 型へのマッピング

PrimitiveTypeKind 型マッピングに影響を与えるプ

ロパティ値

ストア （SSDL） 型 Zen 型

Binary FixedLength ： TRUE

FixedLength ： FALSE

Binary

LongVarBinary

Binary(n)

LongVarBinary

Boolean Boolean Bit

Byte Tinylint_as_byte TinyInt

DateTime DateTime DateTime

Decimal Decimal Decimal

Double Double Double

Guid Guid Guid

Single Float Float

SByte Smallint_as_Sbyte Smallint

Int16 SmallInt Smallint

Int32 Integer Integer

Int64 Bigint BigInt

String MaxLength= (1<=n<=8000)

Fixed Length=True

Unicode=False

Char Char(n)

MaxLength= (1<=n<=8000)

Fixed Length=False

Unicode=False

Varchar Varchar(n)

MaxLength= (>8000)

Fixed Length=False

Unicode=False

LongVarChar LongVarchar

MaxLength= (1<=n<=4000)

Fixed Length=True

Unicode=True

NChar NChar(n)

MaxLength= (1<=n<=4000)

Fixed Length=False

Unicode=True

NVarChar NVarChar(n)

MaxLength= (>4000)

Fixed Length=False

Unicode=True

NLongVarChar NLongVarChar
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Code First の型マッピング 

「CLR 型から  Code First モデルの Zen データ型へのマッピング」 は、 モデル中心の型マッピングを示しています。

このマッピングでは、 CLR 型は、 データベースの作成時に使用される  Zen （ス ト ア） 型に影響を与えます。 一部

の CLR 型はいくつかの異なる  Zen 型にマップするこ とができます。 デフォルト値は斜体で示されています。

列は次のよ うに定義されています。

 ［CLR 型］ 列は、 共通言語ランタイムの型名を示しています。

 ［Zen 型］ 列は、 ネイティブな型名を示しています。 

Time Time Time

DateTimeOffset DateTime DateTime

表 12 CLR 型から  Code First モデルの Zen データ型へのマッピング

CLR 型 Zen データ型

Byte[ ] BINARY

Boolean BIT

Byte TINYINT

DateTime DATETIME

Decimal DECIMAL

Double DOUBLE

Guid UNIQUEIDENTIFIER

BINARY

Single FLOAT

Sbyte SMALLINT

Int16 SMALLINT

Int32 INTEGER

Int64 BIGINT

String1 NCHAR

NVARCHAR

NLONGVARCHAR

TimeSpan TIME

表 11 EDM 型から  Zen 型へのマッピング

PrimitiveTypeKind 型マッピングに影響を与えるプ

ロパティ値

ストア （SSDL） 型 Zen 型
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EDM 正規関数から  Zen 関数へのマッピング

ADO.NET Entity Framework は、エンティティ  データ  モデル（EDM）正規関数を Zen 用 ADO.NET Entity Framework
データ  プロバイダーの対応するデータ  ソース機能に変換します。 これによって、 全データ  ソースに共通する形

式で表現される関数を呼び出すこ とができます。

これらの正規関数はデータ  ソースから独立しているため、 正規関数の引数の型と戻り値の型は、 EDM の型の語

句で定義されます。 Entity SQL クエ リで正規関数を使用する と、 データ  ソースで適切な関数が呼び出されます。

すべての正規関数には、 ヌルが入力された場合の動作とエラー状況が明示的に指定されています。 ただし、

ADO.NET Entity Framework はこの動作を実行しません。詳細は、http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/bb738626.aspx
で入手できます。 

集計正規関数

表 13 は、 EDM 集計正規関数から  Zen 関数へのマッピングを示します。

数学正規関数

表 14 は、 EDM 数学正規関数から  Zen 関数へのマッピングを示します。 ただし、 処理する列が decimal 値または

integer 値のみを含んでいる場合に使用される関数を対象と しています。

DateTimeOffset DateTime

1 Code First のワークフローでは、 エンティティ内の文字列フ ィールドの長さが

指定されていない場合、 データ  プロバイダーは unicode 型と非 unicode 型のデ

フォル トの長さをそれぞれ 2048 バイ ト と  4096 バイ ト に設定します。 ただし、

文字列フ ィールドの長さが最大許容限度に設定されている場合、つま り、unicode
型では 4000 バイ ト、非 unicode 型では 8000 バイ トに設定されている場合、デー

タ  プロバイダーはそれぞれを  2048 バイ ト と  4096 バイ トに リセッ ト します。 そ

の他、 文字列フ ィールドの長さが指定されているすべてのシナリオでは、 デー

タ  プロバイダーは指定された長さを使用します。

表 13 集計正規関数のマッピング

集計正規関数 Zen 関数

Avg(expression) avg(expression)

BigCount(expression) count(expression)

Count(expression) count(expression)

Max(expression) max(expression)

Min(expression) min(expression)

StDev(expression) stdev(expression)

StDevP(expression) stdevp(expression)

Sum(expression) sum(expression)

Var(expression) var(expression)

VarP(expression) varp(expression)

表 12 CLR 型から  Code First モデルの Zen データ型へのマッピング

CLR 型 Zen データ型

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/bb738626.aspx
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詳細については、 「数値関数」 を参照して ください。 

日付と時刻の正規関数

表 15 は、 EDM の日付と時刻の正規関数から  Zen 関数へのマッピングを示します。 これらの関数は、 DATE や
TIME などのデータ型から成るデータの生成、 処理、 および操作を行います。 

表 14 数学正規関数のマッピング

数学正規関数 Zen 関数

Abs(value) abs(value)

Ceiling(value) ceiling(value)

Floor(value) floor(value)

Power(value, exponent) power(value, exponent)

Round(value) round(numeric_expression1, integer_expression2)

Round(value, digits) round(value, digits)

Truncate(value, digits) truncate(value, digits)

表 15 日付と時刻の正規関数のマッピング

日付と時刻の正規関数 Zen 関数

AddNanoseconds(expression, number) dateadd(millisecond, number/1000000)

AddMicroseconds(expression, number) dateadd(millisecond, number/1000)

AddMilliseconds(expression, number) dateadd(millisecond, number)

AddSeconds(expression, number) dateadd(second, number)

AddMinutes(expression, number) dateadd(minute, number)

AddHours(expression, number) dateadd(hour, number)

AddDays(expression, number) dateadd(day, number)

AddMonths(expression, number) dateadd(month, number)

AddYears(expression, number) dateadd(year, number)

CreateDateTime(year, month, day, hour, minute, second) datetimefromparts(year, month, day, hour, minute, second,0)

CreateDateTimeOffset(year, month, day, hour, minute,
second, tzoffset)1

datetimeoffsetfromparts(year, month, day, hour, minute, second,
tzoffset)

CreateTime(hour, minute, second)1 timefromparts(hour, minute, second, 0, 0)

CurrentDateTime() now()

CurrentDateTimeOffset() sysdatetimeoffset()

CurrentUtcDateTime() current_timestamp()

Day(expression) datepart(day, expression)

DayOfYear(startexpression, endexpression) dayofyear(expression)
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ビッ ト単位の正規関数

表 16 は、 EDM ビッ ト単位の正規関数から  Zen 関数へのマッピングを示します。 

DiffNanoSeconds(startexpression, endexpression) datediff(millisecond, startexpression, endexpression)*1000000

DiffMilliSeconds(startexpression, endexpression) datediff(millisecond, startexpression, endexpression)

DiffMicroSeconds(startexpression, endexpression) datediff(millisecond, startexpression, endexpression)*1000

DiffSeconds(startexpression, endexpression) datediff(second, startexpression, endexpression)

DiffMinutes(startexpression, endexpression) datediff(minute, startexpression, endexpression)

DiffHours(startexpression, endexpression) datediff(hour, startexpression, endexpression)

DiffDays(startexpression, endexpression) datediff(day, startexpression, endexpression)

DiffMonths(startexpression, endexpression) datediff(month, startexpression, endexpression)

DiffYears(startexpression, endexpression) datediff(year, startexpression, endexpression)

GetTotalOffsetMinutes(DateTime Offset) datepart(tzoffset, expression)

Year(expression) datepart(year, expression)

Month(expression) datepart(month, expression)

Day(expression) datepart(day, expression)

Hour(expression) datepart(hour, expression)

Minute(expression) datepart(minute, expression)

Second(expression) datepart(second, expression)

Millisecond(expression) datepart(millisecond, expression)

TruncateTime(expression) convert(expression, SQL_DATE)

1 Zen v11.30 Update 4 （May 2013） が必要です。

表 16 ビッ ト単位の正規関数のマッピング

ビッ ト単位の正規関数 Zen 関数

BitWiseAnd(value1, value2) bit_and(value1, value2)

BitWiseNot(value) bit_compliment

BitWiseOr(value1, value2) bit_or

BitWiseXor(value1, value2) bit_xor

表 15 日付と時刻の正規関数のマッピング

日付と時刻の正規関数 Zen 関数
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文字列正規関数

表 17 は、 EDM 文字列正規関数から  Zen 関数へのマッピングを示します。 

その他の正規関数

表 18 は、 その他の正規関数から  Zen 関数へのマッピングを示します。 

表 17 文字列正規関数のマッピング

文字列正規関数 Zen 関数

Concat(string1, string2) concat(string1, string2)

Contains(string, target) contains(string, target)

EndsWith(string, target) endswith(string, target)

IndexOf(target, string2) instr(target, string2)

Left(string1, length) left(string1, length)

Length(string) length(string)

LTrim(string) ltrim(string)

Trim(string) trim(BOTH FROM string)

Replace(string1, string2, string3) replace(string1, string2, string3)

Reverse(string) reverse(string)

RTrim(string) rtrim(string)

StartsWith(string, target) startswith(string, target)

Substring(string, start, length) INCOMPLETE regexpr_substr(...)

ToLower(string) lower(string)

ToUpper(string) upper(string)

表 18 その他の正規関数のマッピング

その他の正規関数 Zen 関数

NewGuid() newid()
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Entity Framework 機能の拡張

ADO.NET Entity Framework は、 多くの ADO.NET 機能をマスク し、 アプ リ ケーシ ョ ン開発を簡略化するこ とに

よって、 強力な生産性の向上を提供します。 ADO.NET データ  プロバイダーには、 パフォーマンスを最適化する

よ うに設計された機能が備わっています。

Microsoft Enterprise Library 6.0 の標準の Logging Application Block （LAB） および関連する設計パターンを使用す

るアプリ ケーシ ョ ンは、 ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーの一部と して生成された SQL をすばや

く表示するこ とができます。

詳細については、 「Logging Application Block」 を参照してください。
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Entity Framework のパフォーマンスの向上

Entity Framework は強力な生産性の向上を提供しますが、 一部の開発者は、 アプ リ ケーシ ョ ンでのパフォーマン

スの最適化を必要とする機能について、 Entity Framework が制御をしすぎる と考えています。 

XML スキーマ ファイルのサイズの制限

エンティティ  データ  モデル （EDM） を使って大きなモデルを構築する と、 非常に効率が悪くなる可能性があ り

ます。最適な結果を得るために、モデルのエンティティが 50 から  100 に達している場合は、モデルを分割するこ

とを考慮して ください。

XML スキーマ ファ イルのサイズは、 モデルを生成する基となったデータベースのテーブル、 ビュー、 またはス

ト アド  プロシージャの数にある程度比例します。スキーマ ファ イルのサイズが大き くなるにつれ、 メ タデータの

In-Memory モデルの作成や解析にかかる時間が増えます。 これは、 ObjectContext インスタンスごとに負担する、 1
回限りのパフォーマンス  コス トです。 

このメ タデータは EntityConnection 文字列に基づいて、 アプ リ ケーシ ョ ン ド メ インごとにキャ ッシュ されます。

つま り、 1 つのアプリ ケーシ ョ ン ド メ インの複数の ObjectContext インスタンスで同じ  EntityConnection 文字列を

使用している場合、 アプリ ケーシ ョ ンがメ タデータの読み込みに関してコス ト を負担するのは 1 回だけという こ

とです。 しかし、 モデルのサイズが大き くなる場合や、 アプ リ ケーシ ョ ンが長期にわたるものでない場合には、

パフォーマンス  コス トが重要になる可能性があ り ます。
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ADO.NET Entity Framework でのストアド  プロシージャの使用

ADO.NET Entity Framework でス ト アド  プロシージャを使用するには、関数のマッピングが必要です。 このよ うな

ス ト アド  プロシージャの呼び出しは複雑で、 いく らかのコーディングを必要と します。 

機能の提供

Connection オブジェク トには、 拡張された統計情報機能を提供するためのプロパティおよびメ ソ ッ ドが含まれて

います。 これらは、 ADO.NET データ  プロバイダーでは標準ですが、 ADO.NET Entity Framework レイヤーでは利

用できません。 代わりに、 「擬似」 ス ト アド  プロシージャを介して同様の機能を公開します。

この方法では、 エンティティ  データ  モデル （EDM） を使用して、 ADO.NET の結果に対応する結果を得ます。 こ

れは実質的に、 擬似ス ト アド  プロシージャから戻されるエンティティおよび関数を提供します。

表 19 は、データ  プロバイダーの Connection プロパティから対応する擬似ス ト アド  プロシージャへのマッピング

を示します。

次の C# コードで示されているよ うに、アプリ ケーシ ョ ンは ObjectContext を使用してス ト アド  プロシージャ  コマ

ンドを作成する必要があ り ます。

using (MyContext context = new MyContext())
{

EntityConnection entityConnection = (EntityConnection)context.Connection;
 

// EntityConnection は基となるス ト ア接続を公開します
DbConnection storeConnection = entityConnection.StoreConnection;
DbCommand command = storeConnection.CreateCommand();
command.CommandText = "Psql_Connection_EnableStatistics";
command.CommandType = CommandType.StoredProcedure;
command.Parameters.Add(new PsqlParameter("cid", 1));

}

//

bool openingConnection = command.Connection.State == ConnectionState.Closed;
if (openingConnection) { command.Connection.Open(); }
int result;
try
{

result = command.ExecuteNonQuery();
}
finally
{

表 19 擬似ストアド  プロシージャへのマッピング

Connection プロパティ 擬似ストアド  プロシージャ

StatisticsEnabled Psql_Connection_EnableStatistics

Psql_Connection_DisableStatistics

Connection メ ソ ッ ド 擬似ストアド  プロシージャ

ResetStatistics Psql_Connection_ResetStatistics

RetrieveStatistics Psql_Connection_RetrieveStatistics
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if (openingConnection && command.Connection.State == ConnectionState.Open) { 
command.Connection.Close(); }

}

オーバーロード されたストアド  プロシージャの使用

オーバーロード されたス ト アド  プロシージャが複数ある場合、 Zen Entity Framework データ  プロバイダーは各ス

ト アド  プロシージャに識別子を追加して、 SSDL でそれらを識別できるよ うにします。 データ  プロバイダーは、

アプリ ケーシ ョ ンでス ト アド  プロシージャを呼び出す前に、 追加した識別子を削除します。



85

.NET オブジェク トの使用

ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーは .NET パブリ ッ ク  オブジェク ト をサポート し、それらをシール

ド  オブジェク ト （封印されたオブジェク ト ） と して公開します。

詳細については、 「サポート される  .NET オブジェク ト 」 を参照してください。 

ADO.NET Entity Framework のプログラ ミ ング コンテキス トでは、本質的に一部の ADO.NET メ ソ ッ ドおよびプロ

パティを使用する必要がなくな り ます。 しかし、 これらのプロパティおよびメ ソ ッ ドは、 標準の ADO.NET アプ

リ ケーシ ョ ンでは有用なままです。 Visual Studio に組み込まれているオンライン ヘルプで、 各ク ラスのパブリ ッ

ク  メ ソ ッ ドおよびパブリ ッ ク  プロパティについて説明されています。

表 20 は、 ADO.NET Entity Framework アプリ ケーシ ョ ンでデータ  プロバイダーを使用する場合には不要となる、

あるいは実装が異なるプロパティおよびメ ソ ッ ドを示しています。

表 20 ADO.NET Entity データ  プロバイダーとの、 プロパティおよびメソッ ドの相違点

プロパティまたはメソ ッ ド 動作

PsqlCommand

AddRowID サポート されません。 ADO.NET Entity Framework は、 返される追加データを処理しません。

ArrayBindCount サポート されません。アプ リ ケーシ ョ ンは、ADO.NET Entity Framework 上でこのバインド数

に影響を与えるこ とができません。

ArrayBindStatus サポート されません。アプ リ ケーシ ョ ンは、ADO.NET Entity Framework 上でこのバインド数

に影響を与えるこ とができません。

BindByName サポート されません。 代わりに、 データ  プロバイダーは ADO.NET Entity Framework プログ

ラ ミ ング コンテキス ト を使用します。

CommandTImeout サポート されません。 代わりに、 データ  プロバイダーは ADO.NET Entity Framework プログ

ラ ミ ング コンテキス ト を使用します。

UpdatedRowSource サポート されません。 代わりに、 データ  プロバイダーは ADO.NET Entity Framework プログ

ラ ミ ング コンテキス ト を使用します。

PsqlCommandBuilder

DeriveParameters サポート されません。 代わりに、 データ  プロバイダーは ADO.NET Entity Framework プログ

ラ ミ ング コンテキス ト を使用します。

PsqlConnection

ConnectionTimeout 接続文字列でのみサポート されます。 

StatisticsEnabled StatisticsEnabled または StatisticsDisabled ス ト ア ド  プロシージャを使用し ます。 ADO.NET
Entity Framework アプリ ケーシ ョ ンでこの関数を使用する方法については、「ADO.NET Entity
Framework でのス ト アド  プロシージャの使用」 を参照して ください。

DataAdapter

UpdateBatchSize サポート されません。 代わりに、 データ  プロバイダーは ADO.NET Entity Framework プログ

ラ ミ ング コンテキス ト を使用します。
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モデルの作成

Entity Framework は、 Visual Studio でデータのモデルを作成します。 

メモ  ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーを使って開発するには、 バージ ョ ン 4.4 または 4.5 の

Actian Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーと一緒に、 Microsoft .NET Framework バージ ョ ン

4.5.x、 4.6.x、 4.7.x、 または 4.8 と、 Visual Studio 2017 以降を使用する必要があ り ます。

Visual Studio で Entity Framework を使用してデータのモデルを作成するには、 まず、 データベース  スキーマが利

用可能になっているこ とを確認して ください。 

 Visual Studio で Entity Framework を使用してデータのモデルを作成するには

1 Visual Studio で、Windows コンソール、Windows フォームなどの新しい .NET アプリ ケーシ ョ ンを作成します。 

2 ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラーでプロジェク ト を右ク リ ッ ク し、［追加］>［新しい項目］をク リ ッ ク します。 

3 ［ADO.NET Entity Data Model］ を選択したら、 ［追加］ をク リ ッ ク します。  

4 Entity Data Model ウ ィザードが表示されます。 Microsoft ADO.NET Entity Framework 6.1 （EF 6.1） を構成して

いるかど うかに基づいて、 次のいずれかの操作を行います。

Error

ErrorPosition サポート されません。 代わりに、 データ  プロバイダーは ADO.NET Entity Framework プログ

ラ ミ ング コンテキス ト を使用します。

SQLState サポート されません。 代わりに、 データ  プロバイダーは ADO.NET Entity Framework プログ

ラ ミ ング コンテキス ト を使用します。

表 20 ADO.NET Entity データ  プロバイダーとの、 プロパティおよびメソッ ドの相違点

プロパティまたはメソ ッ ド 動作
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 EF 6.1 を構成していない場合は、 ［データベースから生成］ を選択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。 

 EF 6.1 を構成している場合は、［データベースから  EF Designer］ を選択して ［次へ］ をク リ ッ ク します。 
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5 ［データ接続の選択］ ページで ［新しい接続］ をク リ ッ ク して、新しい接続を作成します。既存の接続がある

場合は、 ド ロ ップダウン リ ス トからその接続を選択するこ とができます。 

6 ［接続のプロパティ］ ウ ィンド ウが表示されます。 必要な接続情報を指定して、 ［OK］ をク リ ッ ク します。 

7 ウ ィザードが Entity 接続文字列を作成します。

a. ラジオ ボタンが選択可能であれば、 ［はい、 重要情報を接続文字列に含めます］ を選択して、 接続文字

列に重要情報を含めるよ うにします。

b. ［エンティテ ィ接続設定に名前を付けて ... に保存］ フ ィールドで、 メ インのデータ  アクセス  ク ラスの

名前を入力するか、 またはデフォルトの名前を受け入れます。 

c. ［次へ］ をク リ ッ ク します。 

8 構成されている  Entity Framework のバージ ョ ンに基づいて、 次のいずれかの操作を行います。
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 現在のプロジェク ト用に EF5 を構成している場合は、 ［バージ ョ ンの選択］ ページで ［次へ］ をク リ ッ

ク し、 デフォルトの ［Entity Framework 5.0］ で次へ進めます。 

メモ ：現在のプロジェク トで EF 6.1 を使用するには、 ウ ィザードを終了し、 EF 6.1 を構成した後、 プロ

ジェク ト を リ ビルド します。 EF 6.1 の構成後にプロジェク ト を リ ビルドする と、 ウ ィザードでは ［バー

ジ ョ ンの選択］ ページが表示されず、 次の手順へ直接進めるよ うにな り ます。

 現在のプロジェク ト用に EF 6.1 を構成している場合は、 次の手順に進みます。

9 モデルで使用するデータベース  オブジェク ト を選択します。 
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10 ［完了］ をク リ ッ ク します。 モデルが生成され、 モデル ブラウザーで開かれます。 
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Entity Framework 5 アプリケーシ ョ ンから  Entity Framework 6.1 への
アップグレード

Entity Framework Power Tools を使用して、 EF 6.1 でマッ ピング ビ ューを再生成する こ と ができ ます。 Entity
Framework Power Tools を Zen ADO.NET Entity Framework プロバイダーと連動させるには、 .NET Framework 4.0 の
machine.config ファ イルに Provider の登録エン ト リ を追加する必要があ り ます。 

下記の手順では、 Zen ADO.NET Entity Framework プロバイダーを使用して作成された EF 5 アプリ ケーシ ョ ンを

EF 6.1 アプリ ケーシ ョ ンにアップグレード します。 この手順は、 EF 5 アプリ ケーシ ョ ンを EF 6.1 にアップグレー

ドする場合にのみ必要とな り ます。アップグレード後、 machine.config ファ イルの編集を元に戻すこ とによ り、以

前の内容に戻すこ とをお勧めします。

メモ  Entity Framework 5 Code First アプリ ケーシ ョ ンで作成されたオブジェク トがターゲッ ト  データベース

に既に含まれている場合は、それらのオブジェク ト を削除してから、移行された Entity Framework 6.1 アプリ

ケーシ ョ ンを実行する必要があ り ます。Entity Framework 5.0 は Entity Framework 6.1 とは異なる外部キー制約

名を生成するため、 それによ り、 アプリ ケーシ ョ ンは " テーブルまたはビューは既に存在します " というエ

ラーで失敗します。

 machine.config ファイルを編集するには

1 以下の手順を続行する前に、 すべての Visual Studio ウ ィンド ウを閉じてください。

2 次の場所にある  .Net Framework 4 用の machine.config ファ イルを開きます。 64 ビッ ト  システムを使用してい

る場合は、 2 番目の場所にあるファイルも開きます。

 %windir%\Microsoft.NET\Framework\v4.0.30319\Config\machine.config

 %windir%\Microsoft.NET\Framework64\v4.0.30319\Config\machine.config

3 <configSections></configSections> ノード下に次のエン ト リ を追加します。

<section name="entityFramework" 

type="System.Data.Entity.Internal.ConfigFile.EntityFrameworkSection, EntityFramework, 

Version=6.0.0.0, Culture=neutral, PublicKeyToken=b77a5c561934e089" 

requirePermission="false" /> 

4 <configuration> </configuration> ノード下の </configSections> 閉じるタグよ り後に次のエン ト リ を追加します。

<entityFramework>

<providers>

<provider invariantName="Pervasive.Data.SqlClient" 

type="Pervasive.Data.SqlClient.Entity.PsqlProviderServices, 

Pervasive.Data.SqlClient.Entity, Version=4.5.0.6, Culture=neutral, 

PublicKeyToken=c84cd5c63851e072" />

</providers>

</entityFramework> 

メ モ  このバージ ョ ン 4.5 の例では Version=4.5.0.6 を使用し ています。 バージ ョ ン 4.4 の場合は、

Version=4.4.0.6 を使用します。

5 変更したファイルを保存して閉じます。
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6 対応するプロジェク トに EF バージ ョ ン 6.1.2 をインス トールする必要があ り ます。 これを行うには、 プロ

ジェク ト を新しい EF 6.1.x ランタイムにアップグレードする必要があ り ます。 次の 2 つの方法のいずれかに

よ り実行できます。

方法 1 

a. プロジェク ト を右ク リ ッ ク して、 ［NuGet パッケージの管理］ をク リ ッ ク します。

b. ［オンライン］ タブで、 EntityFramework を選択して ［インストール］ をク リ ッ ク します。

以前のバージ ョ ンの EntityFramework NuGet パッケージが EF 6.1.x にアップグレード されます。

方法 2 

EF 6.1.2 をインス トールする対応プロジェク トに対し、パッケージ マネージャー コンソールから次のコマン

ドを実行します。

Install-Package EntityFramework -Version 6.1.2

7 いずれかの方法を使用した後、 System.Data.Entity.dll へのアセンブリ参照が削除されているこ とを確認しま

す。

EF6 NuGet パッケージをインス トールする と、 System.Data.Entity へのすべての参照がプロジェク トから自動

的に削除されます。

8 EF 6.x のコード生成を使用するよ うに Enterprise Framework Designer （EDMX） モデルを変更します。 EF

Designer で作成されたモデルがある場合は、 コード生成テンプレート を更新して、 EF6 互換コードを生成す

る必要があ り ます。

メモ  Visual Studio 2012 以降の場合は、 EF 6.x DbContext Generator テンプレートのみ使用できます。

a. 既存のコード生成テンプレート を削除します。 

これらのファイルには通常、 <edmx ファ イル名 >.tt や <edmx ファ イル名 >.Context.tt という名前が付け

られており、 ソ リ ューシ ョ ン エク スプローラーで .edmx ファ イルの下に入れ子になっています。 ソ

リ ューシ ョ ン エクスプローラーでテンプレート を選択し、Delete キーを使用してそれらを削除するこ と

ができます。

メモ  Web サイ ト  プロジェク トでは、 ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラー内のテンプレートは .edmx ファ イル

の下に入れ子になっているのではなく、並んで存在しています。 VB.NET プロジェク トでは、 ［すべてのファ

イルを表示］を有効にして、入れ子になったテンプレート  ファ イルを表示できるよ うにする必要があ り ます。

b. 適切な EF 6.x コード生成テンプレート を追加します。

EF Designer でモデルを開き、 デザイン画面を右ク リ ッ ク して ［コード生成項目の追加］ を選択します。

 DbContext API （推奨） を使用している場合は、 ［データ］ タブで EF 6.x DbContext Generator を使用

できます。

Visual Studio 2012 を使用している場合は、 このテンプレート を使用するために EF 6 Tools をインス

トールする必要があるこ とに注意して ください。 詳細については、 Microsoft の 「Entity Framework

を取得する」 （https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ee712906(v=vs.113).aspx） を参照してください。

 ObjectContext API を使用している場合は、［オンライン］ タブを選択し、EF 6.x EntityObject Generator

を検索する必要があ り ます。

c. コード生成テンプレートにカスタマイズを適用した場合は、更新されたテンプレートに再適用する必要

があ り ます。

9 使用しているすべてのコア EF 型の名前空間を更新します。
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DbContext 型および Code First 型は変更されていません。 これは、 EF 4.1 以降を使用する多くのアプ リ ケー

シ ョ ンでは、 何も変更する必要がないこ とを意味します。

以前は System.Data.Entity.dll にあった ObjectContext などの型は、新しい名前空間に移動されました。つま り、

EF6 に対してビルドするには、 using ディ レクティブまたは import ディ レクティブを更新する必要があ り ま

す。

名前空間の変更に関する一般的な規則は、 「System.Data.* 内のすべての型が System.Data.Entity.Core.*. に移動

される」 という こ とです。 言い換える と、 System.Data の後に Entity.Core を挿入するだけです。 たとえば、 次

のよ うにな り ます。

 System.Data.EntityException => System.Data.Entity.Core.EntityException

 System.Data.Objects.ObjectContext => System.Data.Entity.Core.Objects.ObjectContext

 System.Data.Objects.DataClasses.RelationshipManager =>
System.Data.Entity.Core.Objects.DataClasses.RelationshipManager

これらの型は、 ほとんどの DbContext ベースのアプリ ケーシ ョ ンでは直接使用されないため、 Core 名前空間

にあ り ます。 System.Data.Entity.dll の一部であった一部の型は、 DbContext ベースのアプリ ケーシ ョ ンでよ く

使用され、 直接使用されるため、 Core 名前空間に移動されていません。 次のものが該当します。

 System.Data.EntityState => System.Data.Entity.EntityState

 System.Data.Objects.DataClasses.EdmFunctionAttribute => System.Data.Entity.DbFunctionAttribute

メモ ： このク ラスは名前が変更されました。 古い名前のク ラスは引き続き存在し、 動作しますが、 現在

は不使用とマーク されています。

 System.Data.Objects.EntityFunctions => System.Data.Entity.DbFunctions

メモ ： このク ラスは名前が変更されました。 古い名前のク ラスは引き続き存在し、 動作しますが、 現在

は不使用とマーク されています。

10 マッピング ビューを再生成します。

以前にマッピング ビューを生成した場合は、 そのファイルを削除して、 マッピング ビューを再生成します。

マッピング ビューの詳細については、 https://msdn.microsoft.com/en-us/data/dn469601 を参照して ください。

これで、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーを使用してビルド された EF 5 アプリ ケーシ ョ ンが EF 6.1.2 にアップ

グレード されました。

メモ  すべての EF 5 アプリ ケーシ ョ ンが EF 6.1.2 にアップグレード されたら、machine.config ファ イルに加え

た変更を元に戻し、 以前の machine.config ファ イルを復元するこ とをお勧めします。

Entity Framework Power Tools は、ビュー モデルを使用する  EF 5.0 アプリ ケーシ ョ ンを EF 6.1 アプリ ケーシ ョ ンに

移行するためのよ り簡単な方法を提供します。テス ト中、Entity Framework Power Tools が Zen Entity Framework プ
ロバイダーで正常に機能するこ とがわかり ました。

メモ  Entity Framework Power Tools は、 Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーでは認定済みの

サポート されているツールではあ り ません。
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詳細情報

ADO.NET および Entity Framework の追加情報については、 以下を参照してください。

 Programming Entity Framework by Julie Lerman は、ADO.NET Entity Framework の使い方の網羅的な議論を提供

しています。

 ADO.NET Entity Framework では、 Entity Framework を紹介するほか、 多くの詳細にわたる項目へのリ ンクを

提供しています。 

 接続文字列 （Entity Framework） では、 Entity Framework による接続文字列の使い方について説明します。 接

続文字列には、 基となる  ADO.NET データ  プロバイダーへの接続に使用する情報が含まれているほか、 必要

なエンティティ  データ  モデルのマッピングおよびメ タデータに関する情報も含まれています。

 Entity Data Model ツールでは、 EDM を使用してアプリ ケーシ ョ ンを視覚的に構築するためのツールについて

説明します。個別のツールと して、Entity Data Model ウ ィザード、ADO.NET Entity Data Model デザイナー （エ

ンティティ  デザイナー）、およびモデルの更新ウ ィザードがあ り ます。これらのツールは共同して、エンティ

ティ  データ  モデルを生成、 編集、 および更新するこ とができます。

 LINQ to Entities を使用する と、開発者はビジネス  ロジッ クの構築に使用された言語と同じ言語のデータベー

スに対するクエ リ を作成できるよ うにな り ます。 

https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/bb399572.aspx
https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc716756.aspx
https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/bb399249.aspx
https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/bb386964.aspx
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7Zen ADO.NET Entity Framework 
Core データ  プロバイダー 

Zen ADO.NET Entity Framework (EF) Core は、 クロス  プラ ッ ト フォーム開発をサポートする  .NET 用の軽量で拡張

可能なオブジェク ト  リ レーシ ョナル マッパー （O/RM） です。 これによ り、 開発者は .NET オブジェク ト を使用

してデータベースを操作できるよ うにな り、 データ中心のアプ リ ケーシ ョ ンで記述および保守する必要のある

コードの量を減らすこ とができます。 

Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーは、 ADO.NET Entity Framework Core を使用するアプリ

ケーシ ョ ンで使用できます。 以下をサポート しています。

 Microsoft ADO.NET Entity Framework Core 3.1

 .Net Standard 2.1 でサポート されるすべてのプラ ッ ト フォーム。詳細については、 https://docs.microsoft.com/ja-

jp/dotnet/standard/net-standard を参照して ください。

 Microsoft Entity Framework Core および Actian Zen データベースの両方でサポート されるすべての機能。 詳細

については、 https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/what-is-new/ を参照してください。

Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーは、ADO.NET データ  プロバイダーを使用して ADO.NET
データベース  サーバーと通信します。 つま り、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーによって定義された機能は、

こ こで特に断りがない限り、Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーに適用される という こ とで

す。 同様に、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーに合わせて作られたすべてのパフォーマンス構成が、 Zen
ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーで実現されます。 

メモ ： Zen ADO.NET Entity Framework Core のアプリ ケーシ ョ ンを開発する場合は、 Visual Studio 2019 以降が必要

です。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/standard/net-standard
https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/standard/net-standard
https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/what-is-new/
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Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーについて

Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーはマネージ コードのみで構築されています。つま り、完

全に共通言語ランタイム （CLR） の内部で、 実行およびデータベースへの接続が行えます。 

ク ラ イアン ト  ライブラ リや COM コンポーネン ト などネイティブ オペレーティング システムで実行するコード

はアンマネージ コード と言います。 マネージ コード とアンマネージ コードは 1 つのアプリ ケーシ ョ ン内に混在

させるこ とができます。 ただし、 アンマネージ コードは共通言語ランタイムの外部にまで影響が及ぶため、現実

的には複雑になり、パフォーマンスも低下します。また、セキュ リ ティの危険にさらすこ とにもな りかねません。 

名前空間

Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーの名前空間は、 Actian.EntityFrameworkCore.Zen です。 

アセンブリ名

Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーは、 Actian.EntityFrameworkCore.Zen.dll という名前のア

センブリ を使用します。

これを使用するには、 「SDK ダウンロードで入手できる  Zen ADO.NET データ  プロバイダー」 に示されているお

使いのバージ ョ ンの最新 SDK の .zip アーカ イブをダウ ン ロー ド し て、 NuGet パッ ケージ

Actian.EntityFrameworkCore.Zen を展開します。 その後、 プロジェク トにパッケージを追加します。 
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Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーの構成

 ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーを構成するには

1 .Net Standard 2.1 を対象とするアプリ ケーシ ョ ンを作成します。詳細については、 https://docs.microsoft.com/ja-

jp/dotnet/standard/net-standard を参照してください。

2 NuGet パッケージ Actian.EntityFrameworkCore.Zen をインス トールします。

3 新しいコンテキス ト  ク ラスをアプリ ケーシ ョ ンに追加し、 次のコードを使用して OnConfiguring メ ソ ッ ドを

オーバーライ ド します。

public class MyContext : DbContext

 {

protected override void OnConfiguring(DbContextOptionsBuilder optionsBuilder)

=> optionsBuilder.UseZen(connection string);

 }

https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/standard/net-standard
https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/standard/net-standard
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Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーでの接続文字
列の使用

Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーは接続文字列に含まれている情報を使用して、 Entity
Framework Core をサポートする基となる  Zen ADO.NET データ  プロバイダーに接続します。

接続文字列オプシ ョ ンのデフォルト値の変更

Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーで使用される接続文字列オプシ ョ ンのデフォル ト値の

多くは、 Zen ADO.NET データ  プロバイダーで使用されるデフォルト値と同じです （詳細については、 表 35 を参

照して ください）。表 21 は、ADO.NET Entity Framework Core アプリ ケーシ ョ ンで接続文字列オプシ ョ ンを使用す

る場合には、 違うデフォルト値になるオプシ ョ ンを示しています。

表 21 ADO.NET Entity Framework Core アプリケーシ ョ ンで使用される接続文字列オプシ ョ ンのデフォルト値

接続文字列オプシ ョ ン ADO.NET Entity Framework Core アプリケーシ ョ ンでのデフォルト値

Parameter Mode サポート されません。

Statement Cache Mode ExplicitOnly 値のみサポート されます。

DB File Directory Path Environment.SpecialFolder.CommonApplicationData。Environment.SpecialFolder 列挙型および

サポー ト されるフ ィールドの詳細については、 https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/api/
system.environment.specialfolder?view=netcore-3.1 を参照してください。 

https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/api/system.environment.specialfolder?view=netcore-3.1
https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/api/system.environment.specialfolder?view=netcore-3.1
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Code First のサポート

Entity Framework Core は Code First の機能をサポート しています。 これらの機能のサポート を実装する と、長い識

別子名の処理に必要な変更など、 データ  プロバイダーへの変更が必要になり ます。 ただし、 アプ リ ケーシ ョ ンの

変更は必要あ り ません。

Code First の実装は型マッピングの変更を必要と します。詳細については、 「Code First の型マッピング」 を参照し

て ください。

長い識別子名の処理

ほとんどの Zen 識別子の最大長は 20 バイ トです。 サーバー上で作成するオブジェク トの名前はク ラス名とプロ

パティ名から取られるため、 識別子名がこのサイズを超える場合があ り ます。 また、 制約名は多くの場合、 いく

つかのオブジェク ト名を連結して作成されます。 このよ うな場合には、 識別子の最大長を超える可能性がさらに

大き くな り ます。

列の場合、データ  プロバイダーは識別子の末尾をチルダ文字 ~ に置き換えるこ とによ り、識別子をデータベース

で許容される識別子の最大長に短縮し ます。 た と えば、 文字列 ColumnMoreThanTwentyCharacters は
ColumnMoreThanTwent~ に短縮されます。

テーブルの場合、データ  プロバイダーは識別子の末尾を整数のハッシュ  コードに置き換えるこ とによ り、識別子

を デ ー タ ベ ー ス で 許 容 さ れ る 識 別 子 の 最 大 長 に 短 縮 し ま す。 た と え ば、 文 字 列

ATableWithAVeryLongTableName は ATableWit_1738385675 に短縮されます。

DB ツールを使用して DB オブジェク トのアクセスや表示を行った場合、 作成されたテーブルの名前が、 モデル

クラス名とプロパティ名から予想される名前とは異なる場合があ り ます。
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ADO.NET Entity Framework Core での Code First Migrations の使用

Entity Framework Core では Code First Migrations をサポート しています。 これによ り、 データベースを削除して再

作成しな くても、 データベース  スキーマを更新するこ とでモデル ク ラスを反映できるよ うにな り ます。 

移行は、 モデルの変更に従って、 データベース  スキーマを増分で更新できるよ うにします。データベースに対す

る各変更セッ トは、 移行と して知られるコード  ファ イルで表されます。 移行は、 通常、 タイムスタンプを使用し

て管理され、 データベース内のテーブルは、 どの移行がデータベースに適用されたかを追跡します。

Code First Migrations は型マッピングの変更を必要と します。 詳細については、 「Code First の型マッピング」 を参

照して ください。

Code First Migrations を実装するには、 Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーを構成した時点

で、 次の NuGet パッケージをインス トールします。 Microsoft.EntityFrameworkCore.Tools （バージ ョ ン 3.1） 
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リバース エンジニアリングの使用 （スキャフォールディング）

データベース  スキーマに基づいてエンティティ型ク ラスおよび DbContext ク ラスをスキャフォールディングする

処理は、 リバース  エンジニア リ ングと呼ばれます。これは、EF Core パッケージ マネージャー コンソール （PMC）
ツールの Scaffold-DbContext コマンド、 または .NET コマン ド  ラ イン インターフェイス （CLI） ツールの

dotnet ef dbcontext scaffold コマンドを使用して実行できます。

ADO.NET Actian Zen Entity Framework Core データ  プロバイダーで リバース  エンジニア リ ングを使用するには、

データ  プロバイダーを構成した後、 次の手順を実行します。

1 NuGet パッケージ Microsoft.EntityFrameworkCore.Tools （バージ ョ ン 3.1） をインス トールします。

2 次の Scaffold-DbContext PowerShell コマンドを実行します。

Scaffold-DbContext 'connection string' Actian.EntityFrameworkCore.Zen 

必要に応じて、 Scaffold-DbContext PowerShell コマンドにパラ メーターを追加するこ とができます。 詳細に

ついては、 https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/managing-schemas/scaffolding?tabs=vs を参照してください。

.Net Core CLI 環境で リ バース  エンジニア リ ングを使用する場合は、 https://docs.microsoft.com/en-in/ef/core/
managing-schemas/scaffolding?tabs=dotnet-core-cli を参照してください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/managing-schemas/scaffolding?tabs=vs
https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/managing-schemas/scaffolding?tabs=dotnet-core-cli
https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/managing-schemas/scaffolding?tabs=dotnet-core-cli
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Code First の型マッピング 

「CLR 型から  Code First モデルの Actian Zen データ型へのマッピング」 は、モデル中心の型マッピングを示してい

ます。 このマッピングでは、 CLR 型は、データベースの作成時に使用される  Zen （ス ト ア） 型に影響を与えます。

一部の CLR 型はいくつかの異なる  Zen 型にマップするこ とができます。

列は次のよ うに定義されています。

 ［CLR 型］ 列は、 共通言語ランタイムの型名を示しています。

 ［型マッピングに影響を与えるプロパティ値］ 列は、型マッピングに影響を及ぼす可能性のある、あらゆるプ

ロパティ値を示しています。

 ［Zen 型］ 列は、 ネイティブな型名を示しています。 

表 22 CLR 型から  Code First モデルの Actian Zen データ型へのマッピング

CLR 型 型マッピングに影響を与えるプロパティ値 Actian Zen データ型

Boolean BIT

Byte UTINYINT

Byte[ ] BINARY  

LONGVARBINARY1

DateTime AUTOTIMESTAMP

DATE

TIMESTAMP

TIMESTAMP22

DateTimeOffset DATETIME

Decimal CURRENCY

DECIMAL2

NUMERIC

NUMERICSA

NUMERICSTS

UBIGINT

Double BFLOAT8

DOUBLE2

Float FLOAT2 

REAL

BFLOAT4

Guid UNIQUEIDENTIFIER
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EDM 正規関数から  Zen 関数へのマッピング

ADO.NET Entity Framework Core は、エンティティ  データ  モデル（EDM）正規関数を Zen ADO.NET Entity Framework
Core データ  プロバイダーの対応するデータ  ソース機能に変換します。 これによって、 全データ  ソースに共通す

る形式で表現される関数を呼び出すこ とができます。

これらの正規関数はデータ  ソースから独立しているため、 正規関数の引数の型と戻り値の型は、 EDM の型の語

句で定義されます。 Entity SQL クエ リで正規関数を使用する と、 データ  ソースで適切な関数が呼び出されます。

すべての正規関数には、 ヌルが入力された場合の動作とエラー状況が明示的に指定されています。 ただし、

ADO.NET Entity Framework Core はこの動作を実行しません。 

Integer INTEGER2 

IDENTITY

USMALLINT

Long BIGINT2 

BIGIDENTITY

UINTEGER

SByte TINYINT

Short SMALLINT2 

SMALLIDENTITY

String NLONGVARCHAR2

Unicode=False LONGVARCHAR 

MaxLength= (1<=n<=8000)

Fixed Length=False

Unicode=True

NVARCHAR

MaxLength= (1<=n<=8000)

Fixed Length=False

Unicode=False

VARCHAR

MaxLength= (1<=n<=8000)

Fixed Length=True

Unicode=True

NCHAR

MaxLength= (1<=n<=8000)

Fixed Length=True

Unicode=False

CHAR

TimeSpan TIME

1. MaxLength に値が指定されていない場合は、 この型にマップされます。

2. デフォルトでは、 この型にマップされます。

表 22 CLR 型から  Code First モデルの Actian Zen データ型へのマッピング

CLR 型 型マッピングに影響を与えるプロパティ値 Actian Zen データ型
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集計正規関数

表 23 は、EDM 集計正規関数から  Zen 関数へのマッピング、およびこれらの関数が適用される  CLR 型を示します。

数学正規関数

表 24 は、EDM 数学正規関数から  Zen 関数へのマッピング、およびこれらの関数が適用される  CLR 型を示します。 

表 23 集計正規関数のマッピング

集計正規関数 Actian Zen 関数 CLR 型

BigCount(expression) COUNT_BIG(expression) Long

Count(expression) COUNT(expression) Integer

表 24 数学正規関数のマッピング

数学正規関数 Actian Zen 関数 CLR 型

Abs(expression) ABS(expression) Decimal、 Double、 Float、 Int、 Long、
SByte、 Short

Ceiling(expression) CEILING(expression) Decimal、 Double

Floor(expression) FLOOR(expression) Decimal、 Double

Pow(base, power) POWER(base, power) Double

Exp(expression) EXP(expression) Double

Log10(expression) LOG10(expression) Double

Log(expression) LOG(expression) Double

Sqrt(expression) SQRT(expression) Double

Acos(expression) ACOS(expression) Double

Asin(expression) ASIN(expression) Double

Atan(expression) ATAN(expression) Double

Atan2(expression1, expression2) ATAN2(expression1, expression2) Double

Cos(expression) COS(expression) Double

Sin(expression) SIN(expression) Double

Tan(expression) TAN(expression) Double

Sign(expression) SIGN(expression) Decimal、 Double、 Float、 Int、 Long、
SByte、 Short
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日付と時刻の正規関数

表 25 は、 EDM の日付と時刻の正規関数から  Zen 関数へのマッピングを示します。 これらの関数は、 日付時刻

データを使用する型の生成、処理、および操作を行います。 また、 この表はこれらの関数が適用される  CLR 型も

示しています。 

表 25 日付と時刻の正規関数のマッピング

日付と時刻の正規関数 Actian Zen 関数 CLR 型

DateTime.Now SYSDATETIME() DateTime

DateTime.Now SYSDATETIMEOFFSET() DateTimeOffset

DateTime.UtcNow SYSUTCDATETIME() DateTime

DateTimeOffset

DateTime.Today CURDATE() DateTime

DateTimeOffset

AddYears(expression) DATEADD(year, expression, column) DateTime

DateTimeOffset

AddMonths(expression) DATEADD(month, expression, 
column)

DateTime

DateTimeOffset

AddDays(expression) DATEADD(day, expression, column) DateTime

DateTimeOffset

AddHours(expression) DATEADD(hour, expression, column) DateTime

DateTimeOffset

AddMinutes(expression) DATEADD(minute, expression, 
column)

DateTime

DateTimeOffset

AddSeconds(expression) DATEADD(second, expression, 
column)

DateTime

DateTimeOffset

AddMilliSeconds(expression) DATEADD(millisecond, expression, 
column)

DateTime

DateTimeOffset

EF.Functions.DateDiffYear(column, 
expression)

DATEDIFF(year, column, expression) DateTime

DateTimeOffset

EF.Functions.DateDiffMonth(column, 
expression)

DATEDIFF(month, column, 
expression)

DateTime

DateTimeOffset

EF.Functions.DateDiffDay(column, 
expression)

DATEDIFF(day, column, expression) DateTime

DateTimeOffset

EF.Functions.DateDiffHour(column, 
expression)

DATEDIFF(hour, column, 
expression)

DateTime

DateTimeOffset

TimeSpan

EF.Functions.DateDiffMinute(column, 
expression)

DATEDIFF(minute, column, 
expression)

DateTime

DateTimeOffset

TimeSpan
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文字列正規関数

表 27 は、EDM 文字列正規関数から  Zen 関数へのマッピング、およびこれらの関数が適用される  CLR 型を示しま

す。 

EF.Functions.DateDiffSecond(column, 
expression)

DATEDIFF(second, column, 
expression)

DateTime

DateTimeOffset

TimeSpan

EF.Functions.DateDiffMilliSecond(colum
n, expression)

DATEDIFF(millisecond, column, 
expression)

DateTime

DateTimeOffset

TimeSpan

表 26 文字列正規関数のマッピング

文字列正規関数 Actian Zen 関数 CLR 型

IndexOf(expression) POSITION(expression, column) String

Replace(toReplace, replaceWith) REPLACE(toReplace, column, replaceWith) String

ToLower() LOWER(column) String

ToUpper() UPPER(column) String

SubString(start, length) SUBSTRING(column, start, length) String

IsNullOrWhiteSpace() 列の LTRIM および RTRIM と、 ヌル

チェッ クの組み合わせ

String

TrimStart() LTRIM(column) String

TrimEnd() RTRIM(column) String

TRIM() 列の LTRIM と  RTRIM の組み合わせ String

Contains(expression) POSITION(expression, column) String

StartsWith(expression) 列の LEFT と  LENGTH の組み合わせ String

EndsWith(expression) 列の RIGHT と  LENGTH の組み合わせ String

Length() LENGTH(column) String

EF.Functions.Position(column, expression) POSITION(expression, column) String

表 25 日付と時刻の正規関数のマッピング

日付と時刻の正規関数 Actian Zen 関数 CLR 型
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その他の正規関数

表 27 は、その他の正規関数から  Zen 関数へのマッピング、およびこれらの関数が適用される  CLR 型を示します。 

メモ ： column は関数が適用されるプロパティです。

表 27 その他の正規関数のマッピング

正規関数 Actian Zen 関数 CLR 型

ToString() CONVERT(column, SQL_CHAR) すべての型

NewGuid() NEWID() Guid



108

Entity Framework 機能の拡張

ADO.NET Entity Framework Core および Actian Zen Entity Framework Core データ  プロバイダーは、簡単に拡張でき

るよ うに設計されています。 以下の例は、 Entity Framework Core を拡張する方法を示しています。

 https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/managing-schemas/migrations/history-table 

 https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/modeling/dynamic-model 

https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/managing-schemas/migrations/history-table
https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/modeling/dynamic-model


109

ADO.NET Entity Framework Core でのストアド  プロシージャの使用

Entity Framework Core では、 raw SQL クエ リ を使用してス ト アド  プロシージャを拡張するこ とができます。 詳細

については、 https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/querying/raw-sql を参照して ください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/querying/raw-sql


110

Entity Framework 6.x から  Entity Framework Core へのアプリケーシ ョ ン
のアップグレード

アプ リ ケーシ ョ ンを Entity Framework 6.x から  Entity Framework Core にア ッ プグレー ドするには、 https://
docs.microsoft.com/ja-jp/ef/efcore-and-ef6/porting/ を参照してください。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/efcore-and-ef6/porting/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/efcore-and-ef6/porting/
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制限事項

Actian Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーには以下の制限事項があ り ます。

 Entity Framework Core には、 リバース  エンジニア リ ング （スキャフォールディング） に関連するいくつかの

制限があ り ます。 それらはすべて、 Actian Zen Entity Framework Core データ  プロバイダーにも同様に適用さ

れ ま す。 こ れ ら の 制 限 の 詳 細 に つ い て は、 https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/managing-schemas/

scaffolding?tabs=dotnet-core-cli を参照してください。

 Actian Zen Entity Framework Core データ  プロバイダーは、 リバース  エンジニア リ ング （スキャフォールディ

ング） の同時実行機能をサポート していません。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/managing-schemas/scaffolding?tabs=dotnet-core-cli
https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/managing-schemas/scaffolding?tabs=dotnet-core-cli
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詳細情報

ADO.NET および Entity Framework Core の追加情報については、 以下を参照してください。

 ADO.NET Entity Framework Core では、 Entity Framework Core を紹介するほか、 多くの詳細にわたる項目への

リ ンクを提供しています。

 機能の比較では、 Entity Framework Core と  Entity Framework 6.X で使用できる機能を比較しています。

ASP.NET Core は、 ASP.NET Core Razor Pages アプリでの Entity Framework Core の使用方法を示しています。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/core/get-started/overview/first-app?tabs=visual-studio
https://docs.microsoft.com/ja-jp/ef/efcore-and-ef6/
https://docs.microsoft.com/ja-jp/aspnet/core/data/ef-rp/intro?view=aspnetcore-3.1&tabs=visual-studio
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8Visual Studio での Zen データ  プロ
バイダーの使用

Zen データ  プロバイダーは Visual Studio への統合に対応しています。 つま り、開発者は Microsoft Visual Studio の
グラフ ィカル ユーザー インターフェイスを使用して、 さまざまなタスクを実行できます。 

以下のト ピッ クでは、 Zen データ  プロバイダーの機能がどのよ うにして Visual Studio に組み込まれるかを説明し

ます。

 「接続の追加」

 「Zen Performance Tuning Wizard の使用」

 「プロバイダー固有テンプレートの使用」

 「Zen Visual Studio Wizard の使用」

 「ツールボッ クスからのコンポーネン トの追加」

 「データ  プロバイダー統合のシナリオ」
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接続の追加

Visual Studio では、 いくつかの方法で接続を追加するこ とができます。

 「サーバー エクスプローラーでの接続の追加」

 「データソース構成ウ ィザードによる接続の追加」

サーバー エクスプローラーでの接続の追加

接続を追加するには

1  サーバー エクスプローラーで ［データ接続］ を右ク リ ッ ク し、 ［接続の追加］ を選択します。 

［接続の追加］ ウ ィンド ウが表示されます。 

2 ［データ  ソース］ フ ィールドに Zen データ  プロバイダーが表示されている場合は、 手順 4 へ進みます。 そ う

でない場合は、 ［変更］ をク リ ッ ク します。
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3 ［データ  ソースの変更］ ウ ィ ンド ウが表示されます。 

a. ［データ  ソース］ リ ス ト  ボッ クスで "Actian Zen Database" を選択します。

b. ［データ  プロバイダー］ リ ス トで "Actian Zen ADO.NET Data Provider" を選択します。

c. ほかの接続でもこれらの選択を使用したい場合は、 ［常にこれを選択する］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンに

します。

d. ［OK］ をク リ ッ ク して ［接続の追加］ ウ ィンド ウに戻り ます。

4 ［接続の追加］ ウ ィンド ウで、 次の手順を実行します。

a. ホス ト名 （Host） を入力します。

b. ユーザー ID （User ID） とパスワード （Password） を入力します。 これらの値は認証で必要となり ます。

c. （任意） サーバー エクスプローラーで定義した接続インスタンスの存続期間中パスワードを保存したい

場合は、 ［Save my password］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンにします。

d. （省略可能） ［データベース］ 入力フ ィールドで、 接続するデータベースの名前を入力します。

5 さ らにプロバイダー固有のプロパティ値を指定する場合は、 ［詳細設定］ ボタンをク リ ッ ク します。 

［詳細プロパティ］ ダイアログ ボッ クスの値を変更するには、 対象フ ィールドで新しい値を選択するか、 値

を入力して Enter キーを押します。 この値が接続文字列に追加され、 プロパティの説明の下にあるフ ィール

ドに表示されます。 デフォルトの値を受け入れる場合は、 接続文字列フ ィールドを変更せずそのままにして

おきます。 必要な変更を加えたら、 ［OK］ をク リ ッ ク して ［接続の追加］ ウ ィ ンド ウに戻り ます。
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Advanced （詳細）

EnableIPv6 ： IPv4 アドレスを使用した Zen サーバーへの接続に対応する下位互換性を提供します。 

True に設定する と、 IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスのいずれかを使用するサーバーに対し、 インス トー

ル済みの IPv6 プロ ト コルに対応したク ライアン ト を接続するこ とができます。 

False に設定する と、 ク ライアン トは下位互換性モードで実行します。 ク ライアン トは常に、 IPv4 アドレスを

使用するサーバーに接続されます。

デフォルト値は、 4.0 では True に設定されます。

IPv6 形式の詳細については、 『Getting Started with Zen』 の 「IPv6」 を参照してください。

Encoding ： データベースに格納されている文字列データの変換に使用する、 ANSI 名または Windows コード

ページを入力します。 デフォルトでは、 Windows コード  ページが使用されます。

Initial Command Timeout：データ  プロバイダーが実行の試行を終了してエラーを生成するまでのデフォルト

の待機時間 （秒単位のタイムアウ ト ） を指定します。 このオプシ ョ ンは、 アプリ ケーシ ョ ンのコードに変更

を加えるこ とな く、 PsqlCommand オブジェク トの CommandTimeout プロパティ と同じ機能を提供します。 そ

の後、 アプリ ケーシ ョ ンは CommandTimeout プロパティを使用して Initial Command Timeout 接続文字列オプ

シ ョ ンを上書きするこ とができます。 

デフォルトの初期値は 30 秒です。

メモ ： CommandTimeout オプシ ョ ンの初期値に、 サーバーのデッ ド ロ ッ ク  検出およびタイムアウ トの最大値

よ り大きい値を設定します。 これによって、 アプリ ケーシ ョ ンはタイムアウ ト した場合によ り意味のある応

答を受け取るこ とができます。

Initialization String ： セッシ ョ ンの設定を管理するために、 データベースへの接続後直ちに発行されるステー

ト メン ト を入力します。

たとえば、 NULL で埋められた CHAR 列を処理するには、 次のよ うに値を設定します。

Initialization String=SET ANSI_PADDING ON

メモ ： 何らかの理由でステート メ ン ト が失敗した場合、 サーバーへの接続は失敗します。 データ  プロバイ

ダーは、 サーバーから返されたエラーを含む例外をスローします。

Parameter Mode ： ネイティブ パラ メーター マーカーおよびバインディングの動作を選択します。 これによ

り、アプリ ケーシ ョ ンはプロバイダー固有の SQL コードを再利用でき、Zen データ  プロバイダーへの移行を

容易にするこ とができます。このオプシ ョ ンは Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーには適用

されないので、 注意して ください。

ANSI （デフォルト ） に設定する と、 ? 文字はパラ メーター マーカーと して処理され、 序数と してバインド さ

れます。

BindByOrdinal に設定した場合、 ネイティブ パラ メーター マーカーが使用され、 序数と してバインド されま

す。

BindByName に設定した場合、ネイティブ パラ メーター マーカーが使用され、名前と してバインド されます。

PVTranslate ： ク ラ イアン トが、適合するエンコードをサーバーとネゴシエイ トするかど うかを選択します。 

Auto に設定する と、 データ  プロバイダーは Encoding 接続プロパティをデータベースのコード  ページに設定

します。 また、 SQL クエ リ  テキス トは、 データ  エンコードではなく  UTF-8 エンコードを使用して送信され

ます。 これによ り、 クエ リ  テキス ト内の NCHAR 文字列リテラルが保持されます。

Nothing （デフォルト ） に設定する と、 Encoding 接続プロパティの設定が使用されます。

Timestamp ： Zen のタイムスタンプを文字列と して格納および取得するかど うかを選択します。

DataTime （デフォルトの初期値） に設定する と、 データ  プロバイダーはタイムスタンプを DateTime にマッ

プします。 この設定はネイティブな精度が必要な場合、 たとえば、 タイムスタンプを含む CommandBuilder

を使用する場合に適しています。
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String に設定する と、 データ  プロバイダーは Zen タイムスタンプを文字列と してマップします。

TimeType：Zen の Time を Zen ADO.NET データ  プロバイダーの Timespan または DateTime と して取得するか

ど うかを指定します。

DateTime に設定する と、データ  プロバイダーは SQL の TIME 型を .NET の System.DateTime 型にマップしま

す。

TimeSpan に設定する と、データ  プロバイダーは SQL の TIME 型を .NET の System.DateTimeSpan 型にマップ

します。

Connection Pooling （接続プール）

Connection Reset ： アプ リ ケーシ ョ ンで再使用するための接続プールから接続を削除する場合、 その状態を

接続の初期設定状態にリセッ トするかど うかを選択します。 

False （デフォルトの初期値） に設定する と、 データ  プロバイダーは接続の状態を リセッ ト しません。

Connection Pool Behavior ： 再使用するための接続プールからどのよ う な順序で接続を削除するのかを、 接

続の使用頻度または使用時期に基づいて選択します。

MostRecentlyUsed に設定する と、データ  プロバイダーは後入れ先出し法 （LIFO） を用いて、最近プールに戻

された接続を返します。 

LeastRecentlyUsed に設定する と、データ  プロバイダーは先入れ先出し法 （FIFO） を用いて、最も使用回数の

低い接続を返します。 この値は、 プール内の接続をバランスよ く使用できるよ うにします。

MostFrequentlyUsed に設定する と、 データ  プロバイダーは最も使用回数の高い接続を返します。 この値は、

アプリ ケーシ ョ ンが一番よ く使い込んだ接続を優先的に扱う こ とができるよ うにします。

LeastFrequentlyUsed に設定する と、 データ  プロバイダーは最も使用回数の低い接続を返します。 この値は、

プール内の接続をバランスよ く使用できるよ うにします。 

Connection Timeout ： サーバーへの接続の試行が失敗した後、 接続されないでいる間の秒数を入力します。

接続フェールオーバーが有効になっている場合、 このオプシ ョ ンは接続の試行ごとに適用されます。 

0 に設定する と、 データ  プロバイダーが接続の試行でタイムアウ トするこ とはあ り ません。 

デフォルトの初期値は 15 秒です。

Load Balance Timeout ：接続プールで接続を保持する秒数を入力します。接続プール マネージャーは定期的

にすべてのプールをチェッ ク し、 この値を超過した接続を閉じたり排除します。 Min Pool Size オプシ ョ ンの

指定によって、 一部の接続は Load Balance Timeout に指定された値を無視するこ とができます。

値は、 0 から  65535 までの任意の整数を指定できます。

0 （デフォルトの初期値） に設定する と、 接続のタイムアウ トは上限値になり ます。

接続の存続時間については、 「プールからの接続の削除」 を参照して ください。

Max Pool Size ： 1 つのプール内の最大接続数を入力します。 最大数に達したら、 それ以上の接続を接続プー

ルに追加するこ とはできません。

値は、 1 から  65535 までの任意の整数を指定できます。

デフォルトの初期値は 100 です。

Max Pool Size Behavior ： 接続プール内のすべての接続が使用中である場合に、 データ  プロバイダーが Max

Pool Size オプシ ョ ンで指定された接続数を超えられるよ うにするかど うかを選択します。 

SoftCap に設定する と、すべての接続が使用中である と きにも う  1 つ接続が要求された場合、たとえ接続プー

ルが MaxPool Size オプシ ョ ンで設定された数を超える と しても、 新しい接続が作成されます。 プールに接続

が返されたと き、 そのプールがアイ ドル状態の接続でいっぱいである場合には、 プール メ カニズムは接続

プールが Max Pool Size を決して超えないよ う、 破棄する接続を選択します。
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HardCap に設定する と、 プールに許可されている最大接続数が使用中である と きは、 新しい接続要求は

Connection Timeout に達するまで、 接続が使用可能になるのを待ちます。 

Min Pool Size ： 接続プールが作成されたと き、 そのプールで開いている、 も し くは置いておく接続の最小数

（下限） を入力します。 接続プール内の一部の接続が Load Balance Timeout 値を超えたと しても、 接続プール

にはこの最小数の接続が保持されます。

値は、 0 から  65535 までの任意の整数を指定できます。

0（デフォルトの初期値）に設定する と、接続プールが作成されたと き、プール内に追加の接続は置かれません。

Pooling ： True （デフォルトの初期値） に設定する と、 接続プールは有効になり ます。

Failover （フ ェールオーバー）

Alternate Servers：プライマ リ  データベース  サーバーが使用不可能な場合、データ  プロバイダーが接続を試

みる代替データベース  サーバーの一覧を入力します。 このプロパティに値を指定する と、 データ  プロバイ

ダーに対して接続フェールオーバー機能が有効になり ます。

たとえば、 Alternate Servers 値を次のよ うに指定する と、接続フェールオーバー用に 2 つの代替サーバーが定

義されます。

Alternate Servers="Host=AcctServer;Port=1584, 
Host=123.456.78.90;Port=1584"

Connection Retry Count ：データ  プロバイダーがプライマ リ  サーバーへの接続を試行し、 その初期接続が失

敗した後に代替サーバーへの接続を試行する回数を入力します。 

値は、 0 から  65535 までの任意の整数を指定できます。 

0 （デフォルトの初期値） に設定する と、 再接続の試行回数は制限されません。

Connection Retry Delay ： 初期接続の試行に失敗した後、 プラ イマ リ  サーバーまたは （指定した場合には）

代替サーバーへの接続を再試行するまでの試行間隔を秒数で入力します。

デフォルトの初期値は 3 です。

このプロパティは Connection Retry Count プロパティに 0 を設定している場合は作用しません。

Load Balancing ： データ  プロバイダーがプライマ リ  データベース  サーバーや代替データベース  サーバーへ

の接続において、 ク ライアン ト  ロード  バランスを使用するかど うかを、 True または False を選択して決定し

ます。

False （デフォルトの初期値） に設定する と、 データ  プロバイダーはクライアン ト  ロード  バランスを使用し

ません。

Performance （パフォーマンス）

Enlist ：True または False を選択して、 スレッ ドの現在のト ランザクシ ョ ン コンテキス トの作成中に、データ

プロバイダーが接続への参加を自動的に試行するかど うかを指定します。 

メモ ： Zen は分散ト ランザクシ ョ ンをサポート しないため、 スレッ ドの現在のト ランザクシ ョ ン コンテキス

トでの接続への参加試行は失敗します。

False （デフォルトの初期値）に設定する と、データ  プロバイダーは接続への自動的な参加試行を行いません。

True に設定する と、 現在の ト ランザクシ ョ ン コンテキス トが存在する場合にデータ  プロバイダーはエラー

を返します。現在の ト ランザクシ ョ ン コンテキス トが存在しない場合、データ  プロバイダーは警告を発しま

す。

Max Statement Cache Size ： この接続のステート メン ト  キャ ッシュに保持できる、アプリ ケーシ ョ ンが生成

するステート メン トの最大数を入力します。

この値には 0、 または 1 以上の整数を指定できます。
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0 に設定する と、 ステート メン ト  キャ ッシュは無効になり ます。

1 以上の整数を設定する と、 その値はステート メン ト  キャ ッシュに保持できるステート メン ト数を決定しま

す。 

デフォルトの初期値は 10 です。 

Statement Cache Mode：接続存続期間のステート メン ト  キャ ッシュ  モードを選択します。詳細については、

「ステート メン ト  キャ ッシングの使用」 を参照してください。

Auto に設定する と、 ステー ト メ ン ト  キ ャ ッ シ ュは有効にな り ます。 Command のプロパテ ィ

StatementCacheBehavior で Implicit とマーク されているステート メン トがキャ ッシュされます。 これらのコマ

ンドは明示的にマーク されたコマンド よ り低い優先順位を持ちます。つま り、 ステート メン ト  プールが最大

ステート メン ト数に達した場合、 Cache とマーク されたステート メン ト用の余地を作るため、 Implicit とマー

ク されたステート メン トが最初に削除されます。

ExplicitOnly （デフォル トの初期値） を設定する と、 StatementCacheBehavior によって Cache とマーク された

コマンドのみがキャッシュされます。これは Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーでのみ有効

な値なので、 注意して ください。

Schema Information （スキーマ情報）

Schema Collection Timeout：試行したスキーマ コレクシ ョ ン操作が失敗した後、完了されないでいる間の秒

数を入力します。

デフォルトの初期値は 120 です。

Schema Options ： 返すこ とができる追加のデータベース  メ タデータを指定します。 デフォル トで、 データ

プロバイダーは、パフォーマンスに悪影響を与えるデータベース  メ タデータを返さないよ うにしてパフォー

マンスを最適化します。 アプ リ ケーシ ョ ンでこのよ うなデータベース  メ タデータを必要とする場合は、 メ タ

データの名前または 16 進値を指定します。

このオプシ ョ ンはパフォーマンスに影響するこ とがあ り ます。

ShowColumnDefaults または 0x04 を設定する と、 列のデフォルトが返されます。

ShowParameterDefaults または 0x08 を設定する と、 列のデフォルトが返されます。

FixProcedureParamDirection または 0x10 を設定する と、 プロシージャ定義が返されます。 

ShowProcedureDefinitions または 0x20 を設定する と、 プロシージャ定義が返されます。 

ShowViewDefinitions または 0x40 を設定する と、 ビュー定義が返されます。 

ShowAll または 0xFFFFFFFF を設定する と、 すべてのデータベース  メ タデータが返されます。

たとえば、プロシージャ定義の説明を返すには Options=ShowProcedureDefinitions または Schema Options=0x20

を指定します。

複数の除外されたメ タデータを表示するには、 名前をカンマ区切りのリ ス トで指定するか、 制限したい列コ

レクシ ョ ンの 16 進値の合計を指定します。

データ  プロバイダーが追加できるデータベース  メ タデータの名前および 16 進値については、表 36 を参照し

て ください。

Use Current Schema ： この接続文字列オプシ ョ ンはサポート されていません。 これを設定する と、データ  プ

ロバイダーは例外をスローします。

Security （セキュリテ ィ）

Encrypt ： データ  プロバイダーが暗号化されたネッ ト ワーク通信 （ワイヤ暗号化と も呼ばれます） を使用す

るかど うかを選択します。 

IfNeeded （デフォルトの初期値） に設定する と、 データ  プロバイダーはサーバーの設定を反映します。
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Always に設定する と、 データ  プロバイダーは暗号化を使用します。 サーバーでワイヤ暗号化が許可されな

い場合はエラーが返されます。 

Never に設定する と、 データ  プロバイダーは暗号化を使用しません。 サーバーでワイヤ暗号化を要求された

場合はエラーが返されます。

Encryption ： データ  プロバイダーが許可する暗号化の最低レベルを選択します。 これらの値の意味は使用す

る暗号化モジュールに応じて変わり ます。 デフォルトの暗号化モジュールでは、 値 Low、 Medium、 High は

それぞれ 40 ビッ ト 、 56 ビッ ト 、 128 ビッ ト暗号化に対応しています。

デフォルトの初期値は Medium （中） です。 

Password ： Zen データベースへの接続に使用するパスワード （大文字小文字の区別なし） を入力します。 パ

スワードは、 データベースでセキュ リティが有効な場合にのみ必要です。 パスワードが必要な場合は、 シス

テム管理者からパスワードを入手して ください。

Persist Security Info ： セキュ リ ティで保護された情報を ConnectionString プロパティにク リ ア テキス トで表

示するかど うかを選択します。 

True に設定する と、 Password 接続文字列オプシ ョ ンの値はク リ ア テキス トで表示されます。 

False （デフォルトの初期値） に設定する と、データ  プロバイダーはセキュ リ ティで保護された情報をク リ ア

テキス トで表示しません。

User ID ： Zen データベースへの接続に使用するデフォルトの Zen ユーザー名を入力します。

Standard Connection （標準接続）

Database Name ： 接続するデータベースの内部名を特定する文字列を入力します。

このフ ィールドに値を入力した場合は、 Server DSN フ ィールドを使用できません。

Host ：接続する  Zen サーバーの名前または IP アドレスを入力します。たとえば、 accountingserver などのサー

バー名を指定でき ます。 あ るいは、 IPv4 ア ド レ ス （199.262.22.34 など） または IPv6 ア ド レ ス

（2001:DB8:0000:0000:8:800:200C:417A など） を指定できます。

Port ： Zen データベースで動作している リ スナーの TCP ポート を入力します。 

デフォルトのポート番号は 1583 です。

Server DSN ： DEMODATA など、 サーバー上のデータ  ソースの名前です。

このフ ィールドに値を入力した場合は、 Database Name フ ィールドを使用できません。

Tracing （ ト レース）

Enable Trace ： 1 以上の値を入力する と、 ト レースが有効にな り ます。 0 （デフォル ト ） に設定する と、 ト

レースは有効になり ません。

Trace File ： ト レース  ファ イルのパス と名前を入力します。指定した ト レース  ファ イルが存在しない場合は、

データ  プロバイダーがファイルを作成します。 デフォルトは空文字列です。

6 ［接続の確認］ をク リ ッ ク します。構成処理中のどの時点であっても、 ［接続の確認］ をク リ ッ ク して、 ［接続

の追加］ ウ ィンド ウで指定した接続プロパティを使ってデータ  ソースへ接続してみるこ とができます。 

 データ  プロバイダーは接続に成功したら、その接続を停止した後、" テス ト接続に成功しました " という

メ ッセージを表示します。 ［OK］ をク リ ッ ク します。

 不適当な環境であるか、 または接続値が正し くないためにデータ  プロバイダーが接続できない場合は、

適切なエラー メ ッセージが表示されます。

［OK］ をク リ ッ ク します。



121

メモ ：接続フェールオーバー機能で使用するための代替サーバーを構成している場合には、［接続の確認］ ボ

タンでテス ト されるのはプライマ リ  サーバーのみで、代替サーバーはテス ト されないという こ とを承知して

おいてください。

7 ［OK］ または ［キャンセル］ をク リ ッ ク します。 ［OK］ をク リ ッ ク した場合は、 指定した値がデータ  ソース

へ接続する と きのデフォルトにな り ます。 これらのデフォルト設定は、 この手順を使ってデータ  ソースを再

構成するこ とによって変更できます。 また、 これらの代わりの値を含む接続文字列を使ってデータ  ソースに

接続すれば、 デフォルト設定を無効にするこ とができます。

データソース構成ウィザードによる接続の追加

データ  ソース構成ウ ィザードを使用して、 アプリ ケーシ ョ ンに新しい接続を追加するこ とができます。

接続を追加するには

1 Visual Studio の ［データ  ソース］ ウ ィンド ウで、 ［新しいデータ  ソースの追加］ を選択します。 ［データ  ソー

ス］ ウ ィ ンド ウを開くには、 メ イン メニューから ［表示］ を選択し、 ［その他のウィンドウ］ > ［データ  ソー

ス］ の順に選択します。 

データ  ソース構成ウ ィザードが表示されます。 
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2 ［データベース］ を選択し、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。 ［データ接続の選択］ ウ ィンド ウが表示されます。 

3 ［新しい接続］ をク リ ッ ク します。 ［接続の追加］ ウ ィンド ウが表示されます。 「サーバー エクスプローラー

での接続の追加」 の手順  から処理を続けます。 
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Zen Performance Tuning Wizard の使用

Zen Performance Tuning Wizard は、 アプ リ ケーシ ョ ンについて一連の質問を通して手順を段階的に案内します。

ウ ィザードに対する答えに基づき、 Zen データ  プロバイダーのパフォーマンスに関する接続文字列オプシ ョ ンに

最適な設定が用意されます。

Visual Studio から  Zen Performance Tuning Wizard を起動する と、 以下のこ とが行えます。

 パフォーマンスに関する接続文字列オプシ ョ ンの値を生成します。 これらの値は接続文字列にコピーされま

す。 

 既存の接続を変更します。

 お使いの環境に最適化された接続文字列を持つ、あらかじめ設定された新規アプリ ケーシ ョ ンを生成します。

Performance Tuning Wizard はアプリ ケーシ ョ ンの種類および使用する  ADO.NET コードのバージ ョ ンを選択

するオプシ ョ ンを提供します。 

 Visual Studio で Zen Performance Tuning Wizard を使用するには

1 Performance Tuning Wizard を起動するには次のいずれかを行います。

 新しい接続を作成するには、 ［ツール］ > ［Actian Zen］ > ［Run Zen Performance Tuning Wizard］ をク

リ ッ ク します。 Performance Tuning Wizard の Welcome ダイアログが表示されたら、 ［Next］ をク リ ッ ク

します。 手順 2 から処理を続けます。

 既存の接続を変更するには、 サーバー エクスプローラーでデータ接続を右ク リ ッ ク し、 ［Run Zen
Performance Tuning Wizard］ をク リ ッ ク します。Performance Tuning Wizard の Welcome ダイアログが表

示されたら、 ［Next］ をク リ ッ ク します。 手順 2 から処理を続けます。

2 ウ ィザードは、 お使いの環境に関する一連の質問を行います。 デフォルトの答えのままにするか、 必要に応

じて答えを変更し、 ［Result］ ページにたど り着く まで、 ［Next］ をク リ ッ ク して処理を進めます。

次のスク リーン シ ョ ッ トは、 尋ねられる質問の一例を示しています。 

3 データ  プロバイダーに関する質問に答え終わる と、 ［Result］ ダイアログが表示され、接続文字列が表示され

ます。 
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次のスク リーン シ ョ ッ トは、 Zen Performance Tuning Wizard が生成するパフォーマンスに関する接続文字列

オプシ ョ ンを示しています。 

4 次のいずれかを選択します。 

 接続文字列をほかのアプリ ケーシ ョ ンでも使用できるよ うにするには （デフォルトの初期値） 、 ［Copy
the connection string to clipboard］ をク リ ッ ク します。 この接続文字列をほかのアプリ ケーシ ョ ンでも

使用できます。

 新規の接続または既存の接続を使用してウ ィザードを起動したかど うかに基づいて、 次のオプシ ョ ンの

いずれかを選択します。

 Create a new connection with the Performance Tuning Wizard connection string options 

このオプシ ョ ンを選択して ［Finish］ をク リ ッ クする と、 ［接続の変更］ ダイアログ ボッ クスが表示

されます。こ こでは、ホス ト、パスワード、ユーザー ID など、接続情報を指定する必要があ り ます。 

 Re-configure the connection with the additional Performance Tuning Wizard connection string options

 新規アプリ ケーシ ョ ンを作成するには、 ［Generate a new application pre-configured with these

connection settings］ を選択します。 

このオプシ ョ ンを選択して ［Finish］ をク リ ッ クする と、Zen Project テンプレート を使用して Zen ア

プリ ケーシ ョ ンが生成されます。プロバイダー固有のテンプレートの詳細については、「プロジェク

トの新規作成」 を参照して ください。

5 新規アプリ ケーシ ョ ンの場合は以下の追加情報を定義します。

 ADO.NET 2.0 仕様に準拠したアプリ ケーシ ョ ンを作成するには、 ［Using data provider-specific
interfaces］ を選択します。

 ADO.NET 共通プログラ ミ ング モデルを使用するアプリ ケーシ ョ ンを作成するには、 ［Using common
programming interfaces］ を選択します。

 プロジェク トの場所を入力するか、 ［Browse］ をク リ ッ ク して場所を選択します

 プロジェク トの種類を選択します。 デフォルトでは、 ウ ィザードは C# アプリ ケーシ ョ ンを作成します。

6 ［Finish］ をク リ ッ ク して Zen Performance Tuning Wizard を終了します。
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プロバイダー固有テンプレートの使用

Visual Studio は SQL レベル調整などの機能を自動的に含めるアプ リ ケーシ ョ ンの構築を助けるテンプレートの

セッ ト を提供します。

プロジェク トの新規作成 

Visual Studio で新規プロジェ ク ト を作成する場合、 Zen データ  プロバイダー固有のテンプレート を使用するか、

汎用コードを持つアプリ ケーシ ョ ンを作成するテンプレート を使用するこ とができます。 

次の例では、 Zen データ  プロバイダー用のテンプレート を使用して Visual Studio で新規プロジェク ト を作成しま

す。

1 ［ファイル］>［新規作成］>［プロジェク ト ］を選択します。［新しいプロジェク ト ］ダイアログが表示されます。

2 ［インス トール済み］ リ ス トで、 ［Visual C#］ > ［Actian Zen］ を選択します。

3 中央のペインで Zen Project を選択します。 

4 必要に応じて他のフ ィールドに変更を加え、 ［OK］ をク リ ッ ク します。

5 新規プロジェク トがソ リ ューシ ョ ン エクスプローラーに表示されます。 Zen ADO.NET データ  プロバイダー

用の名前空間が、 プロジェク トに自動的に追加されます。 

メモ ：ADO.NET 2.0 共通プログラ ミ ング モデルを使用している場合は、Zen Generic Provider Project テンプレート

を選択して ください。 この場合、 プロジェク トはアセンブリへの特定の参照を必要と しません。
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既存のプロジェク トへのテンプレートの追加

 Zen テンプレート を既存のプロジェク トに追加するには

1 ソ リ ューシ ョ ン エクスプローラーでプロジェク ト を右ク リ ッ ク し、［追加］>［新しい項目］をク リ ッ ク します。

2 ［新しい項目の追加］ ダイアログで Zen Class を選択します。 

3 ［追加］ をク リ ッ ク します。 Zen データ  プロバイダー用のクラスがプロジェク トに追加されます。 
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Zen Visual Studio Wizard の使用 

ウ ィザードは、 アプリ ケーシ ョ ン作成時に一般的に実行される作業です。

 「Add Table Wizard でのテーブルの作成」

 「Add View Wizard でのビューの作成」

この手順を開始する前に、 「プロジェク トの新規作成」 で説明したよ うに Zen テンプレート を使用してプロジェ

ク ト を作成し、 データ接続を追加します。

Add Table Wizard でのテーブルの作成

Visual Studio で Zen ADO.NET Add Table Wizard を使用して、 新規テーブルをすばやく簡単に定義できます。

1 ［表示］ > ［サーバー エクスプローラー］ をク リ ッ ク します。 

2 データ  ソース接続をダブルク リ ッ ク して、 その下部のノードを表示します。

3 ［Tables］ ノードを右ク リ ッ ク し、 ［Add New Table］ をク リ ッ ク します。 Zen ADO.NET Add Table Wizard が

表示されます。

4 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Specify Table Name］ ダイアログが表示されます。

5 ［Table Name］ フ ィールドにテーブルの名前を入力します。 

6 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Specify Column(s)］ ダイアログが表示されます。

7 新規テーブルの列を定義します。 この選択によ り、データ型オプシ ョ ン ペインに追加フ ィールドが表示され

ます。

 ［Add］をク リ ッ ク してテーブルに列を追加します。列名とデータ型のフ ィールドが編集可能になり ます。

 ［Column Name］ フ ィールドに列の名前を入力します。 
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 列のデータ型を選択し、 必要に応じて追加情報を指定します。 

 文字データ型を選択した場合は、 Data Type Options ペインに ［Length］ フ ィールドが表示されます。

列の最大サイズをバイ ト単位で入力します。 

 数値を選択した場合、Data Type Options ペインに ［Precision］ と ［Scale］ フ ィールドが表示されます。

 列にヌル値を含むこ とができる場合は、 ［Allow Null］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンにします。

 テーブルから列を削除するには、 列名を選択して ［Remove］ をク リ ッ ク します。

8 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Specify Primary Key］ ダイアログが表示されます。 

9 次のいずれかを実行します。

 テーブルに主キーを指定したくない場合は ［No Primary Key］ をク リ ッ ク し、 ［Next］ をク リ ッ ク しま

す。 ［Specify Unique Key(s)］ ダイアログが表示されます。 手順 12 から処理を続けます。

 テーブルに主キーを指定する場合は ［Create Primary Key］ をク リ ッ ク して手順 10 に進みます。

10 ［Specify Primary Key］ ダイアログのフ ィールドを完成します。

 ［Primary Key Name］フ ィールドで主キーの名前を入力するか、デフォルトの名前をそのまま使用します。

 ［Available Columns］ フ ィールドから列を選択して ［Selected Columns］ フ ィールドへ移動します。

11 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Specify Unique Key(s)］ ダイアログが表示されます。

12 次のいずれかを実行します。 

 テーブルに一意なキーを指定したくない場合は、 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Specify Foreign Key(s)］ ダ

イアログが表示されます。 手順 15 から処理を続けます。

 テーブルに 1 つ以上の一意なキーを指定する場合は、 手順 13 から処理を続けます。
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13 ［Add］ をク リ ッ ク します。 ダイアログ上のフ ィールドが選択可能になり ます。

 ［Unique Keys］ ド ロ ップダウン リ ス トで一意なキーを選択します。

 ［Unique Key Name］ フ ィールドで名前を編集するか、 デフォルトの名前をそのまま使用します。 

 ［Available Columns］ リ ス ト  ボッ クスで一意なキーの指定に使用する列を 1 つ以上選択し、 ［Selected
Columns］ リ ス ト  ボッ クスに移動します。

14 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Specify Foreign Key(s)］ ダイアログが表示されます。 

15 次のいずれかを実行します。

 テーブルに外部キーを指定したくない場合は、 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Review SQL］ ダイアログが

表示されます。 手順 18 から処理を続けます。

 テーブルに 1 つ以上の外部キーを指定する場合は、 手順 16 から処理を続けます。

16 ［Add］ をク リ ッ ク します。 ダイアログ上のフ ィールドが選択可能になり ます。

 ［Foreign Keys］ ド ロ ップダウン リ ス トで外部キーを選択します。

 ［Foreign Key Name］ フ ィールドで名前を編集するか、 デフォルトの名前をそのまま使用します。

 ［Table Schema］ リ ス トでテーブル スキーマを選択します。

 ［Table Name］ リ ス トでテーブルを選択します。

 ［Foreign Table Column］ リ ス トで、 外部キーの指定に使用する  1 つ以上の外部キーを選択します。

 ［Parent Table Column］ リ ス トで、 親テーブルから対応する列を選択します。

17 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Review SQL］ ダイアログが表示されます。 

18 選択した内容によって生成された SQL ステート メン ト を確認します。

 SQL ステート メン トに問題がなければ、 ［Finish］ をク リ ッ ク します。作成したテーブルは、サーバー エ
クスプローラー内のこの接続の ［Tables］ ノード下に表示されます。

 SQL ステート メン ト を追加したい場合、 たとえば、 ビューや特定のキーワードを追加するには、手順 19
から処理を続けます。

19 ［Edit SQL］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンにします。［Generated SQL］ フ ィールド内のテキス トが編集可能になり

ます。 
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メモ ： ［Edit SQL］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンにする と、 ［Back］ ボタンが無効になり ます。 

20 SQL ステート メン トの変更に問題がなければ ［Finish］ をク リ ッ ク します。 作成したテーブルは、 サーバー

エクスプローラー内のこの接続の ［Tables］ ノード下に表示されます。

Add View Wizard でのビューの作成

Visual Studio で Zen Add View Wizard を使用して、 新規ビューをすばやく簡単に定義できます。

1 まだ開いていない場合は、 ［表示］ > ［サーバー エクスプローラー］ をク リ ッ ク します。

2 データ  ソース接続をダブルク リ ッ ク して、 その下部のノードを表示します。

3 ［Views］ ノードを右ク リ ッ ク し、 ［Add New View］ をク リ ッ ク します。 Zen Add View Wizard の Welcome ダ

イアログが表示されます。

4 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Specify View Name］ ダイアログが表示されます。

5 ［View Name］ フ ィールドにビューの名前を入力します。 

6 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Select Table(s) and/or Column(s)］ ダイアログが表示されます。 

7 ［List of Tables and columns］ リ ス ト  ボッ クスでビューを構成するテーブルまたは列を選択し、 それを

［Selected Columns］ 列に移動します。 
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8 ［Next］ をク リ ッ ク します。 ［Review SQL］ ダイアログが表示されます。 

9 選択した内容によって生成された SQL ステート メン ト を確認します。

 SQL ステート メン トに問題がなければ、 ［Finish］ をク リ ッ ク します。 作成したビューは、 サーバー エ
クスプローラー内のこの接続の ［ビュー］ ノード下に表示されます。

 SQL ステート メン ト を追加したい場合、 たとえば、 ビューや特定のキーワードを追加するには、手順 11
から処理を続けます。

10 ［Edit SQL］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンにします。［Generated SQL］ フ ィールド内のテキス トが編集可能になり

ます。 

メモ ： ［Edit SQL］ チェ ッ ク  ボッ クスをオンにする と、 ［Back］ ボタンが無効になり ます。 

11 SQL ステート メン トの変更に問題がなければ ［Finish］ をク リ ッ ク します。 作成したビューは、 サーバー エ

クスプローラー内のこの接続の ［ビュー］ ノード下に表示されます。
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ツールボックスからのコンポーネン トの追加

Visual Studio のツールボッ クスから  Windows フォーム アプリ ケーシ ョ ンにコンポーネン ト を追加するこ とができ

ます。 Windows フォーム アプリ ケーシ ョ ンの作成については、 Visual Studio オンライン ヘルプを参照してくださ

い。 

この手順を開始する前に、 Windows フォーム アプリ ケーシ ョ ンを作成してデータ接続を追加してください。 

Windows フォーム アプリケーシ ョ ンに Zen データ  プロバイダー コンポーネン ト を追加するには

1 ［表示］ > ［ツールボックス］ をク リ ッ ク します。 ツールボッ クスで Zen ADO.NET Provider が表示されるまで

下へスクロールします。

2 PsqlCommand ウ ィジェ ッ ト を選択して Windows フォーム アプリ ケーシ ョ ンにド ラ ッグします。

3 必要に応じて、 アプリ ケーシ ョ ンへのウ ィジェッ トの追加を続けます。



133

データ  プロバイダー統合のシナリオ

Zen データ  プロバイダーは Visual Studio に統合されているため、多くのデータ  アクセス作業を簡略化するこ とが

できます。 たとえば、 データベースへの接続を作成した後、 クエ リ  ビルダーを使用してクエリ を作成するこ とが

できます。

クエ リ  ビルダーによって、 データベース  クエ リ をグラフ ィカルに設計できます。

単純なクエリを作成するには

1 データ  ソース接続を確立します （「Zen Visual Studio Wizard の使用」 を参照してください）。

2 サーバー エクスプローラーでデータ  ソースを選択します。

3 ［Tables］ を右ク リ ッ ク して、 ［新しいクエリ］ を選択します。

4 ［テーブルの追加］ ウ ィンド ウが表示されます。使用するデータが入っているテーブルを選択したら、［追加］

をク リ ッ ク します。 

5 ［閉じる］ をク リ ッ ク して、 ［テーブルの追加］ ウ ィンド ウを閉じます。

6 返したい列を選択します。 この例では、 employee テーブルの id、 name および salary 列を選択します。 



134

7 ツール バーの ［SQL の実行］ ボタンをク リ ッ ク します。 

8 表示された結果を調べます。
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9Microsoft Enterprise Library の使用

アプリ ケーシ ョ ンでの Data Access Application Block の使用

Microsoft Enterprise Library を使用する と、 データ  アクセスのよ うな一般的なタスクを移植性の高いコードにラ ッ

ピングするこ とによって、ある  DBMS から別の DBMS へのアプリ ケーシ ョ ンの移行を容易にし、アプリ ケーシ ョ

ン開発を簡略化するこ とができます。 

Zen データ  プロバイダーは、 Data Access Application Block （DAAB） および Logging Application Block （LAB） を

サポート します。 DAAB のクラスは ADO.NET で最も頻繁に使用される機能へのアクセスを提供します。 アプリ

ケーシ ョ ンは、 アプリ ケーシ ョ ンレ  イヤー経由でデータを渡したり、変更されたデータをデータベースに戻した

りするよ う な作業に対して DAAB を使用できます。DAAB を使用する と、アプリ ケーシ ョ ンを新規作成または修

正するたびに同じデータ  アクセス作業のコードを書き続ける必要がなくなるため、時間をよ り生産的に使う こ と

ができます。

標準の Logging Application Block および設計パターンを使用するアプ リ ケーシ ョ ンは、 Zen ADO.NET Entity
Framework データ  プロバイダーの一部と して生成された SQL をすばやく表示するこ とができます。

お使いのデータ  プロバイダーで Enterprise Library の機能を使用するには、 https://msdn.microsoft.com/en-us/library/
dn169621.aspx から  Microsoft Enterprise Library 6.0 をダウンロード して ください。Enterprise Library ドキュ メン ト を

ダウンロードするこ と も可能です。 このドキュ メン トには、 アプ リ ケーシ ョ ン ブロ ッ クの使い方に関する詳しい

情報が記述されています。

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/dn169621.aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/dn169621.aspx
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Data Access Application Block

Data Access Application Block （DAAB） は、日常的なデータベース  タスクについて、開発者が ADO.NET の決ま り

きったアクセス  コードを標準化されたコードに置き換えできるよ うに設計されています。Database ク ラスのオー

バーロード  メ ソ ッ ドは次のこ とが行えます。

 スカラー値または XmlReaders を返す 

 どのパラ メーターが必要かを判断し、 それらを作成する

 ト ランザクシ ョ ンにコマンドを含める

アプリ ケーシ ョ ンで特定の DBMS 機能を扱う必要がある場合は、ADO.NET データ  プロバイダーを使用できます。 

DAAB の使用に適した状況

DAAB には、 データベースにアクセスするための最も一般的なメ ソ ッ ドを簡略化する少数のメ ソ ッ ドが含まれて

います。 それぞれのメ ソ ッ ドは、 データの取得やデータベースへの接続の管理に必要なロジッ クをカプセル化し

ます。アプリ ケーシ ョ ンが標準のデータ  アクセス技術を使用する場合は、アプリ ケーシ ョ ン ブロ ッ クの使用を考

慮して ください。

DAAB を ADO.NET と一緒に使用するこ とによ り、 ADO.NET 用のアプリ ケーシ ョ ンを作成する際の効率と生産

性が向上します。 抽象 Database ク ラスは、 DbCommand ク ラスで使用される メ ソ ッ ド と同じ  ExecuteNonQuery、
ExecuteReader、 ExecuteScalar など多数のメ ソ ッ ドを提供するか、 またはデータベース固有のコードが使用されて

いる場合は、 PsqlCommand などのデータ  プロバイダー固有のク ラスを提供します。

開発中にはデフォルトの DAAB を使用するのが便利ですが、その結果作成されたアプリ ケーシ ョ ンは移植性に欠

けます。 プロバイダー固有の Zen DAAB 実装を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンには ADO.NET データ  プロバイ

ダーの SQL レベル調整機能が含められます。アプリ ケーシ ョ ンが複数のデータベースにアクセスする必要があろ

う と、 目的のデータ  ソースが変更される と予想されていよ う と、 よ り高い柔軟性を持つこ とができます。

汎用クラスとデータベース固有のクラスの使用

アプ リ ケーシ ョ ン ブロ ッ クは、 異なる種類のデータベース間で同じ コード の使用が可能になる コード を

ADO.NET に補完します。 DAAB を ADO.NET データベース  プロバイダーと一緒に使用する場合、 次の 2 つの選

択肢があ り ます。 

 GenericDatabase ク ラス  

 プロバイダー固有の Zen DAAB 実装

GenericDatabase ク ラス  オプシ ョ ンは、データベースの動作に特殊な制御を必要とするアプリ ケーシ ョ ンにはあま

り適しません。 移植性のためには、 プロバイダー固有のソ リ ューシ ョ ンが最適な方法です。

アプリ ケーシ ョ ンが特殊な方法でデータを取得する必要がある場合、 または、 Zen 固有の機能を利用するために

コードのカスタマイズが必要な場合は、 ADO.NET データ  プロバイダーを使用する方がよ りニーズに合うでし ょ

う。

DAAB の構成

アプリ ケーシ ョ ンで DAAB を使用できるよ う構成する前に、 環境を設定する必要があ り ます。 

1 https://msdn.microsoft.com/en-us/library/dn169621.aspx から  Microsoft Enterprise Library 6.0 をダウンロード して

インス トールします。

2 ＜インストール ディレク ト リ＞ \Enterprise Library\Src\CS\Actian Zen にある、 データ  プロバイダーの Zen

DAAB プロジェク ト を開きます。

3 次に、 プロジェク ト をコンパイルして出力ディ レク ト リ を書き留めます。

Data Access Application Block の構成方法は、 次の 2 つの手順から成り ます。

 「新しい DAAB エン ト リ を追加するには」

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/dn169621.aspx
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 「アプ リ ケーシ ョ ンへの Data Access Application Block の追加」

新しい DAAB エン ト リを追加するには

では、 Enterprise Library Configuration ツールを使って、 新しい DAAB エン ト リ を追加します。

1 ［Enterprise Library Configuration］ を右ク リ ッ ク し、 ［New Application］ を選択します。

2 ［Application Configuration］ を右ク リ ッ ク し、 次に ［New］ > ［Data Access Application Block］ を選択しま

す。 Enterprise Library Configuration ウ ィンド ウが現れます。

3 ［Name］ フ ィールドに DAAB 接続文字列の名前を入力します。

4 ［ConnectionString］ フ ィールドに接続文字列を入力します。

5 フ ィールドを右ク リ ッ ク してデータ  プロバイダーを選択します。たとえば、Pervasive.Data.SqlClient

を選択します。

6 ［Custom Provider Mappings］ を右ク リ ッ ク して、 ［New］ > ［Provider Mapping］ を選択します。

7 ［Name］ フ ィールドに手順 5 で入力したデータ  プロバイダー名を選択します。 

8 ［TypeName］ フ ィールドを選択してから ［...］ （参照） ボタンをク リ ッ ク し、 構築する  Zen DAAB のデバッ

グ出力デ ィ レ ク ト リ へ移動し ます。 次に、 TypeName を選択し ます。 た と えば、 Zen TypeName は

Pervasive.EnterpriseLibrary.Data.Pervasive.dll です。

9 ［Enterprise Library Configuration］ ウ ィ ンド ウは当分開いたままにしておき、 次のセクシ ョ ンを完了するまで

構成を保存しないでください。

アプリケーシ ョ ンへの Data Access Application Block の追加

DAAB を新規または既存のアプリ ケーシ ョ ンに追加するには、 以下の手順を行います。

1 Visual Studio ソ リ ューシ ョ ンに次の 2 つの参照を追加します。

 Enterprise Library Shared Library

 Enterprise Library Data Access Application Block

2 C# ソース  コードに次のディレクティブを追加します。

using Microsoft.Practices.EnterpriseLibrary.Data;

using System.Data;

3 ソ リ ューシ ョ ンを リ ビルド して新しい従属物が確実に機能するよ うにします。

4 現在のソ リ ューシ ョ ンでの出力の Debug または Release パスの場所を決定して、 Enterprise Library

Configuration ウ ィンド ウに戻り ます （「新しい DAAB エン ト リ を追加するには」 を参照してください）。

5 ［Application Configuration］ノードの下にある接続文字列を右ク リ ッ ク して、［Save Application］を選択します。

6 現在のソ リ ューシ ョ ンの Debug または Release 出力ディレク ト リに移動し、 現在のソ リ ューシ ョ ンの .exe

ファ イルを見つけます。

7 ファ イル名を 1 回ク リ ッ ク し、 名前に .config を付加します （たとえば MyApp.config）。

8 保存するファイルの種類に "All Files" が選択されているこ とを確認して ［Save］ をク リ ッ ク します。

9 ファ イル エクスプローラーを使用して、 Zen DAAB ディ レク ト リから

Pervasive.EnterpriseLibrary.Data.Pervasive.dll をコピーします。

10 この DLL のコピーを現在のソ リ ューシ ョ ンの Debug または Release 出力ディ レク ト リのいずれかに配置しま

す。

アプリケーシ ョ ン コードでの DAAB の使用

これで DAAB の構成が終わったので、 この DAAB 上にアプリ ケーシ ョ ンを構築するこ とができます。 
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下の例では、 DAAB MyApp および DatabaseFactory を使用して、 Zen データ  ソースによる裏付けのある  Database
オブジェク トのインスタンスを生成します。

using System;
using System.Collections.Generic;
using System.Text;
using Microsoft.Practices.EnterpriseLibrary.Data;
using System.Data;

namespace DAAB_Test_App_1
{

 class Program
 {

 static void Main(string[] args)

 {
 Database database = DatabaseFactory.CreateDatabase("MyApp");
 DataSet ds = database.ExecuteDataSet(CommandType.TableDirect, 

"SQLCOMMANDTEST_NC_2003SERVER_1");

 }
 }

}

これで、 Microsoft Enterprise Library の DAAB コーディング パターンを自由に使用できます。 
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Logging Application Block

Enterprise Library の Logging Application Block （LAB） を使用する と、 共通のログ機能を簡単に実装できるよ うに

な り ます。 Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーは標準の Logging Application Block および設計パ

ターンを使用し、 追加機能用の LAB カスタマイズを提供します。 

LAB の使用に適した状況

アプリ ケーシ ョ ンで、 データベース、 メ ッセージ キュー、 Windows イベン ト  ログ、 または Windows Management
Instrumentation （WMI） に情報のログを記録するこ とが義務付けられている場合は、 LAB がこの機能を提供しま

す。特に、カテゴ リや優先順位に基づいてログ記録メ ッセージをフ ィルター選択する必要がある場合や、メ ッセー

ジを書式設定する必要がある場合、アプリ ケーシ ョ ン コードを変更しないでメ ッセージの宛先を変更する必要が

ある場合には、 LAB が役立ちます。 

LAB の構成

アプリ ケーシ ョ ンにログ機能を追加するには、 Enterprise Library の構成ツールを使って、 アプ リ ケーシ ョ ンの構

成ファイル （app.config または web.config） にエン ト リ を追加します。 このツールは、 Logging Application Block の
.config ファ イルを有効にするための固有の命令を含んでいます。 またこのツールは、 LAB を有効にするために必

要な AppSetting も含んでいます。

Logging Application Block の出力を有効にするには、環境プロパティ  Psql_Enable_Logging_Application_Block_Trace
を true に設定します。あるいは、app.config ファ イルで AppSetting プロパティの Psql.EnableLoggingApplicationBlock
を true に設定します。 

次の C# コードの一部は、 app.config ファ イルの loggingConfiguration プロパティを示しています。

<loggingConfiguration name="Logging Application Block" tracingEnabled="true"

defaultCategory="General" logWarningsWhenNoCategoriesMatch="true">

上記のプロパティのいずれかを false に設定する と、 ロギング ブロ ッ クが無効になり ます。

有効にした場合、 データ  プロバイダーは、 ADO.NET Entity Framework の標準的なクエリ  ツ リーによって生成さ

れる各 SQL ステート メン トに対し、 新しい LogEntry エン ト リのインスタンスを確立する必要があ り ます。

ログ記録ブロ ッ クに記録される  SQL は、 最終的にネッ ト ワーク経由で送信される  SQL でなければなり ません。

 Logging Application Block を構成するには

1 ［スタート ］ > ［すべてのプログラム］ メニューから、 ［Microsoft patterns & practices］ > ［Enterprise Library

6.0］>［Enterprise Library Configuration］を選択します。Enterprise Library Configuration ウ ィンド ウが現れます。

2 ［File］ > ［New Application］ を選択します。

3 ［Application Configuration］ ノードを右ク リ ッ ク して、 ［New］ > ［Logging Application Block］ を選択します。

4 ［Category Sources］ を右ク リ ッ ク して、 ［New］ > ［Category］ を選択します。

5 Name ペインで Name を選択します。 新しいカテゴ リの名前を入力して Enter キーを押します。

6 SourceLevels リ ス トから、 この新しいカテゴ リのログ レベルを設定します。 デフォルトでは、 すべてのログ

レベルが有効になっています。

7 新しいカテゴ リ を右ク リ ッ ク して、 ［New］ > ［Trace Listener Reference］ を選択します。 Formatted EventLog

TraceListener ノ ー ド が追加されます。 ReferencedTraceListener リ ス ト か ら、 "Formatted EventLog

TraceListener" を選択します。

8 手順 4 から  7 を繰り返して、 次のカテゴ リ を作成します。

 Zen Information ： エラーと関係のない情報

 Zen Command ： SQL、 Parameter、 および DbCommandTree のログを有効にします
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9 ［File］ > ［Save Application］ を選択し、構成ファイルの名前を入力します。デフォルトでは、 ファ イルは C:\

Program Files\Microsoft Enterprise Library\Bin\filename.exe.config に保存されます。 filename は入力した名前に

なり ます。

新しい Logging Application Block エン ト リの追加

では、 Enterprise Library Configuration ツールを使って、 新しい Logging Application Block エン ト リ を追加します。

1 ［Enterprise Library Configuration］ を起動して、 ［File］ > ［New Application］ を選択します。

2 ［Application Configuration］ を右ク リ ッ ク し、 次に ［New］ > ［Logging Application Block］ を選択します。右

側のペインに Configuration section が表示されます。 

3 ［TracingEnabled］ フ ィールドで True を選択します。

4 Logging Application Block を保存します。

アプリケーシ ョ ン コードでの LAB の使用

構成した LAB を、アプ リ ケーシ ョ ンの app.config ファ イルまたは web.config ファ イルに追加する必要があ り ます。

LAB とデータ  プロバイダーの対話を有効にし構成するには、 以下の設定を使用します。 

 EnableLoggingApplicationBlock ： Logging Application Block を有効にします。

 LABAssemblyName ： Logging Application Block を適用するアセンブリ名を指定します。

メ モ ： Microsoft Enterprise Library 4.1 バイナ リ  リ リ ース以外のバージ ョ ンの LAB を使用する場合は、

LABAssemblyName を設定する必要があ り ます。 たとえば、 これよ り も古いバージ ョ ンや新しいバージ ョ ン、

あるいはカスタマイズしたバージ ョ ンの LAB を使用する場合には、 LABAssemblyName の値の指定が必要で

す。

 LABLoggerTypeName ： Logging Application Block の型名を指定します。

 LABLogEntryTypeName ： LogEntry オブジェク トの型名を指定します。

次のコードは、 Zen データ  アクセス  アプリ ケーシ ョ ンに追加するこ とができる  Logging Application Block の例を

示します。 

<loggingConfiguration name="Logging Application Block"
 tracingEnabled="true"

 defaultCategory="" logWarningsWhenNoCategoriesMatch="true">
 <listeners>

 <add fileName="rolling.log"
 footer="----------------------------------------"
 header="----------------------------------------"
 rollFileExistsBehavior="Overwrite"
 rollInterval="None" rollSizeKB="0"
 timeStampPattern="yyyy-MM-dd"
  

listenerDataType="Microsoft.Practices.EnterpriseLibrary.Logging.Configuration.Ro
llingFlatFileTraceListenerData, Microsoft.Practices.EnterpriseLibrary.Logging, 
Version=6.0.0.0, Culture=neutral, PublicKeyToken=31bf3856ad364e35"

 traceOutputOptions="None" filter="All" 
type="Microsoft.Practices.EnterpriseLibrary.Logging.TraceListeners.RollingFlatFi
leTraceListener, Microsoft.Practices.EnterpriseLibrary.Logging, Version=6.0.0.0, 
Culture=neutral, PublicKeyToken=31bf3856ad364e35"

 name="Rolling Flat File Trace Listener" />
 </listeners>
 <formatters>

 <add template="Message: {message}&#xD;&#xA;Category: 
{category}&#xD;&#xA;Priority: {priority}&#xD;&#xA;EventId: 
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{eventid}&#xD;&#xA;Severity: 
{severity}&#xD;&#xA;Title:{title}&#xD;&#xA;&#xD;&#xA;"

  
type="Microsoft.Practices.EnterpriseLibrary.Logging.Formatters.TextFormatter, 
Microsoft.Practices.EnterpriseLibrary.Logging, Version=6.0.0.0, Culture=neutral, 
PublicKeyToken=31bf3856ad364e35"

 name="Text Formatter" />
 </formatters>
 <categorySources>

 <add switchValue="All" name="Psql">
 <listeners>

 <add name="Rolling Flat File Trace Listener" />
 </listeners>

 </add>
 </categorySources>
 <specialSources>

 <allEvents switchValue="All" name="All Events" />
 <notProcessed switchValue="All" name="Unprocessed Category" />
 <errors switchValue="All" name="Logging Errors &amp; Warnings">

 <listeners>
 <add name="Rolling Flat File Trace Listener" />

 </listeners>
 </errors>

 </specialSources>
</loggingConfiguration>
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その他のリソース

次のソースは、 アプリ ケーシ ョ ン ブロッ ク使用に関する追加情報を提供します。

 Microsoft patterns & practices Developer Center にはアプリ ケーシ ョ ン ブロッ クの ト ピッ クが含まれています。 

 データ  アクセス  アプリ ケーシ ョ ン ブロ ッ クを使用するタスクやアプリ ケーシ ョ ンの概要については、

"Introduction to the Data Access Application Block" を参照してください。 

 Logging Application Block の使い方については、Microsoft patterns & practices Enterprise Library のト ピッ クを参

照して ください。

http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/aa480458.aspx
https://docs.microsoft.com/en-us/previous-versions/msp-n-p/ff649828(v=pandp.10)?redirectedfrom=MSDN
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Aサポート される .NET オブジェク
ト

.NET オブジェク トの使用

ADO.NET 2.0 は、アプ リ ケーシ ョ ンおよびデータ  ソース間のよ り汎用的な追加インターフェイスを提供する新し

い一連のクラスを導入ました。 

ADO.NET 2.0 よ り以前に使われていたものは、アプ リ ケーシ ョ ンが使用するデータ  プロバイダーのそれぞれの特

定のインスタンスに、データ  プロバイダーをよ り密接な要因の 1 つと して含めるこ とを選択しました。 それとは

対照的に、 ADO.NET2.0 以降は、 アプリ ケーシ ョ ンが異種のデータ  ソースのセッ ト を単一の API で処理できるよ

うにする、 基本クラスのセッ ト を提供します。 これは、 今日の ODBC および JDBC で利用されるものと よ く似て

います。 つま り、 ADO.NET2.0 以降では、 すべてのデータ  ク ラスは基本クラスから派生し、 特定の専用名前空間

である  System.Data.Common に存在します。 

データ  プロバイダーでは、 以下が使用できます。

 「.NET の基本クラス」

 「データ  プロバイダー固有のク ラス」

 「Zen Common Assembly」
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.NET の基本クラス

ADO.NET 1.0 および ADO.NET 1.1 データ  プロバイダーのインターフェイスは、 アプリ ケーシ ョ ンの互換性を維

持するために構築されました。 ADO.NET 2.0 以降の基本ク ラスは以下の追加機能を提供します。

 DbCommand

 DbCommandBuilder

 DbConnection

 DbDataAdaptor

 DbDataReader

 DBDataPermission

 DbParameter

 DbParameterCollection

 DbConnectionStringBuilder

 DbTransaction

日々のプログラ ミ ングという観点から、 これらのク ラスは抽象実装と して提供されます。 つま り、 これらは直接

インス タンス化できず、 プロバイダー フ ァ ク ト リ で使用する必要があ り ます。 各データ  プロバイダーは、

DbFactory ク ラスから派生する一連の静的メ ソ ッ ドを含む PsqlFactory のよ う な Factory ク ラスを提供する必要が

あ り ます。これらの静的メ ソ ッ ドは、それぞれベース  ク ラスのインスタンスを生成するファ ク ト リ  メ ソ ッ ドです。

これは、 データ  プロバイダーのインス ト ール時に .NET Framework に登録されます。 これによ り、 共通 .NET
Framework DbFactory は、 アプリ ケーシ ョ ンが必要とする登録済みデータ  プロバイダーを見つけて、 データ  ソー

スへの接続を確立するための共通メカニズムを提供するこ とができます。最終的に、.NET Framework は ADO.NET
データ  ソース用の完全に成熟した共通プログラ ミ ング API を提供します。
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データ  プロバイダー固有のクラス

ADO.NET データ  プロバイダーは、 すべての .NET パブ リ ッ ク  オブジェ ク ト をサポート しています。 ADO.NET
データ  プロバイダーは、 .NET のパブリ ッ ク  オブジェク トにプロバイダー固有のプレフ ィ ッ クス  「Psql 」 を付け

ます （例 ： PsqlCommand）。 

以下のオブジェク トについて説明します。

 「PsqlBulkCopy」

 「PsqlBulkCopyColumnMapping」

 「PsqlBulkCopyColumnMappingCollection」

 「PsqlCommand オブジェク ト 」

 「PsqlCommandBuilder オブジェク ト 」

 「PsqlConnection オブジェク ト 」

 「PsqlConnectionStringBuilder オブジェク ト 」

 「PsqlCredential オブジェク ト 」

 「PsqlDataAdapter オブジェク ト 」

 「PsqlDataReader オブジェク ト 」

 「PsqlError オブジェク ト 」

 「PsqlErrorCollection オブジェク ト 」

 「PsqlException オブジェク ト 」

 「PsqlFactory オブジェク ト 」

 「PsqlInfoMessageEventArgs オブジェク ト 」

 「PsqlParameter オブジェク ト 」

 「PsqlParameterCollection オブジェク ト 」

 「PsqlTrace オブジェク ト 」

 「PsqlTransaction オブジェク ト 」

パブ リ ッ ク  オブジェク トに関する詳細については、 Microsoft .NET Framework Version 2.0 SDK のドキュ メン ト を

参照して ください。

PsqlBulkCopy

PsqlBulkCopy オブジェク トは ADO.NET Bulk API に類似した API パターンを使用し、 プロバイダー固有のプロパ

ティやメ ソ ッ ドを持ちません。サポート されるプロパティおよびメ ソ ッ ドについては、データ  プロバイダーのオ

ンライン ヘルプおよび Microsoft .NET Framework SDK のドキュ メン ト を参照してください。 

PsqlBulkCopyColumnMapping

PsqlBulkCopyColumnMapping オブジェク トは ADO.NET Bulk API に類似した API パターンを使用し、プロバイダー

固有のプロパティやメ ソ ッ ドを持ちません。サポート されるプロパティおよびメ ソ ッ ドについては、データ  プロ

バイダーのオンライン ヘルプおよび Microsoft .NET Framework SDK のドキュ メン ト を参照してください。 

PsqlBulkCopyColumnMappingCollection

PsqlBulkCopyColumnMappingCollection オブジェク トは Microsoft SqlBulkCopyColumnMappingCollection ク ラスに類

似した API パターンに従い、 プロバイダー固有のプロパティやメ ソ ッ ド を持ちません。 サポート されるプロパ

ティおよびメ ソ ッ ドについては、データ  プロバイダーのオンライン ヘルプおよび Microsoft .NET Framework SDK
のドキュ メン ト を参照して ください。 
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PsqlCommand オブジェク ト

表 28 では、 PsqlCommand オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。

表 28 PsqlCommand オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

AddRowID ROWID を  SQL ステート メン ト選択リ ス トの一部と して追加します。

True に設定した場合、 PsqlCommandBuilder を使用する際には、 よ り効率的な Insert、 Delete、 お

よび Update コマンドを生成するために、 ROWID に返された値が利用されます。

False （デフォル トの初期値） に設定する と、 データ  プロバイダーは ROWID 列を選択リ ス トに

追加しません。

ArrayBindCount 使用されるパラ メーターの行数を指定します。 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 パラ メーター配列バイ

ンドを使用するコマンドを実行する前にこのプロパティ を設定しておく必要があ り ます。 この

数はパラ メーター値ごとに設定される各配列の長さ と等し くなるよ うにして ください。

デフォルトの初期値は 0 です。アプ リ ケーシ ョ ンはパラ メーター配列バインドを使用しません。 

ArrayBindStatus 行の状態値の配列を返します。 このプロパティは、 パラ メーター配列バインドを使用するコマ

ンドを実行した後、 アプ リ ケーシ ョ ンで行ごとの状態を調べるこ とができるよ うにします。 こ

のプロパティの型は PsqlRowStatus の配列です。 

パラ メーター配列バインドは単独のア ト ミ ッ ク操作と して実行されます。 つま り、 操作が成功

した場合はすべてのエン ト リに OK が設定されますが、失敗した場合にはどのエン ト リにも  OK
が設定されないという こ とです。 

PsqlRowStatus 列挙で設定可能な値は以下のとおりです。

• OK。 操作は正常に終了しました。 エン ト リはすべて OK と してマーク されます。

• Failed。 操作は失敗しました。 データ  プロバイダーでは、 エラーが発生した行以外のすべての

ステータス  エン ト リにこの値を割り当てます。

• SchemaViolation。 操作が失敗した場合、 データ  プロバイダーはこの値をエラーが発生した行

に割り当てます。

BindByName ス ト アド  プロシージャの実行時にデータ  プロバイダーが名前付きパラ メーターをどのよ うに

処理するかを指定します。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 ス ト アド  プロシージャに対して名前付きパラ

メーターまたはパラ メーターのデフォルト値を使用できます。 

True に設定する と、 データ  プロバイ ダーは Zen サーバーへのパラ メ ーター バイ ン ド に

PsqlParameter オブジェク トで提供されるパラ メーターの名前を使用します。 「CommandText」 の
例を参照してください。

別の方法と して、 ユーザーは以下の方法のいずれかを使用して名前付きパラ メーターのデフォ

ルト値を指定するこ とができます。

• アプリ ケーシ ョ ンは名前付きパラ メーターを使用してパラ メーターをバインド しますが、アプ

リ ケーシ ョ ンがデフォルト値を使用したい PsqlParameterCollection には PsqlParameter オブジェ

ク ト を追加しません。

• アプリ ケーシ ョ ンは PsqlParameter オブジェク トの Value プロパティをヌルに設定します。デー

タ  プロバイダーはこのパラ メーターをサーバーに送信せず、 ス ト アド  プロシージャ実行時に

パラ メーターのデフォルト値を使用します。

BindByName を  True に設定し、 Parameter Mode 接続文字列オプシ ョ ンが BindByName または

BindByOrdinal と定義されている場合、 接続文字列に定義されたこれらの値は Command オブ

ジェク トの存続期間中、 無効にされます。

False （デフォルトの初期値） に設定する と、データ  プロバイダーは PsqlParameter オブジェク ト

で提供されるパラ メーターの名前を無視し、パラ メーターが Create Procedure ステート メン トで

指定されたのと同じ順序であるものと仮定します。
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CommandText データ  ソースで実行するテキス ト  コマンドを取得または設定します。

ス ト アド  プロシージャを使う場合、 CommandText にはそのス ト アド  プロシージャの名前を設

定します。 たとえば次のよ うにな り ます。

cmd.CommandType = System.Data.CommandType.StoredProcedure;

cmd.CommandText = "call EnrollStudent(!!Stud_id!!,!!Class_Id!!, !!GPA!!)";

cmd.BindByName = true;

PsqlParameter Class_Id = new PsqlParameter();

Class_Id.Value = 999;

Class_Id.ParameterName = "!!Class_Id!!";

PsqlParameter Stud_id = new PsqlParameter();

Stud_id.Value = 1234567890;

Stud_id.ParameterName = "!!Stud_id!!";

PsqlParameter GPA = new PsqlParameter();

GPA.Value = 3.2;

GPA.ParameterName = "!!GPA!!";

cmd.Parameters.Add(Class_Id);

cmd.Parameters.Add(Stud_id);

cmd.Parameters.Add(GPA);

CommandTimeout コマンド実行の試行を終了し、 エラーを生成するまでの待機時間を取得または設定します。

デフォルトの初期値は 30 秒です。

CommandTimeout プロパティは、 サーバーで最大のデフォルトのタイムアウ ト値よ り も大きな

値に設定するこ とをお勧めします。 これによって、 アプ リ ケーシ ョ ンはタイムアウ ト した場合

にもっと意味のある応答を得られるよ うになり ます。

CommandType CommandText プロパティの解釈方法を指示または指定します。

ス ト アド  プロシージャを使用するには、 CommandType を  StoredProcedure に設定します。

Connection この IDbCommand のインスタンスで使用する  IDbConnection を取得または設定します。

Parameters PsqlParameterCollection を取得します。

RowSetSize この Command オブジェク トで実行される クエ リによって返される行数を、 実行時に指定され

る値までに制限します。 Read-Write プロパティは符号付き整数です。 

有効な値は 0 から  2147483647 です。 

0 （デフォル トの初期値） に設定する と、データ  プロバイダーは返される行数を制限しません。 

StatementCacheBehavior ステート メン ト  キャ ッシュの動作を取得する、または PsqlStatementCacheBehavior 列挙のいずれ

かの値のステー ト メ ン ト  キャ ッシュ動作を設定します。 詳細については、 「ステー ト メ ン ト

キャ ッシングの有効化」 を参照して ください。

Implicit （デフォルト ） に設定する と、 Statement Cache Mode 接続文字列オプシ ョ ンに Auto が設

定され、 ステート メン ト  キャ ッシュは暗黙的に行われます。

Cache に設定し、 Statement Cache Mode 接続文字列オプシ ョ ンを  ExplicitOnly に設定する と、 ス

テート メン トは Cache がキャ ッシュされている と認識します。

DoNotCache に設定する と、 ステート メン ト  キャ ッシュは行われません。

表 28 PsqlCommand オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明
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表 29 では、 PsqlCommand オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドについて説明します。

PsqlCommandBuilder オブジェク ト

PsqlCommandBuilder オブジェク ト を使用する と、 パフォーマンスに悪影響を及ぼす恐れがあ り ます。 同時実行が

制限されるため、 PsqlCommandBuilder では効率のよい SQL ステート メ ン ト を生成するこ とができません。 多く

の場合、 エンド  ユーザーの方が、 PsqlCommandBuilder オブジェク トで生成されるものよ り効率のよい Update ス
テート メン トや Delete ステート メン ト を作成するこ とができます。 

表 30 では、 PsqlCommandBuilder オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。

表 31 では、 PsqlCommandBuilder オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドについて説明します。

Transaction PsqlCommand オブジェク ト を実行する ト ランザクシ ョ ンを取得または設定します。

UpdatedRowSource DataAdapter の Update メ ソ ッ ドで DataRow が使用されたと き、 コマンドの結果を DataRow に適

用する方法を取得または設定します。

UpdateBatchSize プロパテ ィ に 1 以外の値が設定された場合は、 UpdateCommand、
DeleteCommand、 および InsertCommand の UpdatedRowSource プロパテ ィ は None または

OutputParameters に設定する必要があ り ます。

None に設定する と、 返されたパラ メーターや行は無視されます。

OutputParameters に設定する と、出力パラ メーターは DataSet の変更された行にマップされます。

表 29 PsqlCommand オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

Cancel IDbCommand の実行のキャンセルを試みます。

CreateParameter IDbDataParameter オブジェク トの新しいインスタンスを作成します。

Dispose コンポーネン トで使用した リ ソースを解放します。 オーバーロード されます。

ExecuteNonQuery PsqlConnection オブジェク トに対して SQL ステート メ ン ト を実行し、 影響を受けた行数を返します。

これは結果を返さないコマンドを対象と したメ ソ ッ ドです。

ExecuteReader 接続に対して CommandText を実行し、 IDataReader を構築します。

ExecuteScalar クエ リ を実行し、 そのクエ リが返す結果セッ トの最初の行の最初の列を返します。 残りの行も列も無

視されます。

Prepare Zen のインスタンスに対する準備済みのコマンドを作成します。

メモ ： Prepare メ ソ ッ ドは本リ リースのデータ  プロバイダーでは無効です。

表 30 PsqlCommandBuilder オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

DataAdapter この PsqlCommandBuilder に関連付けられている  PsqlDataAdapter オブジェク ト を取得または設定し

ます。

表 28 PsqlCommand オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明



149

PsqlConnection オブジェク ト

表 32 では、 PsqlConnection オブジェク トのパブリ ッ ク  コンス ト ラ ク ターについて説明します。 

表 33 では、 PsqlConnection オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。いくつかのプロパティで

は、対応する接続文字列オプシ ョ ンに指定された値を返します。接続文字列オプシ ョ ンとは異なり、PsqlConnection
のプロパティ名にはスペースが含まれません。

表 31 PsqlCommandBuilder オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

DeriveParameters PsqlCommand で指定し たス ト ア ド  プロ シージ ャのパラ メ ーター情報を取得し、 指定し た

PsqlCommand オブジェク トの Parameters コレクシ ョ ンにパラ メーターを格納します。

GetDeleteCommand アプリ ケーシ ョ ンが PsqlDataAdapter に対して Delete を呼び出したと きに、データベースで削除処理

を実行するための、 自動生成された PsqlCommand オブジェク ト を取得します。

GetInsertCommand アプリ ケーシ ョ ンが PsqlDataAdapter に対して Insert を呼び出したと きに、データベースで挿入処理

を実行するための、 自動生成された PsqlCommand オブジェク ト を取得します。

GetUpdateCommand アプリ ケーシ ョ ンが PsqlDataAdapter に対して Update を呼び出したと きに、 データベースで更新処

理を実行するための、 自動生成された PsqlCommand オブジェク ト を取得します。

QuoteIdentifier 正しいカタログの中に引用符で囲まれていない識別子がある と、 その識別子の引用符で囲まれた正

しい形式を返します。 識別子内の埋め込み引用符もすべて適切にエスケープされます。

UnquoteIdentifier 引用符で囲まれた識別子がある と、 その識別子の引用符で囲まれていない正しい形式を返します。

識別子内の埋め込み引用符のエスケープ処理も適切に除かれます。

表 32 PsqlConnection オブジェク トのパブリ ック  コンスト ラクター

プロパティ 説明

PsqlConnection() PsqlConnection ク ラスの新しいインスタンスを初期化します。

PsqlConnection(string 
connectionString)

指定された接続文字列を含む文字列に対応する、PsqlConnection ク ラスの新しいインスタンスを

初期化します。

PsqlConnection(string 
connectionString, 
PsqlCredential credential)

指定された接続文字列、 およびユーザー ID とパスワードを含む PsqlCredential オブジェク トに

対応する、 PsqlConnection ク ラスの新しいインスタンスを初期化します。

表 33 PsqlConnection オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

ConnectionString データベースを開く ために使用する文字列を取得または設定します。 設定可能な値の説明について

は、 表 35 を参照して ください。

ConnectionTimeout データ  プロバイダーが接続の試行を中断してエラーを生成するまでの、接続の確立を待機する時間を

取得または設定します。

ConnectTimeout プロパティ または Connection Timeout 接続文字列オプシ ョ ンを使用する と、 接続がタ

イムアウ トするのを待つ時間を設定できます。

接続フェールオーバーが有効になっている （AlternateServers プロパティに代替データベース  サーバー

が 1 つ以上定義されている） 場合は、 代替サーバーへの接続の試行ごとにこのプロパティが適用され

ます。 接続の再試行も有効になっている （Connection Retry Count 接続文字列オプシ ョ ンに 0 よ り大き

い整数が設定されている） 場合は、 再試行ごとに ConnectionTimeout プロパティが適用されます。
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表 34 では、 PsqlConnection オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドについて説明します。 

Credential Zen サーバーに接続するためのパスワードをよ り安全に指定する方法を提供します。PsqlCredential は、

Zen サーバーへの接続に使用されるユーザー ID とパスワードで構成されます。 パスワードを保持す

る  SecureString オブジェク トは、 読み取り専用とマークする必要があ り ます。

Database 現在のデータベースの名前、 または接続を開く と きに使用するデータベースの名前を取得します。

Host Host 接続文字列オプシ ョ ンに指定された値を返します。 読み取り専用です。

Port Port 接続文字列オプシ ョ ンに指定された値を返します。 読み取り専用です。

ServerDSN Server DSN 接続文字列オプシ ョ ンに指定された値を返します。 読み取り専用です。

ServerName Server Name 接続文字列オプシ ョ ンに指定された値を返します。 読み取り専用です。

ServerVersion このオブジェク トが現在接続している  Zen サーバーのバージ ョ ンが示された文字列を返します。 

PsqlConnection オブジェク トが現在接続されていない場合、 データ  プロバイダーでは InvalidOperation
例外を生成します。

State 現在の接続の状態を取得します。

StatisticsEnabled 統計情報の収集を有効にします。

True に設定する と、 現在の接続に関する統計情報の収集が有効になり ます。

表 34 PsqlConnection オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

BeginTransaction   データベース  ト ランザクシ ョ ンを開始します。 

オーバーロード された BeginTransaction(IsolationLevel) メ ソ ッ ドの使用時、 データ  プロバイダーでは

ReadCommitted および Serializable 分離レベルが使用できます。 詳細については、 「分離レベル」 を参照

して ください。

ChangeDatabase 開いている  Connection オブジェク トの現在のデータベースを変更します。

ClearAllPools データ  プロバイダーの接続プールを空にします。

ClearPool 接続に関連付けられている接続プールを空にします。

呼び出し時、接続プールに関連付けられている追加の接続が使用中である場合、 それらには適切なマー

ク付けがされ、 Close を呼び出した時点で破棄されます。 

Close データベースへの接続を閉じます。

CreateCommand PsqlConnection に関連付けられている  PsqlCommand オブジェク ト を作成し、 返します。

Dispose PsqlConnection オブジェク トで使用した リ ソースを解放します。 

Open PsqlConnection オブジェク トの ConnectionString プロパティで指定した設定を使用して、データベース接

続を開きます。

表 33 PsqlConnection オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明
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PsqlConnection オブジェク トの InfoMessage イベン ト を使用する と、データベースから警告や情報メ ッセージを取

得するこ とができます。 データベースからエラーが返される場合は、例外が発生します。 データベース  サーバー

から送られる警告や情報メ ッセージを処理したいク ライアン トは、 PsqlInfoMessageEventHandler デリゲート を作

成してこのイベン トに登録して ください。

InfoMessage イベン トでは、このイベン トに関するデータを含む PsqlInfoMessageEventArgs の引数を受け取り ます。

PsqlConnectionStringBuilder オブジェク ト

PsqlConnectionStringBuilder プロパティ名は、 PsqlConnection.ConnectionString プロパティの接続文字列オプシ ョ ン

名と同じです。 ただし、 接続文字列オプシ ョ ン名は単語の間にスペースを入れるこ とができます。 たとえば、 接

続文字列オプシ ョ ン Min Pool Size はプロパティ名 MinPoolSize に相当します。 

接続文字列の基本形式は、 セ ミ コ ロンで区切られた一連の 「キーワード / 値」 のペアを含んでいます。 次に、

ADO.NET データ  プロバイダー用の単純な接続文字列のキーワード と値の例を示します。

"Server DSN=SERVERDEMO;Host=localhost"

表 35 では、 Zen データ  プロバイダーでサポート される接続文字列オプシ ョ ンに対応するプロパティを挙げ、 各

プロパティについて説明します。 

ResetStatistics 接続上の現在の統計収集セッシ ョ ンのすべての値をゼロにリセッ ト します。

接続が閉じられて接続プールに戻る と、統計情報収集はオフに切り替えられてカウン トが リセッ ト され

ます。

RetrieveStatistics 統計情報収集が有効になっている接続の一連の統計情報を取得します。返される  " 名前 = 値 " の組み合

わせは、 このメ ソ ッ ドが呼び出された時点の接続状態のスナップシ ョ ッ ト を形成します。

表 34 PsqlConnection オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明
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表 35 接続文字列プロパティ

プロパティ 説明

AlternateServers プライマ リ  データベース  サーバーが使用不可能な場合、 データ  プロバイダーが接続を試みる

代替データベース  サーバーの一覧を指定します。 この接続文字列オプシ ョ ンに値を指定する

と、 データ  プロバイダーに対して接続フェールオーバー機能が有効になり ます。

この値は、 代替サーバーごとに接続情報を定義する文字列の形式で指定する必要があ り ます。

デフォルトのポート値 1583 を使用しない場合は、各代替サーバーの名前または IP アドレス と、

ポート番号を指定する必要があ り ます。 文字列は次のよ うな形式です。

"Host= ホスト値 ;Port= ポート値 [, ...]"

たとえば、 Alternate Servers 値を次のよ うに指定する と、 接続フェールオーバー用に 2 つの代替

サーバーが定義されます。

Alternate Servers="Host=AcctServer;Port=1584, 
Host=123.456.78.90;Port=1584"

接続フェールオーバーの説明やこの機能で設定できるその他の接続文字列オプシ ョ ンに関する

情報については、 「接続フェールオーバーの使用」 を参照してください。

ConnectionPoolBehavior {LeastRecentlyUsed | MostRecentlyUsed | LeastFrequentlyUsed | MostFrequentlyUsed}。再使用するた

めの接続プールからどのよ う な順序で接続を削除するのかを、 接続の使用頻度または使用時期

に基づいて指定します。

MostRecentlyUsed に設定する と、 データ  プロバイダーは後入れ先出し法 （LIFO） を用いて、 最

近プールに戻された接続を返します。 

LeastRecentlyUsed （デフォルトの初期値） に設定する と、 データ  プロバイダーは先入れ先出し

法 （FIFO） を用いて、 一番長く接続プールに置かれている接続を返します。 この値は、 プール

内の接続をバランスよ く使用できるよ うにします。

MostFrequentlyUsed に設定する と、データ  プロバイダーは最も使用回数の高い接続を返します。

この値は、 アプ リ ケーシ ョ ンが一番よ く使い込んだ接続を優先的に扱う こ とができるよ うにし

ます。

LeastFrequentlyUsed に設定する と、データ  プロバイダーは最も使用回数の低い接続を返します。

この値は、 プール内の接続をバランスよ く使用できるよ うにします。

ConnectionReset {True | False}。アプ リ ケーシ ョ ンで再使用するための接続プールから接続を削除する場合、その

状態を接続の初期設定状態にリセッ トするかど うかを指定します。 状態を リセッ トする と、 パ

フォーマンスは低下します。これは、新しい接続では、接続時に指定した値に現在のデータベー

スをセッ ト し直すなど、 サーバーに対して余分なコマンドを発行する必要が生じるためです。

False （デフォル トの初期値） に設定する と、 データ  プロバイダーは接続の状態を リセッ ト しま

せん。

ConnectionRetryCount データ  プロバイダーがプライマ リ  サーバーへの接続を試行し、その初期接続が失敗した後に代

替サーバーへの接続を試行する回数を指定します。 

値は、 0 から  65535 までの任意の整数を指定できます。 

0 （デフォル トの初期値） に設定する と、 データ  プロバイダーは、 初期接続の試行に失敗した

後に再接続を試行しません。

接続を再試行している間に接続が成功しなかった場合、 データ  プロバイダーは、 接続を試行し

た最後のサーバーで生成されたエラーを返します。

このオプシ ョ ンと試行間隔を指定する  Connection Retry Delay オプシ ョ ンは、 接続フェールオー

バーに関して使用するこ とができます。 接続フェールオーバーの説明やこの機能で設定できる

その他の接続文字列オプシ ョ ンに関する情報については、「接続フェールオーバーの使用」 を参

照してください。
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ConnectionRetryDelay 初期接続の試行に失敗した後、 プライマ リ  サーバーまたは （指定した場合には） 代替サーバー

への接続を再試行するまでの試行間隔を秒数で指定します。 

値は、 0 から  65535 までの任意の整数を指定できます。 

デフォルトの初期値は 3 （秒） です。 0 に設定する と、 接続の再試行に待ち時間はあ り ません。 

メモ ： このオプシ ョ ンは、 Connection Retry Count 接続文字列オプシ ョ ンを  0 に設定している場

合は作用しません。

このオプシ ョ ンと、データ  プロバイダーが最初の接続の試行に失敗した後に接続を試行する回

数を指定する  Connection Retry Count 接続文字列オプシ ョ ンは、接続フェールオーバーに関して

使用するこ とができます。 接続フェールオーバーの説明やこの機能で設定できるその他の接続

文字列オプシ ョ ンに関する情報については、「接続フェールオーバーの使用」 を参照してくださ

い。

ConnectionTimeout サーバーへの接続の試行が失敗した後、接続されないでいる間の秒数を指定します。接続フェー

ルオーバーが有効になっている場合、 このオプシ ョ ンは接続の試行ごとに適用されます。

0 に設定する と、 データ  プロバイダーが接続の試行でタイムアウ トするこ とはあ り ません。

デフォルトの初期値は 15 秒です。

DatabaseName 接続するデータベースの内部名を指定します。 ServerDSN が定義されていない Zen データ  ソー

スに接続する必要がある場合は、 このオプシ ョ ンを使用します。

デフォルト値は空文字列です。

メモ ： 1 つの接続文字列に Database Name と  Server DSN 接続文字列オプシ ョ ンを混在させるこ

とはできません。

別名 ： DBQ

DbFileDirectoryPath メモ ： このオプシ ョ ンは、 Zen ADO.NET Entity Framework Core データ  プロバイダーでのみサ

ポート されます。

データベース  サーバーのどのディ レク ト リ でデータベース  ファ イルが作成されたかを判断し

ます。

デフォルト値は空文字列です。

EnableIPV6 IPv4 アドレスを使用した Zen サーバーへの接続に対応する下位互換性を提供します。 

True に設定する と、 IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスのいずれかを使用するサーバーに対し、

インス トール済みの IPv6 プロ ト コルに対応したク ライアン ト を識別させるこ とができます。 

False に設定する と、 ク ライアン トは下位互換性モードで実行します。 ク ラ イアン トはいつでも

IPv4 アドレスを使用するサーバーに識別されます。

デフォルト値は、 4.0 では True に設定されます。

IPv6 形式の詳細については、 『Getting Started with Zen』 の 「IPv6」 を参照して ください。

EnableTrace {0 | 1}。 ト レースを有効にするかど うかを指定します。

0 （デフォルトの初期値） に設定する と、 ト レースは有効になり ません。

Encoding データベースに格納されている文字列データの変換に使用する、 IANA 名または Windows コー

ド  ページを指定します。 

デフォルト値は空文字列で、 現在の Windows Active Code Page （ACP） が使用されます。

表 35 接続文字列プロパティ
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Encrypt {If Needed | Always | Never}。 データ  プロバイダーが暗号化されたネッ ト ワーク通信 （ワイヤ暗

号化と も呼ばれます） を使用するかど うかを決定します。 

Always に設定する と、データ  プロバイダーは暗号化を使用します。サーバーでワイヤ暗号化が

許可されない場合はエラーが返されます。 

Never に設定する と、 データ  プロバイダーは暗号化を使用しません。 サーバーでワイヤ暗号化

を要求された場合はエラーが返されます。

IfNeeded （デフォルト ） に設定する と、 データ  プロバイダーはサーバーのデフォルト設定を使

用します。

メモ ： このオプシ ョ ンは、 データの暗号化と復号で必要となる追加オーバーヘッ ド （主に CPU
使用） のため、 パフォーマンスに悪影響を与えるこ とがあ り ます。

Encryption {Low | Medium | High}。 データ  プロバイダーが許可する暗号化の最低レベルを決定します。

デフォルトの初期値は Medium （中） です。 

これらの値の意味は使用する暗号化モジュールに応じて変わ り ます。 デフォル ト の暗号化モ

ジュールでは、 これらの値はそれぞれ 40 ビッ ト、 56 ビッ ト 、 および 128 ビッ ト暗号化に対応

しています。

Enlist {True | False}。 スレッ ドの現在のト ランザクシ ョ ン コンテキス トの作成中に、 データ  プロバイ

ダーが接続への参加を自動的に試行するかど うかを指定します。 

メモ ： Zen は分散ト ランザクシ ョ ンをサポート しないため、 スレッ ドの現在の ト ランザクシ ョ

ン コンテキス トでの接続への参加試行は失敗します。

False に設定する と、 データ  プロバイダーは接続への自動的な参加試行を行いません。

True （デフォル トの初期値） に設定する と、 現在の ト ランザクシ ョ ン コンテキス トが存在する

場合にデータ  プロバイダーはエラーを返します。現在の ト ランザクシ ョ ン コンテキス トが存在

しない場合、 データ  プロバイダーは警告を発します。

Host 接続する  Zen データベース  サーバーの名前または IP ア ド レ スを指定し ます。 た と えば、

Accountingserver などのサーバー名を指定できます。 あるいは、 199.226.22.34 （IPv4）
または 1234:5678:0000:0000:0000:0000:9abc:def0 （IPv6） などの IP アドレスを指定

できます。

デフォルトの初期値は空文字列です。

別名 ： Server、 Server Name

表 35 接続文字列プロパティ

プロパティ 説明



155

InitialCommandTimeout データ  プロバイダーが実行の試行を終了してエラーを生成するまでのデフォル ト の待機時間

（秒単位のタイムアウ ト ） を指定します。 このオプシ ョ ンは、 アプリ ケーシ ョ ンのコードに変更

を加えるこ とな く、 PsqlCommand オブジェク トの CommandTimeout プロパティ と同じ機能を提

供します。その後、アプ リ ケーシ ョ ンは CommandTimeout プロパティを使用して Initial Command
Timeout 接続文字列オプシ ョ ンを上書きするこ とができます。 

デフォルトの初期値は 30 です。 0 に設定する と、 クエ リは絶対タイムアウ ト しません。

たとえば、 次の C# コード例では、 接続文字列はコマンドの実行試行を終了するまでに 60 秒待

機するよ う指示しています。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 次に、 45 秒の CommandTimeout を指定し、

接続文字列で指定した値を上書きします。
PsqlCommand command = new PsqlCommand();
PsqlConnection conn = new PsqlConnection("…; Initial Command 

Timeout=60; …");
conn .Open();
command.Connection = connection;
// command.CommandTimeout は 60 を返します
command.CommandTimeout = 45;
// command.CommandTimeout は 45 を返します
 
command = new PsqlCommand();
command.CommandTimeout = 45;
command.Connection = conn;
// command.CommandTimeout は、 依然と して 45 を返します

メモ ： CommandTimeout オプシ ョ ンの初期値は、 サーバーのデッ ド ロ ッ ク  検出およびタイムア

ウ トの最大値よ り大きい値に設定します。 これによって、 アプ リ ケーシ ョ ンはタイムアウ ト し

た場合によ り意味のある応答を受け取るこ とができます。

InitializationString セッシ ョ ンの設定を管理するために、 データベースへの接続後直ちに発行されるステート メ ン

ト を指定します。

デフォルトの初期値は空文字列です。

例 ： NULL で埋められた CHAR 列を処理するには、 次のよ うに値を設定します。
Initialization String=SET ANSI_PADDING ON

メモ ： 何らかの理由でステート メ ン ト が失敗した場合、 Zen サーバーへの接続は失敗します。

データ  プロバイダーは、 サーバーから返されたエラーを含む例外をスローします。

LoadBalanceTimeout 接続プールで接続を保持する秒数を指定します。接続プール マネージャーは定期的にすべての

プールをチェッ ク し、 その存続時間を超過した接続を閉じた り排除します。 MinPoolSize オプ

シ ョ ンの指定によって、 一部の接続でこの値を無視させるこ とができます。 接続の存続時間に

ついては、 「プールからの接続の削除」 を参照してください。

値は、 0 から  65335 までの任意の整数を指定できます。

0 （デフォルトの初期値） に設定する と、 接続のタイムアウ トは上限値になり ます。 

別名 ： Connection Lifetime
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LoadBalancing {True | False}。 データ  プロバイダーがプライマ リ  データベース  サーバーや代替データベース

サーバーへの接続において、 ク ラ イアン ト  ロード  バランスを使用するかど うかを決定します。

代替サーバーのリ ス トは Alternate Servers 接続オプシ ョ ンで指定されます。

True に設定する と、データ  プロバイダーはランダムな順序でデータベース  サーバーに接続しよ

う と します。ロード  バランスに関する詳細については、「ク ラ イアン ト  ロード  バランスの使用」

を参照してください。

False （デフォル トの初期値） に設定する と、 ク ラ イアン ト  ロード  バランスは使用されず、デー

タ  プロバイダーはシーケンシャル （最初にプライマ リ  サーバー、次に代替サーバーの指定され

た順） に各サーバーへ接続します。

メモ ： このオプシ ョ ンは、 Alternate Servers 接続文字列オプシ ョ ンで代替サーバーが指定されて

いなければ作用しません。

Load Balancing 接続文字列オプシ ョ ンは、接続フェールオーバーに関して使用するこ とができる

任意の設定です。 接続フェールオーバーの説明やこの機能で設定できるその他の接続文字列オ

プシ ョ ンに関する情報については、 「接続フェールオーバーの使用」 を参照して ください。 

MaxPoolSize 1 つのプール内の最大接続数を指定します。 最大数に達したら、 それ以上の接続を接続プール

に追加するこ とはできません。 Max Pool Size Behavior 接続文字列オプシ ョ ンの指定によって、

一部の接続でこの値を一時的に無視させるこ とができます。

値は、 1 から  65335 までの任意の整数を指定できます。

デフォルトの初期値は 100 です。

MaxPoolSizeBehavior {SoftCap | HardCap}。 接続プール内のすべての接続が使用中である場合、 データ  プロバイダー

は Max Pool Size オプシ ョ ンで指定された接続数を超えるこ とができるかど うかを指定します。

SoftCap に設定した場合、 作成される接続数は Max Pool Size に設定された値を超えるこ とはで

きますが、 プールされる接続数は設定値を超えません。 プールの最大接続数が使用されている

と きに接続要求を受け取った場合、 データ  プロバイダーは新しい接続を作成します。 アイ ドル

状態の接続が入った満杯のプールに接続が返された場合、 プール メ カニズムは接続プールが

Max Pool Size を決して超えないよ う、 破棄する接続を選択します。

HardCap （デフォルトの初期値） に設定した場合、プールに許可されている最大接続数が使用中

である と きは、 新しい接続要求は Connection Timeout に達するまで、 接続が使用可能になるの

を待ちます。 

MaxStatementCacheSize ステート メン ト  キャ ッシュに保持できるステート メン トの最大数を指定します。この値には 0、
または 1 以上の整数を指定できます。

キャ ッシュ  サイズを  0 に設定する と、 ステート メン ト  キャ ッシングを無効にします。

デフォルトの初期値は 10 です。

ほとんどの場合、 ステート メン ト  キャ ッシングを使用する とパフォーマンスが向上します。 こ

のオプシ ョ ンがパフォーマンスに与える影響については、 お使いのデータ  プロバイダーの 「パ

フォーマンスに関する考慮点」 ト ピッ クを参照してください。

MinPoolSize 接続プールが初期化されたと きに作成される接続数、 およびそのプールに保持される接続数を

指定します。接続プール内の一部の接続が LoadBalanceTimeout 値を超えたと しても、接続プー

ルにはこの最小数の接続が保持されます。 

値は、 0 から  65335 までの任意の整数を指定できます。

0 （デフォル トの初期値） に設定した場合、 接続が閉じられて接続プールに送られても、 プール

には、 そのプールの作成に使用された元の接続のみが保持されます。

1 から  65535 までの整数に設定する と、 指定された数の接続の複製がプールに保持されます。 

プールがパフォーマンスに与える影響については、 お使いのデータ  プロバイダーの 「パフォー

マンスに関する考慮点」 ト ピッ クを参照してください。
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ParameterMode ネイティブ パラ メーター マーカーおよびバインディングの動作を指定します。 これによ り、ア

プ リ ケーシ ョ ンはプロバイダー固有の SQL コードを再利用でき、 Zen ADO.NET データ  プロバ

イダーへの移行を容易にするこ とができます。

ANSI （デフォル トの初期値） に設定する と、 ? 文字はパラ メーター マーカーと して処理され、

序数と してバインド されます。 アプ リ ケーシ ョ ンは BindByName プロパティの動作をコマンド

単位で切り替えられます。

BindByOrdinal に設定した場合、 ネイティブ パラ メーター マーカーが使用され、 ス ト アド  プロ

シージャおよび標準コマンド用に序数と してバインド されます。

BindByName に設定した場合、 ネイティブ パラ メーター マーカーが使用され、 ス ト アド  プロ

シージャおよび標準コマンド用に名前でバインド されます。

メモ ： このオプシ ョ ンは、 Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーではサポート さ

れません。

Password Zen データベースへの接続に使用するパスワード （大文字小文字の区別なし） を指定します。パ

スワードは、 データベースでセキュ リ ティが有効な場合にのみ必要です。 パスワードが必要な

場合は、 システム管理者からパスワードを入手してください。

別名 ： PWD

PersistSecurityInfo {True | False}。セキュ リティ情報を  ConnectionString プロパティにク リ ア テキス トで表示するか

ど うかを指定します。 

True に設定する と、 Password 接続文字列オプシ ョ ンの値はク リ ア テキス トで表示されます。 

False （デフォル トの初期値） に設定する と、 データ  プロバイダーは接続文字列にパスワードを

表示しません。

Pooling {True | False}。 接続をプールするかど うかを指定します。 接続プールに関する詳細については、

「接続プールの使用」 を参照して ください。

True （デフォル トの初期値） に設定する と、 接続プールが有効になり ます。

プールがパフォーマンスに与える影響については、 お使いのデータ  プロバイダーの 「パフォー

マンスに関する考慮点」 ト ピッ クを参照してください。

Port Zen データベースで動作している リ スナーの TCP ポート を指定します。 

デフォルトのポート番号は 1583 です。

PVTranslate {Auto | Nothing}。 ク ラ イアン トが、 サーバーと適合するエンコードをネゴシエイ トするかど う

かを指定します。 

Auto に設定する と、 データ  プロバイダーは Encoding 接続プロパティをデータベースのコード

ページに設定します。 また、 SQL クエ リ  テキス トは、 データ  エンコードではなく  UTF-8 エン

コードを使用して送信されます。 これによ り、 クエ リ  テキス ト内の NCHAR 文字列リテラルが

保持されます。

Nothing （デフォルト ） に設定する と、 Encoding 接続プロパティの設定が使用されます。

SchemaCollectionTimeout 試行したスキーマ コレ クシ ョ ン操作が失敗した後、 完了されないでいる間の秒数を指定しま

す。

0 に設定する と、データ  プロバイダーがスキーマ コレクシ ョ ン操作の試行でタイムアウ トする

こ とはあ り ません。

デフォルトの初期値は 120 です。
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SchemaOptions 返すこ とができる追加のデータベース  メ タデータを指定します。デフォルトで、データ  プロバ

イダーは、 パフォーマンスに悪影響を与えるデータベース  メ タデータの一部が返らないよ うに

するこ とで、 パフォーマンスを最適化しています。 アプ リ ケーシ ョ ンでこのよ う なデータベー

ス  メ タデータを必要とする場合は、 メ タデータの名前または 16 進値を指定します。

このオプシ ョ ンはパフォーマンスに影響するこ とがあ り ます。

データ  プロバイダーが追加できるデータベース  メ タデータの名前および 16 進値については、

表 36 を参照してください。

ShowColumnDefaults または 0x04 に設定する と、 列のデフォルトが返されます。

ShowParameterDefaults または 0x08 に設定する と、 列のデフォルトが返されます。

FixParameterDirections または 0x10 に設定する と、 プロシージャ定義が返されます。 

ShowProcedureDefinitions または 0x20 に設定する と、 プロシージャ定義が返されます。 

ShowViewDefinitions または 0x40 に設定する と、 ビュー定義が返されます。 

ShowAll または 0xFFFFFFFF （デフォル トの初期値） に設定する と、 すべてのデータベース  メ
タデータが返されます。

たとえば、プロシージャ定義の説明を返すには Options=ShowProcedureDefinitions または Schema
Options=0x20 を指定します。

複数の除外されたメ タデータを表示するには、 名前をカンマ区切りの リ ス トで指定するか、 制

限したい列コレクシ ョ ンの 16 進値の合計を指定します。たとえば、プロシージャ定義とビュー

定義 （それぞれ 16 進値で 0x20 と  0x40） を返すには、 Schema
Options=ShowProcedureDefinitions, ShowViewDefinitions または Schema
Options=0x60 と指定します。

メモ ： この接続文字列オプシ ョ ンはパフォーマンスに悪影響を与えるこ とがあ り ます。 詳細に

ついては、お使いのデータ  プロバイダーのパフォーマンスに関する考慮点のドキュ メン ト を参

照してください。

ServerDSN サーバー上のデータ  ソースの名前、 たとえば Server DSN=SERVERDEMO を指定します。

デフォルト値は DEMODATA です。

メモ ： 1 つの接続文字列に Database Name と  Server DSN 接続文字列オプシ ョ ンを混在させるこ

とはできません。

StatementCacheMode ステー ト メ ン ト  キャ ッシュ  モードを指定します。 Statement Cache Mode はステー ト メ ン ト の

キャ ッシュ動作を制御します。 ステート メン トは自動的にキャ ッシュされるか、 またはコマン

ドが明示的にマーク した場合にのみキャ ッシュされます。

Auto に設定する と、 ステー ト メ ン ト  キ ャ ッ シングは PsqlCommand プロパテ ィ の

StatementCacheBehavior に暗黙的にマーク されたステート メン トに対して有効になり ます。これ

らのコマンドは明示的にマーク されたコマンド よ り低い優先順位を持ちます。 つま り、 ステー

ト メン ト  プールが最大ステート メン ト数に達した場合、 Cache とマーク されたステート メン ト

用の余地を作るため、 Implicit とマーク されたステート メン トが最初に削除されます。

ExplicitOnly （デフォル ト の初期値） に設定する と、 StatementCacheBehavior によって Cache と
マーク されたステート メン トのみがキャ ッシュされます。

ほとんどの場合、 ステート メ ン ト  キャ ッシングを有効にする とパフォーマンスが向上します。

このオプシ ョ ンが ADO.NET データ  プロバイダーのパフォーマンスに与える影響については、

「パフォーマンスに関する考慮点」 を参照して ください。

メモ ： このオプシ ョ ンは、 Zen ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーではサポート さ

れません。
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表 36 に、データ  プロバイダーが、 返すデータから除外する列コレクシ ョ ンの名前と  16 進値を挙げます。 複数の

値を指定するには、名前をカンマ区切りのリ ス トで指定するか、返したい列コレクシ ョ ンの 16 進値の合計を指定

します。 

PsqlConnectionStringBuilder オブジェク トにはプロバイダー固有のメ ソ ッ ドはあ り ません。 サポート される メ ソ ッ

ドの情報については、データ  プロバイダーのオンライン ヘルプおよび Microsoft .NET Framework SDK ドキュ メン

ト を参照して ください。

Timestamp {DateTime | String}。 データ  プロバイダーで、 Zen のタイムスタンプを文字列と して格納および

取得するかど うかを指定します。 

DateTime に設定するか、 または定義しない （デフォルト ） と、 データ  プロバイダーはタイムス

タンプを  .NET DateTime 型にマップします。 この設定はネイティブな精度が必要な場合、 たと

えば、 タイムスタンプを含む PsqlCommandBuilder を使用する場合に適しています。

String に設定する と、 タイムスタンプは文字列と して返されます。データ  プロバイダーは、 Zen
タイムスタンプを .NET String 型にマップします。

TimeType {DateTime | TimeSpan}。 Zen の Time を  ADO.NET データ  プロバイ ダーの Timespan または

DateTime と して取得するかど うかを指定します。

DateTime に設定する と、 データ  プロバイダーは SQL の TIME 型を  .NET の System.DateTime 型
にマップします。

TimeSpan に設定する と、データ  プロバイダーは SQL の TIME 型を  .NET の System.DateTimeSpan
型にマップします。

TraceFile ト レース  ファ イルのパス と名前を指定します。

デフォルトの初期値は空文字列です。 指定したファ イルが存在しない場合は、 データ  プロバイ

ダーがファイルを作成します。

UseCurrentSchema この接続文字列オプシ ョ ンはサポー ト されていません。 これを設定する と、 データ  プロバイ

ダーは例外をスローします。

UserID Zen データベースへの接続に使用するデフォルトの Zen ユーザー名を指定します。

別名 ： UID 

表 36 Zen 列コレクシ ョ ン

名前 16 進数の値 コレクシ ョ ン / 列

ShowColumnDefaults1 0x04 Columns/COLUMN_DEFAULT

ShowParameterDefaults 0x08 ProcedureColumns//PARAMETER_DEFAULT

FixParameterDirections 0x10 ProcedureColumns/PARAMETER_TYPE

ShowProcedureDefinitions 0x20 Procedures/PROCEDURE_DEFINITION

ShowViewDefinitions 0x40 Views/VIEW_DEFINITION 

ShowAll 0x7F All

1 COLUMN_HAS_DEFAULT は常にヌル値を返します。

表 35 接続文字列プロパティ

プロパティ 説明
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PsqlCredential オブジェク ト

PsqlCredential オブジェク トは、Zen サーバー認証を使用して安全にログインする方法を提供します。PsqlCredential
は、 Zen サーバーによって認識されるユーザー ID とパスワードで構成されます。 

PsqlCredential オブジェク トのパスワードは、 接続文字列とは違って SecureString 型です。 接続文字列のパスワー

ドは、プロバイダーが読み取って SecureString に変換しない限り、セキュ リ ティで保護されていません。パスワー

ドは、メモ リに書き込まずに安全な方法で処理されます。パスワードに格納する文字列は、使用後に消去されます。

メモ  PsqlCredential は、 ユーザー ID とパスワードが必要な認証方法の場合にのみ使用してください。 また、

Kerberos 認証またはク ライアン ト認証を使用している場合は、 PsqlCredential を使用しないでください。 最後

に、 PsqlCredential オブジェク ト を使用する場合は、 接続文字列にユーザー ID とパスワードを含めないでく

ださい。

次のコード  スニペッ トは、PsqlCredential ク ラスを使用する方法を示しています。この例で文字列から  SecureString
への変換に使用されている方法は、 考えられる多くの方法のうちの 1 つです。

PsqlConnection con = null;
PsqlCredential lobjCredential = null;
string userId = "ABCD";
SecureString password = ConvertToSecureString("XYXYX");
private static SecureString ConvertToSecureString(string value)
{

var securePassword = new SecureString();
foreach (char c in value.ToCharArray())
securePassword.AppendChar(c);
securePassword.MakeReadOnly();
return securePassword;

}
try
{

lobjCredential = new PsqlCredential(userId, password);
con = new PsqlConnection("Host=nc-xxx;Port=xxxx;Database Name=xxxx"",

lobjCredential);
con.Open();
Console.WriteLine("Connection Successfully Opened...");
con.Close();

}
catch (Exception e)
{

Console.Write(e.Message)
}
finally
{

if (null != con)
{

con.Close();
con = null;

}
if (null != lobjCredential)
{

lobjCredential = null;
}

}
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次の表では、 PsqlCredential オブジェク トのプロバイダー固有のパブリ ッ ク  プロパティの実装について説明しま

す。 

接続が開いている と きに PsqlCredential オブジェ ク ト を使用して、 プールされている同じ接続を使用したい場合

は、使用可能な接続プールから同じ接続が取得されるよ う、同じ  PsqlCredential オブジェク ト を参照する必要があ

り ます。

接続ごとに新しい資格情報オブジェク ト を作成する場合、ド ライバーはオブジェク ト を個別に扱い、同じユーザー

ID とパスワードが使用されている場合でも、 それらを異なる接続プールに入れます。

PsqlDataAdapter オブジェク ト

PsqlDataAdapter オブジェク トは PsqlCommand オブジェク ト を使って Zen データベースに対して SQL コマンドを

実行し、 取得したデータを  DataSet に読み込んだり、 DataSet で変更されたデータをデータベースと照合したり し

ます。

表 38 では、 PsqlDataAdapter オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。 

PsqlDataReader オブジェク ト

PsqlDataReader オブジェク トは、 データベースから読み取り専用のレコードを取得する前方スクロール カーソル

です。 PsqlDataAdapter を使用するよ り もパフォーマンスは高くな り ますが、 結果セッ トは変更できません。 

表 37 PsqlCredential オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

User ID PsqlCredential オブジェク トのユーザー ID 構成要素を返します。

String データ型を使用します。 ヌルまたは空の値は無効です。

Password PsqlCredential オブジェク トのパスワード構成要素を返します。

SecureString データ型を使用します。 ヌルは無効な値です。

表 38 PsqlDataAdapter オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

UpdateBatchSize バッチで実行可能なコマンド数を指定する値を取得または設定します。

アプ リ ケーシ ョ ンで切断された DataSet を使用してこれらの DataSet を更新する場合、 このプロパティ

の値を  1 よ り大き く設定するこ とによ り、積極的にパフォーマンスを操作するこ とができます。デフォ

ルトでは、 データ  プロバイダーは利用可能な最大バッチ サイズの使用を試みます。 ただし、 これがア

プ リ ケーシ ョ ンでの最適なパフォーマンスに一致する とは限り ません。 DataSet で通常更新する行数に

基づいて値を設定します。たとえば、50 未満の行を更新する場合、このプロパティの推奨設定は 25 です。

0 に設定する と、 PsqlDataAdapter はデータ  ソースで利用可能な最大バッチ サイズを使用し ます。

InsertCommand、 UpdateCommand、 および DeleteCommand の UpdatedRowSource プロパティは、 None ま
たは OutputParameters に設定する必要があ り ます。

1 に設定する と、 バッチ更新は無効になり ます。

1 よ り大きい値に設定する と、 バッチ内で指定した数のコマン ドが実行されます。 InsertCommand、
UpdateCommand、 および DeleteCommand の UpdatedRowSource プロパテ ィ は、 None または

OutputParameters に設定する必要があ り ます。

DeleteCommand Zen データ  ソースからレコードを削除するための SQL ステート メン ト を取得または設定します。

InsertCommand Zen データ  ソースに新しいレコードを挿入するための SQL ステート メン ト を取得または設定します。

SelectCommand Zen データベースのレコードを選択するための SQL ステート メン ト を取得または設定します。

UpdateCommand データ  ソースのレコードを更新するための SQL ステート メン ト を取得または設定します。
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表 39 では、 PsqlDataReader オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。

表 40 では、 PsqlDataReader オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドの一部について説明します。 

PsqlError オブジェク ト

PsqlError オブジェク トは、 Zen サーバーで生成されたエラーや警告に関する情報を収集します。

表 41 では、 PsqlError オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。

PsqlErrorCollection オブジェク ト

PsqlErrorCollection オブジェク トは、 PsqlException によって作成され、 Zen サーバーによって生成されたすべての

エラーを格納します。

表 42 では、 PsqlErrorCollection オブジェク トでサポート されるプロバイダー固有のパブリ ッ ク  プロパティについ

て説明します。サポート されるその他のプロパティおよびメ ソ ッ ドの情報については、データ  プロバイダーのオ

ンライン ヘルプおよび Microsoft .NET Framework SDK ドキュ メン ト を参照してください。 

表 39 PsqlDataReader オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

Depth 現在の行の入れ子の深さを示す値を取得します。

HasRows この PsqlDataReader に 1 行以上の行が格納されているかど うかを示す値を取得します。 

IsClosed データ  リーダーが閉じているかど うかを示す値を取得します。

RecordsAffected SQL ステート メン トの実行によって変更、 挿入または削除された行数を取得します。

表 40 PsqlDataReader オブジェク トでサポート されるメソッ ド

メ ソ ッ ド 説明

Close DataReader を閉じます。 DataReader オブジェク トの使用を終了する と きは必ず Close メ ソ ッ ドを呼び

出してください。

GetSchemaTable PsqlDataReader の列メ タデータを記述する  DataTable を返します。 詳細については、 表 58 を参照して

ください。

NextResult バッチ SQL ステート メン トの結果を読み込むと きに、 データ  リーダーを次の結果に進めます。

Read IDataReader を次の結果に進めます。

表 41 PsqlError オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

Message Zen サーバーから返されるエラー メ ッセージ テキス ト を取得します。

Number Zen から返されるエラー番号を取得します。

SQLState Zen データ  プロバイダーが例外をスローしたと きに SQLState の文字列表記を取得します。 例外に対応

するエラーがない場合は 0 です。 このプロパティは読み取り専用です。

メモ ： SQLstate 情報が何もない ADO.NET ク ラ イアン トのエラー メ ッセージについては、 S1000 がデ

フォルトの SQLState と して使用されます。
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表 43 では、 PsqlErrorCollection オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドについて説明します。

PsqlException オブジェク ト

プロバイダー固有の例外は System.Data interface インターフェイスから直接派生します。 System.Exception オブ

ジェク ト全般で直接使用できるのは、Message プロパティなどのパブリ ッ ク  プロパティおよびメ ソ ッ ドのみです。

SQLState および Number プロパティは、 プロバイダー固有のコードを介して、 または参照を使用してのみアクセ

スできます。

ADO.NET 2.0 は、 DbException ク ラスに新しいプロパティ  Data を導入しました。 このプロパティは、 例外に関す

る追加のユーザー定義情報を提供する、キーと値の組のコレクシ ョ ンを返します。ADO.NET データ  プロバイダー

は、 SQLState、 Number、 および ErrorPosition などのキー / 値ペアのコレクシ ョ ンを取得します。

Psql.Data.SqlClient プレフ ィ ッ クスは各キーに適用されます。 たとえば、 次のよ うになり ます。

Psql.Data.SqlClient.Data["SQLState"] = 28000;

複数のエラーが存在する場合、 表 44 で説明しているプロパティは最後に生成されたエラーに対して適用されま

す。 複数のエラーが発生したかど う かを判断するには、 このオブジェ ク ト の Errors プロパテ ィ で返される

PsqlErrorCollection の Count プロパティ をチェ ッ ク します。 詳細については、 「PsqlErrorCollection オブジェク ト 」

を参照して ください。

PsqlFactory オブジェク ト

プロバイダー フ ァ ク ト リ  ク ラ スを使用する と、 ユーザーは汎用オブジェ ク ト のプログラムを作成できます。

DbProviderFactory からインスタンス化すれば、 ファ ク ト リが正しいタイプの具体的なク ラスを生成します。

表 45 は、 ADO.NET データ  プロバイダーの選択や DbProviderFactory のインスタンス化を調整するために使用さ

れる静的メ ソ ッ ドを示しています。

表 42 PsqlErrorCollection オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

Count Zen サーバーで生成される  PsqlError オブジェク トの数を取得します。

表 43 PsqlErrorCollection オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

CopyTo PsqlError オブジェク ト を  ErrorCollection から指定した配列にコピーします。

GetEnumerator 指定した配列の IEnumerator インターフェイスを返します。

表 44 PsqlException オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

Errors PsqlError オブジェク トの うち 1 つの PsqlErrorCollection を取得または設定します。

Message Zen サーバーから返されるエラー メ ッセージ テキス ト を指定します。

Number Zen サーバーから返される数を取得または設定します。

SQLState Zen データ  プロバイダーが例外をスローしたと きに SQLState の文字列表記を返します。 例外に対応す

るエラーがない場合は 0 です。 このプロパティは読み取り専用です。
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PsqlInfoMessageEventArgs オブジェク ト

PsqlInfoMessageEventArgs オブジェク トは、 PsqlInfoMessageEventHandler に入力と して渡され、 Zen サーバーで生

成される警告に関する情報を格納します。 

表 46 では、 PsqlInfoMessageEventArgs オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。

PsqlParameter オブジェク ト

PsqlParameter オブジェク トは PsqlCommand オブジェク トのパラ メーターを表します。 

表 47 では、 PsqlParameter オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。

表 45 PsqlFactory オブジェク トのメ ソッ ド

メ ソ ッ ド 説明

CreateCommand 厳密に型指定された DbCommand インスタンスを返します。

CreateCommandBuilder 厳密に型指定された DbCommandBuilder インスタンスを返します。

CreateConnection 厳密に型指定された DbConnection インスタンスを返します。

CreateConnectionStringBuilder 厳密に型指定された DbConnectionString インスタンスを返します。

CreateDataAdapter 厳密に型指定された DbDataAdapter インスタンスを返します。

CreateDataSourceEnumerator 厳密に型指定された PsqlDataSourceEnumerator インスタンスを返します。

CreateParameter 厳密に型指定された DbParameter インスタンスを返します。

表 46 PsqlInfoMessageEventArgs のパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

Errors Zen サーバーから送られる警告のコレクシ ョ ンを格納する  PsqlErrorCollection を指定します。 詳細につ

いては、 「PsqlErrorCollection オブジェク ト 」 を参照して ください。

Message Zen サーバーから返される最新のテキス ト  メ ッセージを返します。複数の警告が発生したかど うかを判

断するには、 アプ リ ケーシ ョ ンはこのオブジェク トの Errors プロパティで返される  PsqlErrorCollection
の Count プロパティを調べる必要があ り ます。

表 47 PsqlParameter オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

ArrayBindStatus PsqlParameterStatus エン ト リの配列内のすべての値を  null と してバイン ドする必要があるか

ど うかを決定します。 PsqlParameterStatus 列挙はエン ト リ  NullValue を含んでいます。

このプロパティを設定しなければ、 値は null になり ません。 配列の長さは、 PsqlCommand オ
ブジェ ク ト の ArrayBindCount プロパテ ィ で指定された値 と 一致する必要があ り ます

（「PsqlCommand オブジェク ト 」 を参照して ください）。

デフォルトの初期値は null です。

DbType パラ メーターの DbType を取得または設定します。

Direction パラ メーターが入力専用、 出力専用、 双方向、 あるいはス ト アド  プロシージャの戻り値パラ

メーターかど うかを示す値を取得または設定します。

IsNullable パラ メーターが null 値を受け入れるかど うかを示す値を取得または設定します。
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PsqlParameterCollection オブジェク ト

PsqlParameterCollection オブジェク トは PsqlCommand に関するパラ メーターのコレクシ ョ ンです。 また、 DataSet
の列へのマッピングも含まれています。

表 48 では、 PsqlParameterCollection オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。 

表 49 では、 PsqlParameterCollection オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドについて説明します。

ParameterName PsqlParameter オブジェク トの名前を設定または取得します。

Precision Value プロパティを表す場合の最大桁数を取得または設定します。

Scale Value プロパティを解決する小数点以下の桁数を取得または設定します。

Size 列内のデータの最大サイズをバイ ト単位で取得または設定します。

SourceColumn DataSet に割り当てられており、 Value プロパティの読み込みまたは返却に使用されるソース

列の名前を取得または設定します。

SourceColumnNullMapping ソース列がヌル値を許可するかど うかを示す値を設定または取得します。

SourceVersion Value プロパティの読み込み時に使用する  DataRowVersion を取得または設定します。

Value パラ メーターの値を取得または設定します。 

デフォルトの初期値は null です。

メモ ： 配列バインドが有効な場合 （ 「PsqlCommand オブジェク ト 」 の ArrayBindCount プロパ

ティを参照して ください）、 このプロパティは値の配列と して指定されます。各配列の長さは

ArrayBindCount プロパティの値と一致させる必要があ り ます。 バイナリ型の列に配列の値を

指定する場合、 そのデータは実質的には byte[] と して指定されます。 これはバイ トの配列の

配列です。 データ  プロバイダーは複数のパラ メーターにバインドするパラ メーター配列を使

用するよ うな場合には、 「ジャグ （Jagged）」 配列を予測します。

ス ト アド  プロシージャ  パラ メーターを  null に設定した場合、 データ  プロバイダーはそのパ

ラ メーターをサーバーに送り ません。 代わりに、 ス ト アド  プロシージャを実行する際はパラ

メーターのデフォルト値が使用されます。

表 48 PsqlParameterCollection のパブリ ック  プロパティ  

プロパティ 説明

Count コレクシ ョ ン内の PsqlParameter オブジェク トの数を取得します。 

IsFixedSize PsqlParameterCollection が固定サイズかど うかを示す値を取得します。 

IsReadOnly PsqlParameterCollection が読み取り専用かど うかを示す値を取得します。 

IsSynchronized PsqlParameterCollection がスレッ ド  セーフかど うかを示す値を取得します。

Item 指定された イ ンデッ ク ス位置にあ るパラ メ ーターを返し ます。 C# の場合、 こ のプロパテ ィ は

IDataParameterCollection ク ラス用のインデクサーです。

SynchRoot PsqlParameterCollection への同期アクセスに使用するオブジェク ト を取得します。 

表 47 PsqlParameter オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明
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PsqlTrace オブジェク ト

PsqlTrace オブジェク トは、開発時に問題をデバッグするためアプリ ケーシ ョ ンによって作成されます。 PsqlTrace
オブジェク トのプロパティを設定する と、 その値を優先し環境変数の設定を無効にします。 アプリ ケーシ ョ ンが

最終的なものになったら、 PsqlTrace オブジェク トへの参照を必ず削除してください。

次のコードでは MyTrace.txt という名前の Trace オブジェク ト を作成しています。その結果、データ  プロバイダー

への呼び出しはすべてそのファイルへト レースされます。

PsqlTrace MyTraceObject = new PsqlTrace();
 MyTraceObject.TraceFile="C:\\MyTrace.txt";
 MyTraceObject.RecreateTrace = 1;
 MyTraceObject.EnableTrace = 1;

表 50 では、 PsqlTrace オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。

表 51 では、 PsqlTrace オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドについて説明します。

PsqlTransaction オブジェク ト

表 52 では、 PsqlTransaction オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティについて説明します。

表 49 PsqlParameterCollection オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

Contains コレクシ ョ ン内のパラ メーターに、指定したソース  テーブル名が格納されているかど うかを示す値を取

得します。

IndexOf コレクシ ョ ン内における  IDataParameter の位置を取得します。

RemoveAt コレクシ ョ ンから  IDataParameter を削除します。

表 50 PsqlTrace のパブリ ック  プロパティ  

プロパティ 説明

EnableTrace 1 以上に設定する と、 ト レースが有効になり ます。 

デフォルトの初期値は 0 です。 ト レースは無効です。

RecreateTrace 1 に設定する と、 アプ リ ケーシ ョ ンを開始するたびに ト レース  ファ イルが再作成されます。 

0 （デフォルトの初期値） に設定する と、 ト レース  ファ イルに追加されます。

TraceFile ト レース  ファ イルのパス と名前を指定します。 

デフォル トの初期値は空文字列です。 指定したファ イルが存在しない場合は、 データ  プロバイダーが

ファイルを作成します。

メモ ： EnableTrace で ト レースを有効にするよ う設定する と ト レース処理が開始します。 したがって、 EnableTrace を設定す

る前に ト レース  フ ァ イル用のプロパテ ィ値を定義してお く必要があ り ます。 いったん ト レース処理が開始されたら、

TraceFile および RecreateTrace プロパティの値を変更するこ とはできません。

表 51 PsqlTrace オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

DumpFootprints 1 つのデータ  プロバイダーのすべてのソース  ファイルのフッ トプ リ ン ト を表示します。
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表 53 では、 PsqlTransaction オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドについて説明します。

表 52 PsqlTransaction オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

Connection ト ラ ンザクシ ョ ンに関連付けられる  PsqlConnection オブジェ ク ト を指定し ます。 詳細については、

「PsqlConnection オブジェク ト 」 を参照してください。

IsolationLevel ト ランザクシ ョ ン全体の分離レベルを定義します。値を変更する と、 その新しい値が実行時に使用され

ます。

表 53 PsqlTransaction オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

メ ソ ッ ド 説明

Commit 派生ク ラスで上書きされた場合、 その結果生じる  1 つ以上の例外の根本原因である  Exception を返します。

Rollback ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トする前に、 その ト ランザクシ ョ ンで行った変更を取り消します。
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Zen Common Assembly

Zen ADO.NET データ  プロバイダーでは、 バルク  ロードなどの拡張機能を提供する追加ク ラスを使用できます。

すべてのク ラスはマネージ コードのみで作成されています。 以下のクラスが Pervasive.Data.Common.dll アセンブ

リで提供されます。

 「CsvDataReader」

 「CsvDataWriter」

 「DbBulkCopy」

 「DbBulkCopyColumnMapping」

 「DbBulkCopyColumnMapping」

バルク  ロードに使用されるク ラスは、 汎用プログラ ミ ング モデルを実装します。 これらは、 Zen Bulk Load をサ

ポートする任意の DataDirect Technologies ADO.NET データ  プロバイダーまたは ODBC ド ラ イバー、およびサポー

ト される任意のデータベースと共に使用するこ とができます。

CsvDataReader

CsvDataReader ク ラスは、 Zen Bulk Load が定義した CSV ファ イル形式用の DataReader 構文を提供します。

表 54 は、 CsvDataWriter オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティの一覧です。

表 54 CsvDataReader オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

BulkConfigFile WriteToFile メ ソ ッ ドが呼び出されたと きに作成された CSV バルク構成ファ イルを指定します。 バル

ク  ロード構成ファイルは、 バルク  ロード  データ  ファ イル内の列の名前とデータ型を、 データをエク

スポート したテーブルや結果セッ ト と同じ方法で定義します。バルク  ロード構成ファ イルは、基とな

る  XML スキーマによってサポート されます。 

パスには完全修飾パスを使用します。 そ う しないと、 ファ イルは現在の作業ディレク ト リにあるもの

と見なされます。

メモ ： このプロパティは Open() 呼び出しの前および Close() 呼び出しの後にのみ設定できます。 それ

以外の場合、 InvalidOperationException がスローされます。

BulkFile CSV 形式のバルク  データを含むバルク  ロード  データ  ファイルを指定します。 このファ イル名は、バ

ルク  データの書き出し （エクスポート ） および読み込み （インポート ） で使用されます。 指定した

ファイル名に拡張子が含まれない場合は、 ".csv" と見なされます。

パスには完全修飾パスを使用します。 そ う しない場合、 ファ イルはデフォルトで現在の作業ディレク

ト リにあるものと見なされます。 この値が設定されていないと、 InvalidOperationException がスローさ

れます。

メモ ： このプロパティは Open() 呼び出しの前および Close() 呼び出しの後にのみ設定できます。 それ

以外の場合、 InvalidOperationException がスローされます。

ReadBufferSize バルク  ロードを使用してデータ  ソースからデータをインポートする場合の読み取りバッファーのサ

イズを指定します。

デフォルトの初期値は 2048 KB です。

ゼロまたはゼロよ り小さい値を設定する と、System.ArgumentOutOfRangeException がスローされます。
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表 55 は CsvDataReader オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドの一覧です。

CsvDataWriter

CsvDataWriter ク ラスは、Zen Bulk Load によって書き出される  CSV ファ イル形式の Pervasive DataWriter 構文を提

供します。

詳細については、 データ  プロバイダーのオンライン ヘルプを参照して ください。

表 56 は、 CsvDataWriter オブジェク トのパブリ ッ ク  プロパティの一覧です。

RowOffset バルク  ロード読み取り を開始する行を指定します。RowOffset は先頭行（第 1 行）からの相対位置です。

デフォルトの初期値は 1 です。

ゼロまたはゼロよ り小さい値を設定する と、System.ArgumentOutOfRangeException がスローされます。

メモ ： このプロパティは Open() 呼び出しの前および Close() 呼び出しの後にのみ設定できます。 それ

以外の場合、 InvalidOperationException がスローされます。

SequentialAccess パフォーマンス改善のための手法で列にアクセスするかど うかを決定します。 

デフォルトの初期値は False です。

メモ ： このプロパティは Open() 呼び出しの前および Close() 呼び出しの後にのみ設定できます。 それ

以外の場合、 InvalidOperationException がスローされます。

表 55 CsvDataReader オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

プロパティ 説明

Open 処理に必要なバルク  ファ イルのインスタンスおよび関連付けられたメ タデータ  ファ イルを開きます。 

表 56 CsvDataWriter オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明

BinaryThreshold バルク  アンロード中にバイナリ  データを格納するのに、どのサイズでファ イルを分けて生成

するかを決定するしきい値 （KB 単位） を指定します。

デフォルトの初期値は 32 です。

ゼロよ り小さい値を指定する と  System.ArgumentOutOfRangeException がスローされます。 

CharacterThreshold バルク  アンロード中に文字データを格納するのに、 どのサイズでファイルを分けて生成する

かを決定するしきい値 （KB 単位） を指定します。

デフォルトの初期値は 64 です。

ゼロよ り小さい値を指定する と  System.ArgumentOutOfRangeException がスローされます。

CsvCharacterSetName サポート される  IANA コード  ページの中から、使用されるコード  ページ名を値で指定します。

サポート される値については、 「IANA コード  ページ マッピング」 を参照してください。 

アプリ ケーシ ョ ンは、 PsqlConnection.DatabaseCharacterSetName プロパティを使用してデータ

ベースに設定されている文字セッ ト を取得できます。

認識されない CharacterSetName を使用する と、 無効な文字セッ トが使用されたこ とを示す例

外がスローされます。

デフォルトの初期値は UTF-16 です。 

このプロパティは、 CSV データ  ファイルおよび追加されるオーバー フロー ファ イルでこの

文字セッ トが必ず使用されるよ うにします。

表 54 CsvDataReader オブジェク トのパブリ ック  プロパティ

プロパティ 説明
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表 57 は CsvDataWriter オブジェク トのパブリ ッ ク  メ ソ ッ ドの一覧です。

DbBulkCopy

DbBulkCopy ク ラスは 1 つのデータ  ソースから別のデータ  ソースへ行をコピーするのを容易にします。

DbBulkCopy オブジェク トは、 事実上の業界標準である  Microsoft SqlBulkCopy ク ラスの定義に従っており、 プロ

バイダー固有のプロパティやメ ソ ッ ドを持ちません。サポート されるプロパティおよびメ ソ ッ ドについては、デー

タ  プロバイダーのオンライン ヘルプおよび Microsoft .NET Framework SDK のドキュ メン ト を参照して ください。 

DbBulkCopyColumnMapping

DbBulkCopyColumnMapping ク ラスは、 データ  ソース  テーブルから宛先テーブルへの列のマップを表します。

DbBulkCopyColumnMapping オブジェク トは、事実上の業界標準である  Microsoft SqlBulkCopyColumnMapping ク ラ

スの定義に従っており、 プロバイダー固有のプロパティやメ ソ ッ ドを持ちません。 サポート されるプロパティお

よびメ ソ ッ ドについては、 データ  プロバイダーのオンライン ヘルプおよび Microsoft .NET Framework SDK のド

キュ メン ト を参照して ください。 

DbBulkCopyColumnMappingCollection

DbBulkCopyColumnMappingCollection ク ラスは DbBulkCopyColumnMapping オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

DbBulkCopyColumnMappingCollection オブジェ ク ト は、 事実上の業界標準であ る  Microsoft
SqlBulkCopyColumnMappingCollection ク ラスの定義に従っており、 プロバイダー固有のプロパティやメ ソ ッ ドを

持ちません。サポート されるプロパティおよびメ ソ ッ ドについては、データ  プロバイダーのオンライン ヘルプお

よび Microsoft .NET Framework SDK のドキュ メン ト を参照してください。

表 57 CsvDataWriter オブジェク トのパブリ ック  メ ソ ッ ド

プロパティ 説明

Open 処理に必要なバルク  ファ イルのインスタンスおよび関連付けられたメ タデータ  ファ イルを開きます。

WriteToFile IDataReader の内容をバルク  データ  ファ イルに書き出します。 
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Bスキーマ情報の入手 

データベースのメ タデータの検索および取り出し

アプリ ケーシ ョ ンは、データベースのメ タデータを検索して返すよ う、データ  プロバイダーに要求するこ とがで

きます。 各データ  プロバイダー固有のスキーマ コレクシ ョ ンは、 テーブルや列などのデータベース  スキーマ要

素を公開します。データ  プロバイダーは Connection ク ラスの GetSchema メ ソ ッ ドを使用します。スキーマ情報は

「GetSchemaTable メ ソ ッ ドによって返される列」 で説明されているよ うに、 結果セッ トから も取得できます。

データ  プロバイダーにもプロバイダー固有のスキーマ コレクシ ョ ンが含まれています。 スキーマ コレクシ ョ ン

名 MetaDataCollections を使用する と、サポート されるスキーマ コレクシ ョ ンの一覧と、 それらがサポートする制

限の数を返すこ とができます。
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GetSchemaTable メ ソ ッ ドによって返される列

PsqlDataReader が開いている間は、 結果セ ッ ト か ら スキーマ情報を取得する こ と ができ ます。

PsqlDataReader.GetSchemaTable() で生成された結果セッ トは、 表 58 に説明されている列を、 指定された順序で返

します。 

表 58 PsqlDataReader の GetSchemaTable で返される列

列 説明

ColumnName 列の名前。 列名は一意でない場合もあ り ます。 判断できない場合は、 null 値が返されます。 この名前

は、現在のビュー内またはコマンド  テキス ト内の列に対する最新の名前変更を常に反映した名前にな

り ます。

ColumnOrdinal 列の序数。 この列に null 値を含めるこ とはできません。 行のブッ クマーク列 （ある場合） はゼロにな

り ます。 その他の列は 1 から順に番号が付けられます。 

ColumnSize 列の値に許容される最大長。 固定長データ型を使用する列では、 そのデータ型のサイズになり ます。

NumericPrecision 列の精度。 これは ProviderType での列の定義方法によって決ま り ます。 

ProviderType が数値データ型の場合、 これは列の最大精度になり ます。 

ProviderType が数値データ型以外の場合は、 null 値になり ます。

NumericScale 小数点の右側の桁数。 これは、 ProviderType が DBTYPE_DECIMAL または DBTYPE_NUMERIC の場

合です。 それ以外の場合は、 null 値になり ます。

この値は、 ProviderType での列の定義方法によって決ま り ます。 

DataType 列を .NET Framework の型にマップします。

ProviderType 列のデータ型のインジケーター。 この列に null 値を含めるこ とはできません。 

列のデータ型が行によって異なる場合は、 Object である必要があ り ます。 

IsLong 非常に長いデータを格納する  BLOB が列に含まれている場合に設定されます。 このフラグの設定は、

データ型の、 PROVIDER_TYPES 行セッ ト内の IS_LONG 列の値に対応します。

非常に長いデータの定義は、 プロバイダーによって異なり ます。 

AllowDBNull コンシューマーが列に null 値を設定できる場合や、コンシューマーが列に null 値を設定できるかど う

かをデータ  プロバイダーが判断できない場合に、設定されます。それ以外の場合は、設定されません。 

列を null 値に設定できない場合でも、 null 値が含まれている可能性があ り ます。

IsReadOnly 列を変更できるかど うかを決定します。

列が変更できない場合は true、 それ以外の場合は false です。

IsRowVersion 書き込み禁止で、行の識別以外に意味のない値を持つ永続的な行 ID が列に格納されている場合に、設

定されます。

IsUnique 列自体がキーを構成しているか、あるいは、その列だけに適用される  UNIQUE 型の制約があるかど う

かを示します。

true に設定した場合、 ベース  テーブル （BaseTableName で返されるテーブル） の行は、 この列に同じ

値を格納できません。 

false （デフォルトの初期値） に設定した場合は、ベース  テーブルでこの列に重複する値を格納できま

す。

IsKey 列のセッ ト が行セッ ト の 1 行を一意に識別するかど うかを指定します。 この列のセッ トは、 ベース

テーブルの主キー、 一意の制約、 または重複のないインデッ クスから生成するこ とができます。 

列が、 行セッ ト内の列のセッ トのう ちの 1 つで、 これらを基に行を一意に識別する場合は true です。

列が行を一意に識別する必要がない場合は false です。
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IsAutoIncrement 新しい行に固定インク リ メ ン トで値を割り当てるかど うかを指定します。

VARIANT_TRUE に設定する と、 列は新しい行に固定インク リ メ ン トで値を割り当てます。

VARIANT_FALSE （デフォルトの初期値） に設定する と、 列は新しい行に固定インク リ メ ン トで値を

割り当てません。

BaseSchemaName 列を格納している、データベース内のスキーマの名前。基本スキーマ名を判断できない場合は null 値
です。

デフォルトの初期値は null です。

BaseCatalogName 列を格納している、データ  ス ト ア内のカタログの名前。基本カタログ名を判断できない場合は null 値
が使用されます。

デフォルトの初期値は null です。

BaseTableName 列を格納している、データ  ス ト ア内のテーブルまたはビューの名前。基本テーブル名を判断できない

場合は null 値が使用されます。 

デフォルトの初期値は null です。

BaseColumnName データ  ス ト ア内での列名。エイ リ アスが使用された場合は、 ColumnName 列に返される列名とは異な

るこ とがあ り ます。 基本列名を判断できない場合や、 データベース内の列から派生した行セッ ト列で

あるのにそれと一致しない場合は、 null 値が使用されます。 

デフォルトの初期値は null です。

IsAliased 列の名前がエイ リ アスであるかど うかを指定します。列名がエイ リ アスであれば、値 true が返されま

す。 そ うでなければ、 false が返されます。

IsExpression 列の名前が式であるかど うかを指定します。列が式であれば、値 true が返されます。そ うでなければ、

false が返されます。

IsIdentity 列の名前が ID 列であるかど うかを指定します。列が ID 列であれば、値 true が返されます。 そ うでな

ければ、 false が返されます。

IsHidden 列の名前が非表示であるかど うかを指定します。 列が表示されない場合は、 値 true が返されます。 そ

うでなければ、 false が返されます。

表 58 PsqlDataReader の GetSchemaTable で返される列

列 説明
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GetSchema メ ソ ッ ドによるスキーマ メ タデータの取得 

アプ リ ケーシ ョ ンでデータ  プロバイダーおよびデータ  ソースに関するスキーマ メ タデータを取得する場合は、

Connection オブジェク トの GetSchema メ ソ ッ ドを使用を使用します。 各プロバイダーには 5 つの標準メ タデータ

コレクシ ョ ンも含め、 多数のスキーマ コレクシ ョ ンが実装されています。 

 「MetaDataCollections スキーマ コレクシ ョ ン」 

 「DataSourceInformation スキーマ コレクシ ョ ン」 

 「DataTypes コレクシ ョ ン」 

 「ReservedWords コレクシ ョ ン」

 「Restrictions コレクシ ョ ン」 

追加のコレクシ ョ ンを指定したら、データ  プロバイダーからスキーマ情報を返す機能がサポート されるよ うにし

ておく必要があ り ます。 

データ  プロバイダーでサポート されるその他のコレクシ ョ ンの詳細については、「Additional スキーマ コレクシ ョ

ン」 を参照して ください。

メモ ：各 ColumnName で必要なデータ型など、 さ らなるバッ クグラウンド機能要件については、 .NET Framework
ドキュ メン ト を参照して ください。

MetaDataCollections スキーマ コレクシ ョ ン

MetaDataCollections スキーマ コレクシ ョ ンは、ログインしているユーザーが利用できるスキーマ コレクシ ョ ンの

一覧です。MetaDataCollection は、表 59 に記載されているサポート される列を任意の順序で返すこ とができます。

DataSourceInformation スキーマ コレクシ ョ ン

DataSourceInformation スキーマ コレクシ ョ ンは、表 60 に記載されているサポート される列を任意の順序で返すこ

とができます。 1 行のみ返されるこ とに注意してください。

表 59 MetaDataCollections スキーマ コレクシ ョ ンによって返される列

列名 説明

CollectionName コレクシ ョ ンを返すために GetSchema メ ソ ッ ドに渡すコレクシ ョ ンの名前。

NumberOfRestrictions コレクシ ョ ンに指定されている可能性のある制限の数。

NumberOfIdentifierParts 複合識別子 / データベース  オブジェク ト名の構成要素の数。

表 60 DataSourceInformation コレクシ ョ ンによって返される列名

列名 説明

CompositeIdentifierSeparatorPattern 複合識別子内の複合識別子に一致する正規表現。 

DataSourceProductName データ  プロバイダーがアクセスする製品の名前。

DataSourceProductVersion データ  プロバイダーがアクセスする製品のバージ ョ ンをデータ  ソースのネイティ

ブ形式で示します。 

DataSourceProductVersionNormalized データ  ソースの標準化されたバージ ョ ン。 これによ り、 String.Compare() を使って

バージ ョ ンを比較できるよ うにな り ます。 

GroupByBehavior GROUP BY 句内の列と、選択リ ス ト内の集計されない列の間の関係を指定します。
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DataTypes コレクシ ョ ン

表 61 では、DataTypes スキーマ コレクシ ョ ンでサポート される列について説明します。列は任意の順序で取得で

きます。

Host データ  プロバイダーが接続しているホス ト。

IdentifierCase 引用符で囲まれていない識別子の大文字小文字を区別して処理するかど うかを示

します。

IdentifierPattern 識別子に一致する正規表現で、 識別子の適合値を持ちます。

OrderByColumnsInSelect ORDER BY 句内の列は選択リ ス ト内にある必要があるかど うかを指定します。true
の値は、 当該列が選択リ ス ト に存在しなければならないこ とを示し、 false の値は

選択リ ス トに存在しな くてもよいこ とを示します。

ParameterMarkerFormat パラ メーターの書式設定方法を示す書式文字列。 

ParameterMarkerPattern パラ メーター マーカーに一致する正規表現。 も しあれば、 パラ メーター名の適合

値を持ちます。

ParameterNameMaxLength パラ メーター名の最大長 （文字単位）。 

ParameterNamePattern 有効なパラ メーター名に一致する正規表現。 

QuotedIdentifierCase 引用符で囲まれた識別子の大文字小文字を区別して処理するかど うかを示します。

QuotedIdentifierPattern 引用符で囲まれた識別子に一致する正規表現で、引用符の付いていない識別子自体

の適合値を持ちます。 

StatementSeparatorPattern ステート メン ト区切り文字に一致する正規表現。

StringLiteralPattern 文字列リテラルに一致する正規表現で、 リ テラル自体の適合値を持ちます。

SupportedJoinOperators データ  ソースでサポート される、 SQL 結合ステート メン トの種類を指定します。

表 61 DataTypes コレクシ ョ ンによって返される列名

列名 説明

ColumnSize 数値以外の列またはパラ メーターの長さは、 この型の最大長もし くは、データ  プロバイダーがこ

の型に対して定義している長さを参照します。 

CreateFormat CREATE TABLE など、 この列をデータ定義ステート メン トに追加する方法を示す書式文字列。 

CreateParameters このデータ型の列を作成する と きに指定する必要のある作成パラ メーター。 各作成パラ メーター

は文字列で、 それらを提供する順にカンマで区切って列挙します。

たとえば、 SQL データ型の DECIMAL には精度と小数点以下の桁数が必要です。 この場合は、 文

字列 "精度 , 小数位 " を作成パラ メーターに含める必要があ り ます。

精度 10、 小数位 2 の DECIMAL 列を作成するテキス ト  コマン ドでは、 CreateFormat 列の値を

"DECIMAL({0},{1})" とするこ とができます。 完全な型指定は DECIMAL(10,2) とな り ま

す。

DataType データ型に対する  .NET Framework 型の名前。

表 60 DataSourceInformation コレクシ ョ ンによって返される列名

列名 説明
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IsAutoIncrementable データ型の値を自動インク リ メン トするかど うかを指定します。

true ： このデータ型の値は自動インク リ メ ン トできます。 

false ： このデータ型の値は自動インク リ メ ン トできません。

IsBestMatch このデータ型は、データ  ス ト ア内のすべてのデータ型と、DataType 列の値によって示される  .NET
Framework データ型の間で最適なものであるかど うかを指定します。

true ： 最適なデータ型です。 

false ： 最適なデータ型ではあ り ません。

IsCaseSensitive データ型は文字型で、 大文字小文字を区別するかど うかを指定します。

true ： 文字型で、 大文字小文字を区別します。 

false ： 文字型でないか、 も し くは大文字小文字を区別しません。

IsConcurrencyType true ： このデータ型は行が変更されるたびにデータベースによって更新され、 列の値は以前のあ

らゆる値と異なるものにな り ます。

false ： このデータ型は行が変更されるたびにデータベースによって更新されません。

IsFixedLength true ： データ定義言語 （DDL） によって作成されるこのデータ型の列は固定長になり ます。 

false ： DDL によって作成されるこのデータ型の列は可変長になり ます。

IsFixedPrecisionScale true ： データ型は固定の精度と小数点以下の桁数を持ちます。

false ： データ型は固定の精度と小数点以下の桁数を持ちません。

IsLiteralsSupported true ： データ型を リ テラルで表すこ とができます。

false ： データ型を リ テラルで表すこ とはできません。 

IsLong true ： データ型は非常に長いデータを格納します。 非常に長いデータの定義は、 プロバイダーに

よって異なり ます。 

false ： データ型は非常に長いデータを格納しません。

IsNullable true ： データ型はヌル値を許可します。 

false ： データ型はヌル値を許可しません。

IsSearchable true ： データ型は非常に長いデータを格納します。 非常に長いデータの定義は、 プロバイダーに

よって異なり ます。 

false ： データ型は非常に長いデータを格納しません。

IsSearchableWithLike true ： LIKE 述部で使用できません。

false ： LIKE 述部で使用できません。

IsUnisgned true ： データ型は符号なしです。 

false ： データ型は符号付きです。

LiteralPrefix 指定された リテラルに適用するプレフ ィ ッ クス。

LiteralSuffix 指定された リテラルに適用するサフ ィ ッ クス。

MaximumScale 型インジケーターが数値型の場合は、これは小数点の右側に割り当てられる最大桁数になり ます。 

それ以外の場合、 これは DBNull.Value になり ます。

MinimumScale 型インジケーターが数値型の場合は、これは小数点の右側に割り当てられる最小桁数になり ます。 

それ以外の場合、 これは DBNull.Value になり ます。

表 61 DataTypes コレクシ ョ ンによって返される列名

列名 説明
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ReservedWords コレクシ ョ ン

このスキーマ コレクシ ョ ンは、データ  プロバイダーが接続するデータベースで予約されている語句についての情

報を公開します。 表 62 では、 データ  プロバイダーがサポートする列について説明します。

Restrictions コレクシ ョ ン

Restrictions スキーマ コレクシ ョ ンは、 現在データベースに接続しているデータ  プロバイダーでサポート される

制限に関する情報を公開します。 表 63 では、 データ  プロバイダーから返される列について説明します。 列は任

意の順序で取得できます。

ADO.NET データ  プロバイダーは標準化された名前を制限に使用します。 データ  プロバイダーが Schema メ ソ ッ

ドの制限をサポート している場合は、 制限に対して常に同じ名前を使用します。

制限値の大文字小文字の区別は基になるデータベースによって決定されますが、 DataSourceInformation コレ ク

シ ョ ンの IdentifierCase 値および QuotedIdentifierCase 値によ って も決定する こ と ができ ます

（「DataSourceInformation スキーマ コレクシ ョ ン」 を参照してください）。 

サポート される追加のスキーマ コレクシ ョ ンそれぞれに適用する制限については、 「Additional スキーマ コレク

シ ョ ン」 を参照して ください。

ProviderDbType パラ メーターの型を指定する場合に使用する必要のあるプロバイダー固有の型の値。

TypeName プロバイダー固有のデータ型名。

表 62 ReservedWords スキーマ コレクシ ョ ン

列名 説明

Reserved Word プロバイダー固有の予約語。

表 63 Restrictions コレクシ ョ ンによって返される列名

列名 説明

CollectionName 指定した制限を適用するコレクシ ョ ンの名前。

RestrictionName コレクシ ョ ン内の制限の名前。

RestrictionDefault 無視されます。

RestrictionNumber この制限の、 コレクシ ョ ン Restrictions 内における実際の場所。

IsRequired 制限が必要かど うかを指定します。

表 61 DataTypes コレクシ ョ ンによって返される列名

列名 説明
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Additional スキーマ コレクシ ョ ン

Zen ADO.NET データ  プロバイダーは、 以下に示す追加のスキーマ コレクシ ョ ンをサポート しています。

 「Columns スキーマ コレクシ ョ ン」

 「ForeignKeys スキーマ コレクシ ョ ン」

 「Indexes スキーマ コレクシ ョ ン」

 「PrimaryKeys スキーマ コレクシ ョ ン」

 「ProcedureParameters スキーマ コレクシ ョ ン」

 「Procedures スキーマ コレクシ ョ ン」

 「TablePrivileges スキーマ コレクシ ョ ン」

 「Tables スキーマ コレクシ ョ ン」

 「Views スキーマ コレクシ ョ ン」

Columns スキーマ コレクシ ョ ン

説明 ： Columns スキーマ コレクシ ョ ンは、 指定したユーザーがアクセスできるカタログに定義されているテーブ

ル （ビューも含む） の列を識別します。表 64 では、指定したユーザーがアクセスできるカタログに定義されてい

るテーブルの列を示します。

制限の数 ： 3

使用可能な制限 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME、 COLUMN_NAME

ソート順 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME、 ORDINAL_POSITION

表 64 Columns スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

説明

CHARACTER_MAXIMUM_LENGTH Int32 列の値に許容される最大長。 文字、 バイナリ、 またはビッ トの

列の場合、 これは次のいずれかになり ます。 

• いずれかの列が定義されている場合は、 それぞれ文字単位、

バイ ト単位、 ビッ ト単位の列の最大長。 

• 列の長さが定義されていない場合は、 それぞれ文字単位、 バ

イ ト単位、 ビッ ト単位のデータ型の最大長。 

• 列にもデータ型にも最大長が定義されていない場合、 あるい

は列が文字、 バイナリ、 ビッ トのいずれでもない場合は、 ゼ

ロ （0）。

CHARACTER_OCTET_LENGTH Int32 列の型が文字またはバイナ リの場合は、 8 進数 （バイ ト単位）

で表す列の最大長。 

値ゼロ （0） は、 その列が最大長を持たないか、 あるいは、 文

字またはバイナリの列でないこ とを意味します。

COLUMN_DEFAULT String 列のデフォルト値。 

COLUMN_HASDEFAULT Boolean TRUE ： 列にはデフォルト値があ り ます。 

FALSE ：列にデフォルト値がないか、 も し くはデフォルト値が

あるかど うかが不明です。

COLUMN_NAME String 列の名前。 これは一意でない可能性があ り ます。 
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ForeignKeys スキーマ コレクシ ョ ン

説明 ： ForeignKeys スキーマ コレクシ ョ ンは、 指定したユーザーによってカテゴ リ内に定義された外部キー列を

識別します。 

制限の数 ： 2

使用可能な制限 ： FK_TABLE_CATALOG、 PK_TABLE_NAME

ソート順 ： FK_TABLE_CATALOG、 FK_TABLE_NAME

DATA_TYPE Object 列のデータ型のインジケーター。

この値をヌルにするこ とはできません。

IS_NULLABLE Boolean TRUE ： 列はヌル値を許可する可能性があ り ます。 

FALSE ： 列がヌル値を許可するかど うかわかり ません。

NATIVE_DATA_TYPE String 型のデータ  ソース記述。

この値をヌルにするこ とはできません。

NUMERIC_PRECISION Int32 列のデータ型が数値データのものである場合、これは列の最大

精度 （有効桁数） にな り ます。 

NUMERIC_PRECISION_RADIX Int32 どの数を基礎 と し て NUMERIC_PRECISION および

NUMERIC_SCALE で値を表現するかを示す基数。 2 または 10
を返す場合にのみ有効です。

NUMERIC_SCALE Int16 列の型が小数位を持つ数値型の場合、これは小数点よ り右側の

桁数です。 

ORDINAL_POSITION Int32 列の序数。 列には 1 から始まる番号が付けられています。 

PROVIDER_DEFINED_TYPE Int32 列のデータ  ソース定義の型は、 データ  プロバイダーの型の列

挙 （たとえば PsqlDbType 列挙） にマップされています。

この値をヌルにするこ とはできません。

PROVIDER_GENERIC_TYPE Int32 列のプロバイダー定義の型は System.Data.DbType 列挙にマッ

プされています。

この値をヌルにするこ とはできません。

TABLE_CATALOG String データベース名。 

TABLE_NAME String テーブル名。 

TABLE_OWNER String テーブル所有者。

*  ク ラスはすべて System.XXX です。 たとえば、 System.String とな り ます。

表 64 Columns スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

説明
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Indexes スキーマ コレクシ ョ ン

説明 ： Indexes スキーマ コレクシ ョ ンは、 指定したユーザーが所有しているカテゴ リ内に定義されたインデッ ク

スを識別します。

制限の数 ： 2

使用可能な制限 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME

ソート順 ： UNIQUE、 TYPE、 INDEX、 CATALOG、 INDEX_NAME、 ORDINAL_POSITION

表 65 ForeignKeys スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

*  ク ラスはすべて System.XXX です。 たとえば、 System.String とな り ます。

説明

DEFERRABILITY String 外部キーを延期できるか。 次のいずれかの値になり ます。 

• INITIALLY DEFERRED

• INITIALLY IMMEDIATE

• NOT DEFERRABLE

DELETE_RULE String 削除規則が指定された場合は、 次のいずれかの値になり ます。 

CASCADE ： CASCADE の参照操作が指定されました。

SET NULL ： SET NULL の参照操作が指定されました。

SET DEFAULT ： SET DEFAULT の参照操作が指定されました。

NO ACTION ： NO ACTION の参照操作が指定されました。

FK_COLUMN_NAME String 外部キー列の名前。 

FK_NAME String 外部キー名。 この制限は必須です。

FK_TABLE_CATALOG String 外部キー テーブルが定義されているカタログ名。 

FK_TABLE_NAME String 外部キー テーブル名。 この制限は必須です。

FK_TABLE_OWNER String 外部キー テーブルの所有者。 この制限は必須です。

ORDINAL Int32 キーにおける列名の順序。 たとえば、 あるテーブルに別のテーブルへの

外部キー参照がいくつか含まれている と します。 序数は参照ごとに最初

から始ま り ます。 3 列のキーへの 2 つの参照ならば、 1, 2, 3, 1, 2, 3 を返し

ます。

PK_COLUMN_NAME String 主キー列の名前。

PK_NAME String 主キー名。 

PK_TABLE_CATALOG String 主キー テーブルが定義されているカタログ名。 

PK_TABLE_NAME String 主キー テーブル名。

PK_TABLE_OWNER String 主キー テーブルの所有者。 この制限は必須です。

UPDATE_RULE String 更新規則が指定された場合は、 次のいずれかの値になり ます。 

CASCADE ： CASCADE の参照操作が指定されました。

SET NULL ： SET NULL の参照操作が指定されました。

SET DEFAULT ： SET DEFAULT の参照操作が指定されました。

NO ACTION ： NO ACTION の参照操作が指定されました。
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PrimaryKeys スキーマ コレクシ ョ ン

説明 ： PrimaryKeys スキーマ コレクシ ョ ンは、 指定したユーザーによってカテゴ リ内に定義された主キー列を識

別します。 

制限の数 ： 2

使用可能な制限 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME

ソート順 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME

表 66 Indexes スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

*  ク ラスはすべて System.XXX です。 たとえば、 System.String とな り ます。

説明

CARDINALITY Int32 インデッ クスに含まれる一意な値の数。

COLLATION String 次のいずれかの値になり ます。 

ASC ： 列の並べ替え順は昇順です。

DESC ： 列の並べ替え順は降順です。

COLUMN_NAME String 列名。

FILTER_CONDITION String フ ィルター制限を識別する  WHERE 句。

INDEX_CATALOG String カタログ名。

INDEX_NAME String インデッ クス名。

ORDINAL_POSITION Int32 インデッ クスにおける列の位置を表す、 1 から始まる序数。

PAGES Int32 インデッ クスの格納に使用されるページ数。

TABLE_CATALOG String カタログ名。 

TABLE_NAME String テーブル名。

TABLE_OWNER String テーブル所有者。

TABLE_QUALIFIER String テーブル修飾子。

TYPE String インデッ クスの種類。 次のいずれかの値です。 

• BTREE ： インデッ クスは B+- ツ リーです。

• HASH ： インデッ クスは、直線的なハッシュや伸縮可能なハッシュを用いた

ハッシュ  ファ イルです。

• CONTENT ： インデッ クスはコンテンツ  インデッ クスです。

• OTHER ： インデッ クスは上記の種類以外のインデッ クスです。

UNIQUE Boolean
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ProcedureParameters スキーマ コレクシ ョ ン

説明 ： ProcedureParameters スキーマ コレクシ ョ ンは、 Procedures コレクシ ョ ンの一部であるプロシージャのパラ

メーターおよびリ ターン コードに関する情報を返します。

制限の数 ： 3

使用可能な制限 ： PROCEDURE_CATALOG、 PROCEDURE_NAME、 PARAMETER_NAME

ソート順 ： PROCEDURE_CATALOG、 PROCEDURE_NAME、 ORDINAL_POSITION

表 67 PrimaryKeys スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

*  ク ラスはすべて System.XXX です。 たとえば、 System.String とな り ます。

説明

COLUMN_NAME String 主キー列の名前。 

ORDINAL Int32 キーにおける列名の順序。

PK_NAME String 主キー名。

TABLE_CATALOG String テーブルが定義されているデータベース名。 

TABLE_NAME String テーブル名。

TABLE_OWNER String テーブル所有者。

表 68 ProcedureParameters スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

説明

CHARACTER_MAXIMUM_LENGTH Int32 パラ メーターの最大長。

CHARACTER_OCTET_LENGTH Int32 パラ メーターの型が文字またはバイナリの場合は、 8 進数 （バ

イ ト単位） で表すパラ メーターの最大長。 

パラ メーターが最大長を持たない場合、 値はゼロ （0） にな り

ます。 

上記の型以外のパラ メーターでは、 値は -1 になり ます。

DATA_TYPE Object 列のデータ型のインジケーター。

この値をヌルにするこ とはできません。

DESCRIPTION String パラ メーターの記述。 たとえば、新しい従業員を追加するプロ

シージャの Name パラ メーターの記述を  Employee name と して

もかまいません。

IS_NULLABLE Boolean TRUE ： パラ メーターはヌル値を許可する可能性があ り ます。 

FALSE ： パラ メーターはヌル値を許可しません。

NATIVE_DATA_TYPE String 型のデータ  ソース記述。

この値をヌルにするこ とはできません。

NULLABLE String パラ メーターにヌル値を指定できるかど うかを示します。指定

可能な 2 つの値は、 YES と  NO です。
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NUMERIC_PRECISION Int32 列のデータ型が数値である場合、 これは列の最大精度 （有効桁

数） にな り ます。

列のデータ型が数値でない場合、 これは DbNull になり ます。

NUMERIC_PRECISION_RADIX Int32 列のデータ型が数値である場合に適用可能です。

どの数を基礎 と し て NUMERIC_PRECISION および

NUMERIC_SCALE で値を表現するかを示す基数。 2 または 10
を返す場合にのみ有効です。

NUMERIC_SCALE Int16 列のデータ型が小数位を持つ数値型の場合、これは小数点よ り

右側の桁数です。

それ以外の場合、 これは DbNull になり ます。

ORDINAL_POSITION Int32 パラ メーターが入力、入出力、 または出力パラ メーターである

場合、これはプロシージャ呼び出しにおけるパラ メーターの位

置を表す、 1 から始まる序数です。 

パラ メーターが戻り値の場合、 これは DbNull になり ます。

PARAMETER_DEFAULT String パラ メーターのデフォルト値。 

デフォルト値が NULL の場合、PARAMETER_HASDEFAULT 列
は TRUE を返し、PARAMETER_DEFAULT 列は存在しなくな り

ます。 

PARAMETER_HASDEFAULT に FALSE を設定する と、

PARAMETER_DEFAULT 列が存在しなくな り ます。

PARAMETER_HASDEFAULT Boolean TRUE ： パラ メーターにはデフォルト値があ り ます。 

FALSE ： パラ メーターにデフォル ト値がないか、 も し くはデ

フォルト値があるかど うかが不明です。

PARAMETER_NAME String パラ メーター名。パラ メーターに名前が付いていない場合、 こ

れは DbNull になり ます。

PARAMETER_TYPE String 次のいずれかの値になり ます。 

INPUT ： パラ メーターは入力パラ メーターです。

INPUTOUTPUT ： パラ メーターは入出力パラ メーターです。

OUTPUT ： パラ メーターは出力パラ メーターです。

RETURNVALUE：パラ メーターはプロシージャの戻り値です。 

UNKNOWN ： データ  プロバイダーには不明なパラ メーターの

種類です。

PROCEDURE_CATALOG String カタログ名。 

PROCEDURE_NAME String プロシージャ名。

PROCEDURE_COLUMN_NAME String プロシージャ列名。

PROVIDER_DEFINED_TYPE Int32 列のデータ  ソース定義の型は、 データ  プロバイダーの型の列

挙 （たとえば PSQLDbType 列挙） にマップされています。

この値をヌルにするこ とはできません。

PROVIDER_GENERIC_TYPE Int32 列のデータ  ソース定義の型は System.Data.DbType 列挙にマッ

プされています。

この値をヌルにするこ とはできません。

表 68 ProcedureParameters スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

説明
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Procedures スキーマ コレクシ ョ ン

説明 ： Procedures スキーマ コレクシ ョ ンは、 カタログに定義されているプロシージャを識別します。 可能であれ

ば、 接続ユーザーが EXECUTE 権限を持っているプロシージャのみを返すよ うにしてください。

制限の数 ： 2

使用可能な制限 ： PROCEDURE_CATALOG、 PROCEDURE_NAME、 PROCEDURE_TYPE

ソート順 ： PROCEDURE_CATALOG、 PROCEDURE_NAME

TablePrivileges スキーマ コレクシ ョ ン

説明：TablePrivileges スキーマ コレクシ ョ ンは、カタログに定義されているテーブルについて、指定したユーザー

が利用できる、 つま り許可されている権限を識別します。

制限の数 ： 3

使用可能な制限 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME、 GRANTEE

ソート順 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME、 PRIVILEGE_TYPE

SQL_DATETIME_SUB Object 列のデータ型が DateTime である場合に適用可能です。

*  ク ラスはすべて System.XXX です。 たとえば、 System.String とな り ます。

表 69 Procedures スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

*  ク ラスはすべて System.XXX です。 たとえば、 System.String とな り ます。

説明

PROCEDURE_CATALOG String データベース名。 

PROCEDURE_NAME String プロシージャ名。

PROCEDURE_OWNER String プロシージャ所有者。

PROCEDURE_TYPE String 次のいずれかの値になり ます。

UNKNOWN ： 値が返されるかど うかわかり ません。 

PROCEDURE ： プロシージャ。 値は返されません。

FUNCTION ： 関数。 値が返されます。

表 68 ProcedureParameters スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

説明
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Tables スキーマ コレクシ ョ ン

説明 ： Tables スキーマ コレクシ ョ ンは、 指定したユーザーがアクセスできるカタログに定義されているテーブル

（ビューも含む） を識別します。

制限の数 ： 3

使用可能な制限 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME、 TABLE_TYPE

ソート順 ： TABLE_TYPE、 TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME

表 70 TablePrivileges スキーマ コレクシ ョ ン

列名 型インジケーター*

*  ク ラスはすべて System.XXX です。 たとえば、 System.String とな り ます。

説明

GRANTEE String 権限が付与されているユーザー名 （または PUBLIC）。

PRIVILEGE_TYPE String 権限のタイプ。 次のいずれかのタイプにな り ます。 

• DELETE

• INSERT

• REFERENCES

• SELECT

• UPDATE

TABLE_CATALOG String テーブルが定義されているデータベースの名前。 

TABLE_NAME String テーブル名。

TABLE_OWNER String テーブル所有者。

表 71 Tables スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

説明

DESCRIPTION String テーブルの記述。 

列に関連付けられている記述がない場合、データ  プロバイダーは DbNull を返

します。

TABLE_CATALOG String テーブルが定義されているデータベースの名前。 

TABLE_NAME String テーブル名。
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Views スキーマ コレクシ ョ ン

説明 ： Views スキーマ コレクシ ョ ンは、 指定したユーザーがアクセスできるカタログに定義されているビューを

識別します。

制限の数 ： 2

使用可能な制限 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME

ソート順 ： TABLE_CATALOG、 TABLE_NAME

TABLE_OWNER String テーブル所有者。

TABLE_TYPE String テーブルの種類。 次のいずれかです。 

• ALIAS

• GLOBAL TEMPORARY

• LOCAL TEMPORARY

• SYNONYM

• SYSTEM TABLE

• SYSTEM VIEW

• TABLE

• VIEW

この列に空文字列を含めるこ とはできません。

*  ク ラスはすべて System.XXX です。 たとえば、 System.String とな り ます。

表 72 Views スキーマ コレクシ ョ ン

列名 型インジケーター*

*  ク ラスはすべて System.XXX です。 たとえば、 System.String とな り ます。

説明

TABLE_CATALOG String テーブルが定義されているデータベースの名前。 

TABLE_NAME String テーブル名。

TABLE_OWNER String テーブル所有者。

TABLE_QUALIFIER String テーブル修飾子。

VIEW _DEFINITION String ビュー定義。 これはクエリ式です。

表 71 Tables スキーマ コレクシ ョ ン

列名 .NET Framework 
データ型*

説明
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C.NET の SQL エスケープ シーケン
ス

通常、 外部結合やスカラー関数の呼び出しなどの言語機能の多くは、 データベース管理システムによって実装さ

れます。 これらの機能の標準的な構文が定義されていても、 DBMS 特有の構文が使われる場合がよ く あ り ます。

.NET では、 次の言語機能の標準的な構文を含む、 エスケープ シーケンスをサポート します。 

 日付、 時刻およびタイムスタンプのリテラル

 数値、 文字列およびデータ型変換関数などのスカラー関数

 外部結合

.NET で使用するエスケープ シーケンスは次のとおりです。

{extension}

このエスケープ シーケンスは、ADO.NET データ  プロバイダーによって認識および解析されます。データ  プロバ

イダーはこのエスケープ シーケンスをデータ  ス ト ア固有の文法で置き換えます。 
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日付、 時刻、 タイムスタンプのエスケープ シーケンス

日付、 時刻、 およびタイムスタンプ リ テラルのエスケープ シーケンスは次のとおりです。

{literal-type '値 '}

literal-type は、 以下に示す型のうちの 1 つです。

メモ ： Visual Studio で、 テーブルの Date フ ィールドにデータを挿入するクエリ を実行している と きにエラーが発

生した場合は、システムの日付形式が yyyy-mm-dd に設定されているこ とを確認して ください。形式が違う場合

は、 yyyy-mm-dd に変更します。

例 

UPDATE Orders SET OpenDate={d '1997-01-29'} 
WHERE OrderID=1023

リテラルの型 説明 値の形式

d 日付 yyyy-mm-dd

t 時刻 hh:mm:ss [1]

ts タイムスタンプ yyyy-mm-dd hh:mm:ss[.f...]
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スカラー関数

SQL 文で使用できるスカラー関数の構文は、 次のとおりです。

{fn scalar-function}

scalar-function は、 ADO.NET データ  プロバイダーでサポート されるスカラー関数です。

例

SELECT {fn UCASE(NAME)} FROM EMP 

表 73 は、 サポート されるスカラー関数を示します。

表 73 サポート されるスカラー関数

文字列関数 数値関数 日付時刻関数 システム関数

ASCII
BIT_LENGTH
CHAR
CHAR_LENGTH
CHARACTER_LENGTH
CONCAT

LCASE または LOWER
LEFT
LENGTH
LOCATE
LTRIM
OCTET_LENGTH
POSITION
REPLACE
REPLICATE
RIGHT
RTRIM
SPACE
STUFF
SUBSTRING
UCASE または UPPER

ABS
ACOS
ASIN
ATAN
ATAN2
CEILING
COS
COT
DEGREES
EXP
FLOOR
LOG
LOG10
MOD
PI
POWER
RADIANS
RAND
ROUND
SIGN
SIN
SQRT
TAN
TRUNCATE

CURDATE
CURRENT_DATE
CURTIME
CURRENT_TIME
CURRENT_TIMESTAMP
DAYNAME
DAYOFMONTH
DAYOFYEAR
EXTRACT
HOUR
MINUTE
MONTH
MONTHNAME
NOW
QUARTER
SECOND
TIMESTAMPADD
TIMESTAMPDIFF
WEEK
YEAR

DATABASE
USER
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外部結合のエスケープ シーケンス

.NET では SQL92 の左外部結合、 右外部結合、 および完全外部結合の構文をサポート しています。 外部結合用の

エスケープ シーケンスは次のとおりです。

{oj outer-join}

この outer-join には次のよ うな構文が入り ます。

table-reference {LEFT | RIGHT | FULL} OUTER JOIN 
{table-reference | outer-join} ON search-condition

各項目の説明は次のとおりです。

table-reference はテーブル名で、 search-condition はテーブルを結合するのに使用する条件です。

例

SELECT Customers.CustID, Customers.Name, Orders.OrderID, Orders.Status
FROM {oj Customers LEFT OUTER JOIN

Orders ON Customers.CustID=Orders.CustID}
WHERE Orders.Status='OPEN'

ADO.NET データ  プロバイダーは、 以下の外部結合エスケープ シーケンスを Zen 9.x 以上と同様にサポート しま

す。

 左外部結合

 右外部結合

 完全外部結合
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Dロック  レベルと分離レベル

さまざまなデータベース  システムによって、多様なロ ッ ク  レベルおよび分離レベルをサポート します。以下の ト

ピッ クでは、 ロ ッ ク  レベルおよび分離レベルについて、 またこれらの設定が、 取得するデータにどのよ うに影響

するかについて説明します。

 「ロ ッ ク」

 「分離レベル」

 「ロ ッ ク  モード とレベル」
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ロック

ロ ッ ク とは、 ユーザーがデータベースのテーブルやレコードにアクセスするのを制限する処理です。 複数のユー

ザーが同じテーブルやレコードに同時にアクセスする可能性がある場合に、ロ ッ クをかけます。テーブルやレコー

ドをロ ッ クする と、 一度に 1 人のユーザーだけがデータに影響する処理を行えるよ うにな り ます。

ロ ッ ク制御は、 複数のユーザーが、 データベースの同じレコードに同時にアクセスした り変更する場合に特に重

要です。複数のユーザーが同時に使えるデータベースは便利ですが、問題が発生するこ と もあ り ます。たとえば、

ロ ッ ク していない場合、 2 人のユーザーが同時に同じレコードを変更しよ う とする と、 正確なデータが取得でき

なかったり、 一方のユーザーが必要とするデータをも う一方のユーザーが削除してしま う可能性があ り ます。 し

かし、 いったん 1 人のユーザーがアクセスしたレコードを、 他のユーザーが一時的に変更できないよ うにロ ッ ク

できるよ うにしておく と、 このよ うな問題は発生しません。 ロ ッ クするこ とによって、 データベースへの同時ア

クセスによる問題の発生を最小限に抑えるこ とができます。
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分離レベル

分離レベルとは、データの一貫性を高めるためにデータベース  システムで採用される特別なロ ッ ク方法です。分

離レベルが高いほど、 そのロ ッ ク方法も複雑になり ます。 データベースで使用される分離レベルによって、 デー

タの一貫性に関連する次の事象がト ランザクシ ョ ンで発生するかど うかが決ま り ます。

分離レベルとは、データベース  システムで、上記の事象が発生するのを防げるかど うかを示すレベルです。ANSI
（American National Standards Institute ： 米国規格協会） によって、 次の 4 つの分離レベルが定められています 

 Read uncommitted (0) （コ ミ ッ ト されていない読み取り）

 Read committed (1) （コ ミ ッ ト された読み取り）

 Repeatable read (2) （反復可能な読み取り）

 Serializable (3) （直列化可能） 

0 から  3 へとレベルが高くなるほど、 ト ランザクシ ョ ンのデータの一貫性も高くな り ます。一番低いレベルでは、

上の 3 つの事象がすべて発生する可能性があ り ます。 一番高いレベルでは、 どの事象も発生しません。 このよ う

な事象が発生するのを防げるかど うかは、 各レベルで使う、 次のよ うなロ ッ ク方法によって決ま り ます。

Dirty reads

（ダーティー リード） 
ユーザー 1 が行を変更します。ユーザー 1 がコ ミ ッ トする前に、ユーザー 2 が同じ行を読み取り ま

す。ユーザー 1 がロールバッ ク します。ユーザー 2 は、実際にはデータベースに存在しない行を読

み取ったこ とにな り ます。これによって、ユーザー 2 は誤ったデータに対して判断を下すこ とにな

るかもしれません。

Non-repeatable reads

（反復不可能な読み取

り）

ユーザー 1 が行を読み取り ましたがコ ミ ッ ト しません。ユーザー 2 がその同じ行を修正または削除

し、それをコ ミ ッ ト します。ユーザー 1 がも う一度同じ行を読み取ったと きは、その行が変更また

は削除されています。

Phantom reads
（ファン ト ム リード） 

ユーザー 1 は、検索条件を使用して複数行のセッ ト を読み取り ましたがコ ミ ッ トはしません。ユー

ザー 2 がこの検索条件を満たす行を挿入し、 コ ミ ッ ト します。ユーザー 1 が検索条件を使っても う

一度読み取ったと きには、 前になかった行が存在するこ とにな り ます。

Read uncommitted (0)
（コ ミ ッ ト されていな

い読み取り） 

データベースを変更する と きにロ ッ クがかかり、 ト ランザクシ ョ ンの終わり （EOT） まで維持さ

れます。 データベースの読み取りには、 ロ ッ クがかかり ません。

Read committed (1)

（コ ミ ッ ト された読み

取り） 

データベースの読み取り と変更時にロ ッ クがかかり ます。 読み取り後にロ ッ クは解除されます

が、 変更されたオブジェク トのロ ッ クは EOT まで維持されます。

Repeatable read (2)
（反復可能な読み取り） 

データベースの読み取り と変更時にロ ッ クがかかり ます。 変更されたすべてのオブジェ ク トの

ロ ッ クは EOT まで維持されます。 データの読み取り ロ ッ クは、 EOT まで維持されます。 変更不

可能なアクセス構造 （インデッ クスおよびハッシュ構造など） のロ ッ クは読み取り後に解除され

ます。

Serializable (3)
（直列化可能） 

DataSet の影響を受ける行に、 EOT までロ ッ クがかかり ます。 変更されたアクセス構造、 および

クエ リで使われた構造がすべて EOT までロ ッ ク されます。
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表 74 では各分離レベルにおいて発生するデータ一貫性の事象を示します。

分離レベルが高いほどデータの一貫性は高くな り ますが、 逆に、 個々のユーザーの同時処理性は低くな り ます。

同時処理とは、複数のユーザーが同時にデータにアクセスして変更するこ とです。分離レベルが上がるに従って、

使用されるロ ッ ク制御が原因で、 同時処理上の問題が発生する確率が高くな り ます。 

検討事項 ： 分離レベルが高くなるほどロ ッ ク制御が厳し くな り、 ユーザーが、 別のユーザーによってかけられた

ロ ッ クが解除されるのを待つ時間が長くな り ます。 分離レベルと同時処理性には、 このよ うな逆比例的な関係が

あるので、 分離レベルを選択する前にユーザーがデータベースをどのよ うに使用するか検討しておく必要があ り

ます。 データの一貫性と同時処理性のどちらがよ り重要かを考慮して、 使用する分離レベルを決めてください。

表 74 分離レベルとデータの一貫性

レベル Dirty Read （ダー

テ ィー リード）

Nonrepeatable Read （反

復不可能な読み取り）

Phantom Read （フ ァ

ン トム リード）

0, Read uncommitted

（コ ミ ッ ト されていない読み取り）

可 可 可

1, Read committed

（コ ミ ッ ト された読み取り）

不可 可 可

2, Repeatable read

（反復可能な読み取り）

不可 不可 可

3, Serializable

（直列化可能）

不可 不可 不可
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ロック  モード とレベル

データベース  システムによって使用するロ ッ ク  モードは異な り ますが、 通常、 「共有ロ ッ ク」 と 「排他ロ ッ ク」

とい う  2 種類の基本モードがあ り ます。 共有ロ ッ クでは、 複数のユーザーが単一オブジェク ト を参照するこ とが

可能です。1 人のユーザーがレコードに共有ロッ クをかける と、2 番目に同じレコードにアクセスしたユーザーも

共有ロ ッ クをかけるこ とができます。 ただし、 2 番目のユーザーは、 そのレコードに排他ロ ッ クをかけるこ とは

できません。 排他ロ ッ ク とは、 そのロ ッ クを取得したユーザーへの独占的な権利です。 1 人のユーザーがレコー

ドに排他ロッ クをかける と、 2 番目のユーザーは、 同じレコードにどの種類のロッ ク もかけられなくな り ます。

データベース  システムで使用するロ ッ ク  レベルは、 パフォーマンス と同時処理性にも影響します。 ロ ッ ク  レベ

ルによって、 データベース内でロッ ク されるオブジェク トのサイズが決ま り ます。 たとえば、 データベース  シス

テムの多くで、 テーブル全体、 および個々のレコードをロ ッ クするこ とができます。 また、 ページ レベルのロ ッ

ク （ロ ッ ク  レベルは中程度） もよ く使われます。 1 ページには 1 つまたは複数のレコードが入っていますが、 こ

れは通常、 1 回のディ スク  アクセスでディ スクから読み取られるデータの量です。ページ レベルのロ ッ クの大き

な欠点は、 1 人のユーザーがレコードをロ ッ クする と、 同じページに保存されているほかのレコードを  2 番目の

ユーザーがロッ クできないこ とです。
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Eパフォーマンスの最適化を図る 
.NET アプリケーシ ョ ンの設計

パフォーマンス重視の .NET アプリ ケーシ ョ ンを開発するこ とは容易ではあ り ません。Zen ADO.NET データ  プロ

バイダーは、 コードの実行速度が非常に遅くても、 それを伝える例外をスローしません。
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データの取得

データを効率よ く取得するには、必要なデータのみを返す最も効率のよい方法を選択します。 こ こでは、 .NET ア
プリ ケーシ ョ ンでデータを取得する と きに、 システムのパフォーマンスを最適化する方法を説明します。

長いデータの取得

ネッ ト ワーク経由で長いデータを取得するのには時間がかかり、 リ ソースも消費するので、 特に必要な場合以外

は、 アプリ ケーシ ョ ンから長いデータを要求しないよ うにします。 

ユーザーが長いデータを必要とするこ とはほとんどあ り ません。 ユーザーがこのよ うな結果項目の確認を要求す

る場合は、 選択リ ス トに長いデータの列だけを指定して、 アプリ ケーシ ョ ンからも う一度データベースを照会し

ます。 このよ うにする と、 平均的なユーザーは、 ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クのパフォーマンスにさほど影響を与

えずに結果セッ ト を取得するこ とができます。

最良の方法は、 長いデータを選択リ ス ト に入れないこ とですが、 アプ リ ケーシ ョ ンによっては、 Zen ADO.NET
データ  プロバイダーにクエリ を送信する前に選択リ ス ト を編成しないものもあ り ます （一部のアプリ ケーシ ョ ン

では、 select * from < テーブル名 > ... などの構文を使用します）。長いデータが選択リ ス トに入っている

と、 アプリ ケーシ ョ ンが長いデータを結果セッ トにバインド していなくても、 フェッチ時に長いデータを取得す

る必要があるデータ  プロバイダーもあ り ます。できれば、 テーブルの一部の列のみを取得する方法を試してくだ

さい。

場合によっては長いデータを取得しなければならないこ とがあ り ます。 このよ う な場合でも、 一般に 100 KB を
超えるよ うな大量のテキス ト を画面に表示させるのは望まし くあ り ません。 

取得するデータのサイズの縮小

ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クを減らしてパフォーマンスを向上させるために、最大行数や最大フ ィールド  サイズの

設定を呼び出したり、行サイズやフ ィールド  サイズを制限するほかのデータベース固有のコマンドを呼び出した

り して、 取得するデータのサイズを扱いやすいサイズまで下げるこ とができます。 取得するデータのサイズを下

げるも う  1 つの方法は、列のサイズを小さ くするこ とです。データ  プロバイダーでパケッ ト  サイズを定義できる

場合は、 必要な最小パケッ ト  サイズを指定します。

また、 必要な行のみが返されるよ うにして ください。 たとえば、 2 列しか必要でないのに 5 列を返すよ うにして

いた場合、 不要な列に長いデータが入っている と、 パフォーマンスが低下します。

CommandBuilder オブジェク トの使用

CommandBuilder オブジェク トは SQL ステート メン ト を生成するには便利だと思われがちです。 しかし、 これを

使用する とパフォーマンスに悪影響を及ぼす恐れがあ り ます。 同時処理の制限が原因で、 CommandBuilder オブ

ジェク トは効率のよい SQL ステート メン ト を生成するこ とができません。 たとえば、 次の SQL ステート メン ト

は Command Builder で作成されたものです。

CommandText: UPDATE TEST01.EMP SET EMPNO = ?, ENAME = ?, JOB = ?, MGR = ?, HIREDATE 
= ?, SAL = ?, COMM = ?, DEPT = ? 
WHERE 

  ( (EMPNO = ?)AND ((ENAME IS NULL AND ? IS NULL) 
  OR (ENAME = ?))AND ((JOB IS NULL AND ? IS NULL)
  OR (JOB = ?))AND ((MGR IS NULL AND ? IS NULL) 
  OR (MGR = ?))AND ((HIREDATE IS NULL AND ? IS NULL)
  OR (HIREDATE = ?))AND ((SAL IS NULL AND ? IS NULL) 
  OR (SAL = ?))AND ((COMM IS NULL AND ? IS NULL) 
  OR (COMM = ?))AND ((DEPT IS NULL AND ? IS NULL) 
  OR (DEPT = ?)))

多くの場合、Command Builder で生成される  Update ステート メン トや Delete ステート メン ト よ り も、エンド  ユー

ザーの方が効率のよいステート メン ト を記述できます。
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も う  1 つの問題は、 CommandBuilder オブジェ ク ト の設計にあ り ます。 CommandBuilder オブジェ ク ト は常に

DataAdapter オブジェ ク ト と 関連付け られ、 DataAdapter オブジェ ク ト が生成する  RowUpdating イベン ト と

RowUpdated イベン トのリ スナーと して CommandBuilder オブジェク ト自身を登録します。 したがって、行を更新

するたびに、 この 2 つのイベン トが処理されなければなり ません。 

正しいデータ型の選択

データ型によっては、 取得や送信に時間がかかるものがあ り ます。 スキーマを設計する と きには、 最も効率よ く

処理できるデータ型を選択して ください。 たとえば、 整数データは浮動小数点データよ り速く処理できます。 浮

動小数点データは、 内部データベース固有の形式に基づいて定義され、 通常、 圧縮形式になっています。 このよ

うなデータは、 ワイヤ プロ ト コルで処理できるよ うに、 解凍して別の形式に変換する必要があ り ます。

処理時間が最も短いデータ型は文字列で、 その次が整数です。 整数の場合は、 通常、 何らかの変換またはバイ ト

の並べ替えが必要です。 浮動小数点データ と タイムスタンプの処理には、 整数の少なく と も  2 倍の時間が必要で

す。
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.NET オブジェク ト と メ ソ ッ ドの選択 

こ こでは、 .NET オブジェク ト と メ ソ ッ ドを選択して使用する と きに、システムのパフォーマンスを最適化する方

法を説明します。

ストアド  プロシージャの引数としてのパラメーター マーカーの使用

ス ト アド  プロシージャを呼び出す場合は、 リ テラル引数ではなく、常に、引数マーカーのパラ メーター マーカー

を使用します。 

Command オブジェク トの CommandText プロパティにス ト アド  プロシージャ名を設定する場合、そのリテラル引

数を CommandText へ物理的にコーディングしないでください。たとえば、次のよ うな リ テラル引数は使いません。

{call expense (3567, 'John', 987.32)}

Zen ADO.NET データ  プロバイダーでは、データベース  サーバーのス ト アド  プロシージャを呼び出すこ とができ

ますが、 その際プロシージャをその他の SQL クエ リ と して実行します。 ス ト アド  プロシージャを SQL クエ リ と

して実行する と、 データベース  サーバーがステート メン ト を解析し、 引数の型を検証し、引数を正しいデータ型

に変換します。

次の例で、 アプリ ケーシ ョ ン プログラマは getCustName の引数を整数 12345 である と見なすでし ょ う。 

{call getCustName (12345)} 

しかし、 SQL は常に文字列と してデータベース  サーバーに送信されます。 データベース  サーバーが SQL クエ リ

を解析し、 引数値を分離しても結果はまだ文字列です。 データベース  サーバーで文字列 "12345" を整数値 12345
に変換する必要があ り ます。パラ メーター マーカーを使用するこ とで文字列変換の必要がなくなるので、データ

ベース  サーバーでの処理量を減らすこ とができます。

{call getCustName (?)} 
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 .NET アプリケーシ ョ ンの設計

こ こでは、 .NET アプリ ケーシ ョ ンを設計する と きに、 システム パフォーマンスを最適化する方法を説明します。

接続の管理

アプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを向上させるには、 接続を適切に管理するこ とが重要です。 接続を複数回行

う代わりに、 1 回の接続で複数のステート メン ト  オブジェク ト を使用するこ とで、 アプリ ケーシ ョ ンのパフォー

マンスを最適化します。 初期接続の確立後は、 データソースへの接続は行わないよ うにします。

接続プールを使用する と、 特に、 ネッ ト ワークまたは World Wide Web を介して接続するアプリ ケーシ ョ ンのパ

フォーマンスを大幅に向上させるこ とができます。 また、 接続プールによって接続の再利用が可能にな り ます。

接続を閉じても、 データベースとの物理的接続を閉じるわけではあ り ません。 アプリ ケーシ ョ ンが接続を要求す

る と、アクティブな接続が再利用されるので、新しい接続の作成に必要なネッ ト ワークへの I/O は発生しません。

接続は、 あらかじめ割り当てておきます。 まず、 どの接続文字列が必要かを確認します。 1 つの固有な接続文字

列で、 新しい接続プールが 1 つ作成されます。

一度作成された接続プールは、 アクティブなプロセスが終了するか、 Connection Lifetime に指定された時間が過

ぎるまで破棄されません。アクティブでないプールや空のプールを維持するのに必要なシステム  オーバーヘッ ド

は、 ご くわずかです。

接続とステート メン トの処理は、 実装前に決めておく必要があ り ます。 接続方法を慎重に管理するこ とで、 アプ

リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが向上し、 メンテナンスも簡単になり ます。

接続の開閉

接続は、 それが必要になる直前に開いてください。 必要になるよ り早く接続を開く と、 ほかのユーザーが使用で

きる接続の数が減り、 リ ソースの需要が増える可能性があ り ます。

使用可能な リ ソースを保持するには、 接続が必要でなくなったらすぐに接続を明示的に閉じます。 有効範囲外に

なった接続がガベージ コレク ターによって暗黙的にク リーンアップされるのを待つ場合は、 接続は直ちに接続

プールに戻されず、 実際には使用されていないリ ソースに関連付けられます。 

finally ブロ ッ クの内側で接続を閉じます。 finally ブロ ッ ク内のコードは、 例外が発生した場合でも必ず実行され

ます。 これによ り、 接続が明示的に閉じられるこ とが保証されます。 たとえば、 次のよ うに指定します。

try 
{

DBConn.Open();
… // 必要な作業を行います
}
catch (Exception ex) 
{

// 例外を処理します
}
finally
{

//  接続を閉じます
if (DBConn != null)

DBConn.Close();
}

接続プールを使用している場合には、 接続の開閉は不経済な操作ではあ り ません。 データ  プロバイダーの

Connection オブジェク トの Close() メ ソ ッ ドを使用する と、 接続は接続プールに追加されるか戻されます。 ただ

し、自動的に接続を閉じる と、 その接続に関連付けられているすべての DataReader オブジェク トが閉じられるこ

とを忘れないでください。 
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ステート メン ト  キャッシングの使用

ステート メン ト  キャ ッシュは、プ リペアド  ステート メン トのグループまたは Command オブジェク トのインスタ

ンスで、 アプ リ ケーシ ョ ンによって再使用が可能です。 ステート メン ト  キャ ッシュを使用する とアプ リ ケーシ ョ

ンのパフォーマンスを向上させるこ とができます。 これは、 プリペアド  ステート メン トの動作が、 そのステート

メン トがアプリ ケーシ ョ ンの存続期間中に何度再使用されたと しても、 1 度だけ実行されるためです。 

ステート メン ト  キャ ッシュは物理接続に属します。実行された後、プリペアド  ステート メン トはステート メン ト

キャ ッシュに置かれ、 接続が閉じられるまで保持されます。

アプリ ケーシ ョ ンが使用する全プリペアド  ステート メン ト をキャ ッシュすれば、パフォーマンスが向上するよ う

に思われます。 しかし、 この手法では、 接続プールを使ってステート メン ト  キャ ッシングを実装した場合、 デー

タベースのメモ リに負担をかける結果になり ます。 この場合、プールされた各接続がステート メン ト  キャ ッシュ

を持ち、 アプ リ ケーシ ョ ンで使用される全プ リペアド  ステート メ ン ト を各自のキャ ッシュに含むこ とにな り ま

す。 これらのプールされたプリペアド  ステート メン トは、 すべてデータベースのメモ リにも保持されます。

コマンドの複数回使用

Command.Prepare メ ソ ッ ドを使用するかど うかによって、 クエ リ実行のパフォーマンスは良く も悪く も大きな影

響を受けます。 Command.Prepare メ ソ ッ ドは、 基となるデータ  プロバイダーに対し、 パラ メーター マーカーを使

用す る ス テー ト メ ン ト の複数回実行を最適化す る よ う に指示 し ます。 実行 メ ソ ッ ド （ExecuteReader、
ExecuteNonQuery、 または ExecuteScalar） が使用されているかど うかにかかわらず、 あらゆるコマンドの準備が可

能であるこ とに留意して ください。

Zen ADO.NET データ  プロバイダーが、 プ リペアド  ステート メ ン ト を含んでいるス ト アド  プロシージャをサー

バー上で作成するこ とによ り、 Command.Prepare を実装する場合を考えてみまし ょ う。 ス ト アド  プロシージャの

作成には多くのオーバーヘッ ドを要しますが、 ステート メン トは複数回実行するこ とができます。 ス ト アド  プロ

シージャの作成はパフォーマンスに悪影響を与えますが、 プロシージャの作成時にクエリが解析され、 最適化パ

スが保管されるため、 作成したステート メン トの実行は最小化されます。 同じステート メン ト を複数回実行する

アプリ ケーシ ョ ンは、 Command.Prepare を呼び出してからそのコマンドを複数回実行するこ とで、 大きなメ リ ッ

ト を得るこ とができます。

しかし、 1 回しか実行しないステート メン トに対して Command.Prepare を使用する と、 不要なオーバーヘッ ドが

生じる結果にな り ます。 さ らに、 大きな単一の実行クエ リ  バッチに対して Command.Prepare を使用するアプ リ

ケーシ ョ ンではパフ ォーマン スが低下し ます。 同様に、 常に Command.Prepare を使用するか、 ま った く

Command.Prepare を使用しないアプリ ケーシ ョ ンは、プ リペアド  ステート メン ト とアンプリペアド  ステート メン

ト を論理的に組み合わせて使用するアプリ ケーシ ョ ンとは同じよ うに機能しません。

ネイテ ィブの管理プロバイダーの使用

アンマネージ コード、 つま り  .NET 環境外のコードへのブリ ッジは、 パフォーマンスを低下させます。 マネージ

コードからアンマネージ コードを呼び出すと、 データ  プロバイダーの実行速度はマネージ コードのみのデータ

プロバイダーよ り も著し く遅くな り ます。 このよ うなパフォーマンスが大き く落ちる方法は、 極力避けます。

ブ リ ッジを使用する場合は、 そのブリ ッジのためのコードを書く こ とにな り ます。 後でデータベース固有の Zen
ADO.NET データ  プロバイダーが使用可能になったと き、 このコードを書き直す必要があ り ます。 つま り、 オブ

ジェク ト名、 スキーマ情報、 エラー処理、 およびパラ メーターを書き直さなければなり ません。 ブ リ ッジ用では

なく管理データ  プロバイダー用にコード化するこ とによって、 貴重な時間と リ ソースを節約できます。
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データの更新

こ こでは、 データベースのデータを更新する と きのシステム パフォーマンスを最適化する方法を説明します。

切断された DataSet の使用

結果セッ ト のサイズが、 なるべく小さ く なる よ う にします。 サーバーから結果セッ ト をすべて取得してから、

DataSet を埋める必要があ り ます。 結果セッ ト全体をク ライアン トのメモ リに保存します。 

データソースへの変更の同期

データ  ソースへの変更の同期を取るには、次の例で示すよ うに主キーを使用して、 PsqlDataAdapter にロジッ クを

作成する必要があ り ます。

string updateSQL As String = "UPDATE emp SET sal = ?, job = ?" + 
" = WHERE empno = ?";
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F.edmx ファイルの使用

.edmx ファ イルは XML ファ イルで、エンティティ  データ  モデル （EDM ： Entity Data Model） の定義と、 ターゲッ

ト  データベースのスキーマの記述、そして、その EDM とデータベース間のマッピングの定義を行います。 .edmx
ファ イルには、 ADO.NET Entity Data Model デザイナー （エンティティ  デザイナー） で使用される、 モデルを視

覚的に表示するための情報も含まれています。

以下のコード例では、 EDM レイヤーに Extended Entity Framework の機能を提供するために、 .edmx ファ イルに加

える必要のある変更を示します。

Entity Framework には、 ADO.NET と類似した一連のメ ソ ッ ドが含まれています。 これらのメ ソ ッ ドは、 LINQ、

EntitySQL、 および ObjectServices などの新しい Entity Framework コンシューマーで利用できるよ うに適応させて

あ り ます。

ADO.NET Entity Framework データ  プロバイダーは、PsqlStatus および PsqlConnectionStatistics エンティティを公開

するこ とによって、 EDM のこの機能をモデル化します。 これによ り、 Visual Studio の標準ツールを使用して、 こ

の機能をモデル化するこ とが可能とな り ます。
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コード例

次のコードは、 SSDL モデルの一例です。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<Schema Namespace="EntityModel.Store" Alias="Self" xmlns="http://

schemas.microsoft.com/ado/2006/04/edm/ssdl"
Provider=Pervasive.Data.SqlClient"
ProviderManifestToken="PSQL">

<EntityContainer Name="SampleStoreContainer">
<EntitySet Name="Connection_Statistics" 

EntityType="EntityModel.Store.Connection_Statistics" />
<EntitySet Name="Status" EntityType="EntityModel.Store.Status" />

</EntityContainer>
<Function Name="RetrieveStatistics" Aggregate="false" BuiltIn="false" 
NiladicFunction="false" IsComposable="false" 
ParameterTypeSemantics="AllowImplicitConversion" 
StoreFunctionName="&quot;Psql_Connection_RetrieveStatistics&quot;" />
<Function Name="EnableStatistics" Aggregate="false" BuiltIn="false" 
NiladicFunction="false" IsComposable="false" 
ParameterTypeSemantics="AllowImplicitConversion" 
StoreFunctionName="&quot;Psql_Connection_EnableStatistics&quot;" />
<Function Name="DisableStatistics" Aggregate="false" BuiltIn="false" 
NiladicFunction="false" IsComposable="false" 
ParameterTypeSemantics="AllowImplicitConversion" 
StoreFunctionName="&quot;Psql_Connection_DisableStatistics&quot;" />
<Function Name="ResetStatistics" Aggregate="false" BuiltIn="false" 
NiladicFunction="false" IsComposable="false" 
ParameterTypeSemantics="AllowImplicitConversion" 
StoreFunctionName="&quot;Psql_Connection_ResetStatistics&quot;" />
</Function>
<EntityType Name="Connection_Statistics">

<Key>
<PropertyRef Name="Id" />

</Key>
<Property Name="SocketReadTime" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="MaxSocketReadTime" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="SocketReads" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="BytesReceived" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="MaxBytesPerSocketRead" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="SocketWriteTime" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="MaxSocketWriteTime" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="SocketWrites" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="BytesSent" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="MaxBytesPerSocketWrite" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="TimeToDisposeOfUnreadRows" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="SocketReadsToDisposeUnreadRows" Type="bigint" Nullable="false" 

/>
<Property Name="BytesRecvToDisposeUnreadRows" Type="bigint" Nullable="false" /

>
<Property Name="IDUCount" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="SelectCount" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="StoredProcedureCount" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="DDLCount" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsReceived" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsSent" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="ServerRoundTrips" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="SelectRowsRead" Type="bigint" Nullable="false" />
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<Property Name="StatementCacheHits" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheMisses" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheReplaces" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheTopHit1" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheTopHit2" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheTopHit3" Type="bigint" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsReceivedPerSocketRead" Type="double" Nullable="false" /

>
<Property Name="BytesReceivedPerSocketRead" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsSentPerSocketWrite" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="BytesSentPerSocketWrite" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsSentPerRoundTrip" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsReceivedPerRoundTrip" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="BytesSentPerRoundTrip" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="BytesReceivedPerRoundTrip" Type="double" Nullable="false" />
<Property Name="Id" Type="integer" Nullable="false" />

</EntityType>
<EntityType Name="Status">

<Key>
<PropertyRef Name="Id" />

</Key>
<Property Name="ServerVersion" Type="varchar" MaxLength="127" Nullable="false" 

/>
<Property Name="Host" Type="varchar" MaxLength="127" Nullable="false" />
<Property Name="Port" Type="integer" Nullable="false" />
<Property Name="DatabaseName" Type="varchar" MaxLength="127" Nullable="false" 

/>
<Property Name="SessionId" Type="integer" Nullable="false" />
<Property Name="StatisticsEnabled" Type="smallint_as_boolean" Nullable="false" 

/>
<Property Name="Id" Type="integer" Nullable="false" />

</EntityType>
</Schema>

次のコードは、 MSL モデルの一例です。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<Mapping Space="C-S" xmlns="urn:schemas-microsoft-com:windows:storage:mapping:CS">

<EntityContainerMapping
StorageEntityContainer="SampleStoreContainer"
CdmEntityContainer="SampleContainer">

<EntitySetMapping Name="PsqlConnectionStatistics">
<EntityTypeMapping TypeName="EntityModel.PsqlConnectionStatistics">

<MappingFragment StoreEntitySet="Connection_Statistics">
<ScalarProperty Name="SocketReadTime" ColumnName="SocketReadTime" />
<ScalarProperty Name="MaxSocketReadTime" 

ColumnName="MaxSocketReadTime" />
<ScalarProperty Name="SocketReads" ColumnName="SocketReads" />
<ScalarProperty Name="BytesReceived" ColumnName="BytesReceived" />
<ScalarProperty Name="MaxBytesPerSocketRead" 

ColumnName="MaxBytesPerSocketRead" />
<ScalarProperty Name="SocketWriteTime" ColumnName="SocketWriteTime" /

>
<ScalarProperty Name="MaxSocketWriteTime" 

ColumnName="MaxSocketWriteTime" />
<ScalarProperty Name="SocketWrites" ColumnName="SocketWrites" />
<ScalarProperty Name="BytesSent" ColumnName="BytesSent" />
<ScalarProperty Name="MaxBytesPerSocketWrite" 

ColumnName="MaxBytesPerSocketWrite" />
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<ScalarProperty Name="TimeToDisposeOfUnreadRows" 
ColumnName="TimeToDisposeOfUnreadRows" />

<ScalarProperty Name="SocketReadsToDisposeUnreadRows" 
ColumnName="SocketReadsToDisposeUnreadRows" />

<ScalarProperty Name="BytesRecvToDisposeUnreadRows" 
ColumnName="BytesRecvToDisposeUnreadRows" />

<ScalarProperty Name="IDUCount" ColumnName="IDUCount" />
<ScalarProperty Name="SelectCount" ColumnName="SelectCount" />
<ScalarProperty Name="StoredProcedureCount" 

ColumnName="StoredProcedureCount" />
<ScalarProperty Name="DDLCount" ColumnName="DDLCount" />
<ScalarProperty Name="PacketsReceived" ColumnName="PacketsReceived" /

>
<ScalarProperty Name="PacketsSent" ColumnName="PacketsSent" />
<ScalarProperty Name="ServerRoundTrips" 

ColumnName="ServerRoundTrips" />
<ScalarProperty Name="SelectRowsRead" ColumnName="SelectRowsRead" />
<ScalarProperty Name="StatementCacheHits" 

ColumnName="StatementCacheHits" />
<ScalarProperty Name="StatementCacheMisses" 

ColumnName="StatementCacheMisses" />
<ScalarProperty Name="StatementCacheReplaces" 

ColumnName="StatementCacheReplaces" />
<ScalarProperty Name="StatementCacheTopHit1" 

ColumnName="StatementCacheTopHit1" />
<ScalarProperty Name="StatementCacheTopHit2" 

ColumnName="StatementCacheTopHit2" />
<ScalarProperty Name="StatementCacheTopHit3" 

ColumnName="StatementCacheTopHit3" />
<ScalarProperty Name="PacketsReceivedPerSocketRead" 

ColumnName="PacketsReceivedPerSocketRead" />
<ScalarProperty Name="BytesReceivedPerSocketRead" 

ColumnName="BytesReceivedPerSocketRead" />
<ScalarProperty Name="PacketsSentPerSocketWrite" 

ColumnName="PacketsSentPerSocketWrite" />
<ScalarProperty Name="BytesSentPerSocketWrite" 

ColumnName="BytesSentPerSocketWrite" />
<ScalarProperty Name="PacketsSentPerRoundTrip" 

ColumnName="PacketsSentPerRoundTrip" />
<ScalarProperty Name="PacketsReceivedPerRoundTrip" 

ColumnName="PacketsReceivedPerRoundTrip" />
<ScalarProperty Name="BytesSentPerRoundTrip" 

ColumnName="BytesSentPerRoundTrip" />
<ScalarProperty Name="BytesReceivedPerRoundTrip" 

ColumnName="BytesReceivedPerRoundTrip" />
<ScalarProperty Name="Id" ColumnName="Id" />

</MappingFragment>
</EntityTypeMapping>

</EntitySetMapping>
<EntitySetMapping Name="PsqlStatus">

<EntityTypeMapping TypeName="EntityModel.PsqlStatus">
<MappingFragment StoreEntitySet="Status">

<ScalarProperty Name="ServerVersion" ColumnName="ServerVersion" />
<ScalarProperty Name="Host" ColumnName="Host" />
<ScalarProperty Name="Port" ColumnName="Port" />
<ScalarProperty Name="DatabaseName" ColumnName="DatabaseName" />
<ScalarProperty Name="SessionId" ColumnName="SessionId" />
<ScalarProperty Name="StatisticsEnabled" 

ColumnName="StatisticsEnabled" />
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<ScalarProperty Name="Id" ColumnName="Id" />
</MappingFragment>

</EntityTypeMapping>
</EntitySetMapping>
<FunctionImportMapping FunctionImportName="RetrieveStatistics" 

FunctionName="EntityModel.Store.RetrieveStatistics" />
<FunctionImportMapping FunctionImportName="EnableStatistics" 

FunctionName="EntityModel.Store.EnableStatistics" />
<FunctionImportMapping FunctionImportName="DisableStatistics" 

FunctionName="EntityModel.Store.DisableStatistics" />
<FunctionImportMapping FunctionImportName="ResetStatistics" 

FunctionName="EntityModel.Store.ResetStatistics" />
<FunctionImportMapping FunctionImportName="Reauthenticate" 

FunctionName="EntityModel.Store.Reauthenticate" />
</EntityContainerMapping>

</Mapping>

モデルをさ らに分解する と、 CSDL モデルは、 EDM で公開されている概念レイヤーで確立されます。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<Schema Namespace="EntityModel" Alias="Self" xmlns="http://schemas.microsoft.com/

ado/2006/04/edm">
<EntityContainer Name="SampleContainer">

<EntitySet Name="PsqlConnectionStatistics" 
EntityType="EntityModel.PsqlConnectionStatistics" />

<EntitySet Name="PsqlStatus" EntityType="EntityModel.PsqlStatus" />
<FunctionImport Name="RetrieveStatistics" 

EntitySet="PsqlConnectionStatistics" 
ReturnType="Collection(EntityModel.PsqlConnectionStatistics)" />

<FunctionImport Name="EnableStatistics" EntitySet="PsqlStatus" 
ReturnType="Collection(EntityModel.PsqlStatus)" />

<FunctionImport Name="DisableStatistics" EntitySet="PsqlStatus" 
ReturnType="Collection(EntityModel.PsqlStatus)" />

<FunctionImport Name="ResetStatistics" EntitySet="PsqlStatus" 
ReturnType="Collection(EntityModel.PsqlStatus)" />

<FunctionImport Name="Reauthenticate" EntitySet="PsqlStatus" 
ReturnType="Collection(EntityModel.PsqlStatus)">

<Parameter Name="CurrentUser" Type="String" />
<Parameter Name="CurrentPassword" Type="String" />
<Parameter Name="CurrentUserAffinityTimeout" Type="Int32" />

</FunctionImport>
</EntityContainer>
<EntityType Name="PsqlConnectionStatistics">

<Key>
<PropertyRef Name="Id" />

</Key>
<Property Name="SocketReadTime" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="MaxSocketReadTime" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="SocketReads" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="BytesReceived" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="MaxBytesPerSocketRead" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="SocketWriteTime" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="MaxSocketWriteTime" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="SocketWrites" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="BytesSent" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="MaxBytesPerSocketWrite" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="TimeToDisposeOfUnreadRows" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="SocketReadsToDisposeUnreadRows" Type="Int64" Nullable="false" 

/>
<Property Name="BytesRecvToDisposeUnreadRows" Type="Int64" Nullable="false" />
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<Property Name="IDUCount" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="SelectCount" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="StoredProcedureCount" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="DDLCount" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsReceived" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsSent" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="ServerRoundTrips" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="SelectRowsRead" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheHits" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheMisses" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheReplaces" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheTopHit1" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheTopHit2" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="StatementCacheTopHit3" Type="Int64" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsReceivedPerSocketRead" Type="Double" Nullable="false" /

>
<Property Name="BytesReceivedPerSocketRead" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsSentPerSocketWrite" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="BytesSentPerSocketWrite" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsSentPerRoundTrip" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="PacketsReceivedPerRoundTrip" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="BytesSentPerRoundTrip" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="BytesReceivedPerRoundTrip" Type="Double" Nullable="false" />
<Property Name="Id" Type="Int32" Nullable="false" />

</EntityType>
<EntityType Name="PsqlStatus">

<Key>
<PropertyRef Name="Id" />

</Key>
<Property Name="ServerVersion" Type="String" Nullable="false" />
<Property Name="Host" Type="String" Nullable="false" />
<Property Name="Port" Type="Int32" Nullable="false" />
<Property Name="DatabaseName" Type="String" Nullable="false" />
<Property Name="SessionId" Type="Int32" Nullable="false" />
<Property Name="StatisticsEnabled" Type="Boolean" Nullable="false" />
<Property Name="Id" Type="Int32" Nullable="false" />

</EntityType>
</Schema>
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Gバルク  ロード構成ファイル

以下のト ピッ クでは、 Zen Bulk Load で使用される構成ファイルについて説明します。 

 「バルク  データ構成ファイルのサンプル」

 「バルク  データ構成ファイル用の XML スキーマ定義」

この機能の詳細については、 「Zen Bulk Load の使用」 を参照してください。
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バルク  データ構成ファイルのサンプル

バルク形式の構成ファイルは、 テーブルまたは DataReader がバルク  コピー操作およびバルク  ロード操作を使っ

てエクスポート （アンロード） された場合に作成されます。 

<?xml version="1.0"?>
<!--
Sample DDL
----------

CREATE_STMT = CREATE TABLE GTABLE (CHARCOL char(10),VCHARCOL varchar2(10), \ 

DECIMALCOL number(15,5), NUMERICCOL decimal(15,5), SMALLCOL number(38), \ 

INTEGERCOL integer, REALCOL number, \ 

FLOATCOL float, DOUBLECOL number, LVCOL clob, \ 

BITCOL number(1),TINYINTCOL number(19), BIGINTCOL number(38), BINCOL raw(10), \ 

VARBINCOL raw(10), LVARBINCOL blob, DATECOL date, \ 

TIMECOL date, TSCOL date) -->

<table codepage="UTF-16" xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
xsi:noNamespaceSchemaLocation="file:///c:/Documents and Settings/jbruce/My 
Documents/Current Specs/BulkData.xsd">
<row>

<column codepage="UTF-16" datatype="CHAR" length="10" 
nullable="true">CHARCOL</column>

<column codepage="UTF-16" datatype="LONGVARCHAR" length="10">VCHARCOL</column>
<column codepage="UTF-16" datatype="DECIMAL" precision="15" 

scale="5">DECIMALCOL</column>
<column codepage="UTF-16" datatype="DECIMAL" precision="15" 

scale="5">NUMERICOL</column>
<column codepage="UTF-16" datatype="DECIMAL" precision="38">SMALLCOL</column>
<column codepage="UTF-16" datatype="INTEGER">INTEGERCOL</column>
<column codepage="UTF-16" datatype="SINGLEPRECISION"">REALCOL</column>

<!- こ こに、 さ らに定義を続けるこ とができます -->
</row> 

</table> 
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バルク  データ構成ファイル用の XML スキーマ定義

バルク構成 XML スキーマは、 バルク構成ファイルを管理します。 バルク構成ファイルは、 Zen Bulk Load で処理

されるバルク  ロード  データ  ファ イルを管理します。 

このスキーマは、 この標準を使用してビルド されるサード  パーティ機能の基盤を提供します。大量のデータを管

理するカスタム アプリ ケーシ ョ ンまたはツールは、 ODBC、 JDBC、および ADO.NET の API 間や複数のプラ ッ ト

フォーム間で、 疎結合型の Zen Bulk Load と してこのスキーマを採用するこ とができます。

Zen Bulk Load で使用できる  CSV データを生成する場合は、 XML 構成ファイル用の XML スキーマを提供する必

要があ り ます。

各バルク操作では、 作成されるバルク  データ  ファ イルを記述する  XML 構成ファ イルを UTF-8 形式で生成しま

す。バルク  データ  ファ イルが作成できなかったり  XML 構成ファイルに記述されているスキーマに準拠していな

い場合は、 例外が返されます。
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HIANA コード  ページ マッピング

次の表では、 最も広範に使用されている  IBM コード  ページの IANA コード  ページ名へのマップを示します。 

IBM 番号 IANA コード  ページ名

37 IBM037

38 IBM038

290 IBM290

300 IBM300

301 IBM301

500 IBM500

813 ISO_8859-7:1987

819 ISO_8859-1:1987

857 IBM857

860 IBM860

861 IBM861

897 IBM897

932 IBM-942_P120-2000

939 IBM-939

943 Windows-932-2000 （Windows ク ラ イアン ト用）

943 IBM-943_P14A-2000 （UNIX ク ラ イアン ト用）

950 Big5

1200 UTF-16

1208 UTF-8

1251 Windows-1251

1252 Windows-1252

4396 IBM-930

5025 IBM5025

5035 IBM5035

5297 UTF-16
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5304 UTF-8

13488 UTF-16BE

IBM 番号 IANA コード  ページ名
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I用語集

.NET アーキテクチャ  

Microsoft では Microsoft .NET を、 情報、 人々、 システム、 およびデバイスを繋ぐ一連のソフ ト ウェア テク ノ ロジ

である と定義しています。 ソフ ト ウェアの統合を最適化するために、 .NET Framework では Web サービス と呼ば

れる小規模で独立したビルド  ブロ ッ クのアプ リ ケーシ ョ ンを使用します。 この Web サービスは相互に接続する

ほかに、 インターネッ ト上の別の Web サービス、 多数のアプリ ケーシ ョ ンに接続します。

.NET Framework には 2 つの重要な役割があ り ます。

 ASP.NET は、 洗練されたク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン （Windows フォーム） を構築するための環境であ

り、 疎結合型データ  アクセス  サブシステム （ADO.NET） です。

 共通言語ランタイムは、 .NET Framework でアプリ ケーシ ョ ンを実行するための中核的なランタイム エンジ

ンです。 共通言語ランタイムは、 作成した .NET コードが実行される安全な領域 " サンドボッ クス " と考え

るこ とができます。 共通言語ランタイムで実行するコードは 「マネージ コード」 と呼ばれます。 

ADO.NET

.NET Framework 用のデータ  アクセス  コンポーネン ト。 ADO.NET はデータベースへの接続に使用するク ラスの

セッ トで構成されており、 リ レーシ ョナル データ、 XML およびアプリ ケーシ ョ ン データにアクセスして結果を

取得するこ とができます。

ADO.NET Entity Framework

.NET Framework 用のオブジェク ト  リ レーシ ョナル マッピング （ORM） フレームワーク。 このフレームワークを

使用する と、開発者はリ レーシ ョナル ス ト レージ スキーマに対して直接プログラ ミ ングする代わりに、概念アプ

リ ケーシ ョ ン モデルに対してプログラ ミ ングするこ とで、データ  アクセス  アプリ ケーシ ョ ンを作成できます。こ

のモデルによって、 データ指向アプリ ケーシ ョ ンに必要なコードの量と保守作業の量を減らすこ とができます。

Data Access Application Block （DAAB）

最も頻繁に使用される  ADO.NET のデータ  アクセス機能へのアクセスを提供する、 定義済みのコード  ブロ ッ ク。

アプリ ケーシ ョ ンは、 アプリ ケーシ ョ ン レイヤーを介してデータを渡したり、変更されたデータをデータベース

に戻したりする場合に、 アプリ ケーシ ョ ン ブロ ッ クを使用できます。 

Logging Application Block （LAB）

共通のログ機能の実装を簡略化する、 Microsoft Enterprise Library のコンポーネン ト。 開発者は、 イベン ト  ログや

電子メール メ ッセージ、データベースなど、 さまざまな場所へ情報を書き込む場合にログ記録ブロ ッ クを使用で

きます。

アセンブリ

1 つ以上のク ラスがま と まったもの。 それぞれのアセンブリは自己完結型です。 つま り、 個々のアセンブリには

アセンブリ全体のメ タデータが含まれています。 アセンブリには、 プライベート と共有の 2 種類があ り ます。 

 プライベート  アセンブリ とは、限られた数のアプリ ケーシ ョ ンで使われるアセンブリで、 アプリ ケーシ ョ ン

フォルダーまたはそのサブフォルダーの 1 つに配置されます。 たとえば、 ク ラ イアン トに 「formulas」 とい

うプライベート  アセンブリ を呼び出すアプリ ケーシ ョ ンが 2 つあっても、 それぞれのク ライアン ト  アプリ

ケーシ ョ ンで、 正しいアセンブリ を読み込むこ とができます。
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 共有アセンブリは、 複数のク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンで使用でき、 グローバル アセンブリ  キャ ッシュ

（Global Assembly Cache ： GAC） に配置されます。 名前やバージ ョ ンが重複しないよ うに、 各共有アセンブリ

には、 厳密な名前が付けられます。

宛先テーブル

Zen Bulk Load 操作で、 データのコピー先となるデータベース  サーバー内のテーブル。

アンマネージ コード

共通言語ランタイム環境外で、オペレーティング システムによって直接実行されるコード。アンマネージ コード

は .NET Framework が導入される以前に作成されたすべてのコードを指します。アンマネージ コードは .NET 環境

外なので、 .NET の管理機能を利用するこ とはできません。 

エンテ ィテ ィ

エンティティは EntityType のインスタンスです。 一意な識別子を持つ、 独立した存在であ り、 一貫性の操作の単

位を成します。 EntityType は主なデータ  オブジェク トにおいて、 アプリ ケーシ ョ ンに関連する人物、 場所、 出来

事、 および活動など、 管理する必要のある情報について定義します。 

共通言語ランタイム （CLR ： Common Language Rruntime）

共通言語ランタイム （CLR） は Microsoft .NET Framework の中核的なランタイム エンジンです。 共通言語ランタ

イムでは、 ク ロス言語の統合、 コード  アクセス  セキュ リティ、オブジェク トの有効期間の管理およびデバッグの

サポート などのサービスを提供します。 共通言語ランタイムで実行するアプリ ケーシ ョ ンは " サンドボッ クス "
で実行されている と言われるこ とがあ り ます。

クライアン ト  ロード  バランス

コンピューター環境で接続要求に対応できないサーバーがないよ う、 新しい接続を分散する メカニズム。

グローバル アセンブリ  キャッシュ （GAC）

コンピューター上の多数のアプリ ケーシ ョ ンで共有するためにインス トールされる各種アセンブリ を格納するア

センブリ  キャ ッシュの部分。 グローバル アセンブリ  キャ ッシュに配置されたアプリ ケーシ ョ ンは、 名前やバー

ジ ョ ンの競合に対処するために厳密な名前を持つ必要があ り ます。 

厳密な名前

アセンブリのテキス ト名、 バージ ョ ン番号およびカルチャ情報 （設定されている場合） と、 そのアセンブリにつ

いて生成される公開キーとデジタル署名で構成される名前です。 同じ厳密な名前を持つ複数のアセンブリは同一

である とみなされます。

コード  アクセス セキュリテ ィ （CAS）

マネージ コードがセキュ リ テ ィ  ポ リ シーで権限を与えられる共通言語ランタイムによって提供される メカニズ

ム。 権限が行使され、 コードが実行できる操作を制限します。 

スキーマ コレクシ ョ ン

一緒にグループ化する と さ らに効率よ く処理できる、 密接に関連するスキーマ。 テーブルや列などのデータベー

ス  スキーマ要素は、 スキーマ コレクシ ョ ンを介して公開されます。
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スト リーム

バイナリ  データやテキス ト  データの流れの抽象化。 Stream ク ラス とその派生ク ラスは、 これらのさまざまな種

類の入出力のジェネ リ ッ ク  ビューを提供します。

接続の再試行

接続の再試行では、データ  プロバイダーが最初の接続の試行に失敗した後に、プライマ リ  サーバーおよび （設定

している場合） 代替サーバーへ接続を試行する回数を定義します。 接続の再試行は、 システム復旧の有力な方策

とな り ます。

接続プール

データ  プロバイダーが、基本的なデータベースへの接続を確立する必要があるたびに新しい接続を作成するので

はなく、 接続が再利用できるよ うにする処理。 

接続フェールオーバー

ハード ウェア障害やト ラフ ィ ッ クの過負荷などによってプライマ リ  データベース  サーバーが利用できな くなっ

た場合でも、アプリ ケーシ ョ ンが代替またはバッ クアップ データベース  サーバーに接続するこ とができる メカニ

ズム。

名前空間 

関連する型をグループ化するための論理的な名前付けスキーム。Microsoft .NET Framework では、階層型の名前付

けスキームを使用して型を論理的なカテゴ リ （ASP.NET 技術やリモート処理機能のよ うに関連する機能ごとのカ

テゴ リ ） にグループ化しています。 設計ツールで名前空間を使用すれば、 開発者はコード内の型を簡単に見つけ

たり参照するこ とができます。 つま り、 1 つのアセンブリには名前空間ルートが異なる階層名の型を複数含める

こ とが可能であ り、また、1 つの論理的な名前空間ルートは複数のアセンブリ間にまたがるこ とができます。.NET
Framework では、 論理設計時の名前付けには名前空間が便利ですが、 アセンブリは実行時に型の名前スコープを

確立します。 

パフォーマンス モニター

Windows SDK のツールで、 パフォーマンスの問題が存在する領域を特定します。 パフォーマンス  モニターでは

アプリ ケーシ ョ ンの CLR （共通言語ランタイム） 例外の回数や頻度を確認するこ とができます。 パフォーマンス

モニター （PerfMon） や VS パフォーマンス  モニター （VSPerfMon） ユーティ リ テ ィ を使用する と、 アプ リ ケー

シ ョ ンのパラ メーターを記録し、 その結果をレポートやグラフにして見るこ とができます。

バルク  ロード

データベース  ク ライアン トからデータベース  サーバーへ行を送る と きに、 小さ く分割した多くのデータ  パケッ

ト と してではなく、 連続したス ト リームで送るこ と。 ネッ ト ワーク上での往復が大幅に減らせるため、 パフォー

マンスが向上します。

分離レベル

データの整合性を向上させるためにデータベース  システムで採用される特別なロ ッ ク方法。分離レベルが高いほ

ど、 そのロ ッ ク方法も複雑になり ます。 データベースで使用される分離レベルによって、 ト ランザクシ ョ ンにお

けるデータの一貫性の処理方法が決ま り ます。

ANSI （American National Standards Institute ：米国規格協会） によって、次の 4 つの分離レベルが定められています

 Read uncommitted (0) （コ ミ ッ ト されていない読み取り）

 Read committed (1) （コ ミ ッ ト された読み取り）

 Repeatable read (2) （反復可能な読み取り）

 Serializable (3) （直列化可能）
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マネージ コード

.NET Framework、特に共通言語ランタイムによって実行および管理されるコード。マネージ コードは共通言語ラ

ンタイムに必要な情報を与えるこ とで、メモ リ管理やコード  アクセス  セキュ リ ティなどのサービスを利用するこ

とができます。

ロード  バランス

「ク ラ イアン ト  ロード  バランス」 を参照してください。

ロック  レベル

テーブルやレコードへアクセスするユーザーを 1 人に制限するデータベース操作。 ロ ッ クは 2 人以上のユーザー

が同時に同じテーブルやレコードを使用する可能性がある状況で使用します。 テーブルやレコードをロ ッ クする

と、 システムでは一度に 1 人のユーザーのみがデータを操作できるよ うにします。
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